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例　　言

1．本書は、兵庫県神戸市西区玉津町田中に所在する玉津田中遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査は住宅・都市整備公団による田中特定土地区画整理事業に伴うものであり、同公団の依頼を受

けて兵庫県教育委員会が実施した。

3．調査は昭和57年度から平成3年度まで実施した。

4．発掘調査報告書は、地区別に第1分冊から第5分冊に分け、第6分冊として総括編を刊行する。

5．本書は第3分冊であり、狭間・唐土地区の調査を所収する。

6．本書の執筆は村上泰樹・山下史朗・中川渉・藤田淳・菱田淳子・篠宮正・多賀茂治・鈴木敬二・深

江英憲が担当した。各執筆分担は目次に示してある。

7．木製品の樹種同定は京都大学名誉教授島地謙氏に依頼し、同定結果のみ本書に掲載した。

8．編集は多賀茂治がおこなった。

9．本書に使用した地図は国土地理院発行の25000分の1地形図および神戸市発行の2500分の1都市計

画図である。

10．調査・整理作業で得られた図面・写真・遺物は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所で保管し

ている。

11．発掘調査および報告書作成にあたり以下の方々の助力を得た。記して感謝の意を表します。（敬称

略）

次山淳・伊藤淳史・岡村秀典・都出比呂志・福永伸哉・工楽善通



凡　　例

1．遺構

本分冊に使用する遺構番号は5桁である。左第1桁（1～8）は遺構の時期を示し、左第2桁の

4は本文冊に固有の番号である。また遺構は種類毎に以下の略号を用いた。

S H64001

分冊番号

時期別番号

（1）遺構の略号

竪穴住居

掘立柱建物

土坑

溝

SH　　　　　　　墓　　　　　SX

SB　　　　　　井戸　　　SE

SK　　　　　　旧河道　　SR

SD　　　　　　柱穴　　　P

（2）左第1桁の示す時期

14　0　01～

2　4　0　01～

3　4　0　01へ′

4　4　0　01～

5　4　0　01へ′

6　4　0　01～

7　4　0　01～

8　4　0　01へ′

縄文時代後期以前

縄文時代晩期～弥生時代前期

弥生時代中期前半

弥生時代中期後半

弥生時代後期

弥生時代終末期～古墳時代中期

古墳時代後期

平安時代末以降（中世）

2．遣物

本分冊に使用する遺物番号は4桁である。左第1桁の4は本分冊に固有の番号である。土器・石

器・木器・金属器その他それぞれについて4001から始めている。

また土器の断面は須恵器・土師器・陶磁器を問わず黒塗りを基本としているが、古代～中世の遺

物についてのみ、種類毎に断面の色を分けている。白抜きは土師器、黒塗りは須恵器・陶磁器、網

掛けは瓦質土器である。

3．座標・方位・水準

本分冊に使用している座標は玉津田中遺跡の調査のために兵庫県教育委員会が任意に設定したも

のである。この座標と国土座標系との関係は本文中で説明している。

また遺構図面中の方位は座標北を、標高は東京湾平均海水準（T．P．）で示している。
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図版163石器2

図版164石器3

図版165木器1

図版166木器2



第1章　遺跡の位置と環境

第1節　遺跡の位置

兵庫県はその県域内に播磨、但馬、丹波、摂津、淡路の5つの旧分国を含む。このうち

播磨は山陽道に、但馬・丹波は山陰道に、淡路は南海道に、摂津は畿内にそれぞれ属して

いた。県庁所在地である神戸市は県の東南端に位置する。その市城は東西に細長く、旧摂

津国と播磨国にまたがる。播磨国に属するのは垂水区・西区および北区の一部（決河町）

であるが、垂水・西の両区は旧明石郡に属し、北区決河町は旧美嚢郡に属する。

旧明石郡は六甲山西麓に源を発する明石川の流域であり、現在は神戸市垂水区・西区と

明石市に分かれている。明石川の河口部にひらけた明石の街は東経1350の子午線がとおり、

日本標準時の街として名高い。また明石海峡をはさんで淡路島が眼前に迫り、現在この海

峡で世界最長の吊り橋である明石海峡大橋の工事が進められている。

明石川は上流にさかのぼると、源を異にする明石川、櫨谷川、伊川の3河川にわかれ、

それぞれの川によって、幅の狭い谷が北東一南西の方向に開析されている。

このうち明石川本流の谷は上流部は押部谷と呼ばれており、比較的幅が広い。この谷の

南端部、平野の幅が最も広くなる所に位置するのが本報告書で報告する玉津田中遺跡であ

る。

遺跡は明石川の左岸にあり、？：：3－0鳥m

南側を第二神明道路が東西に走

り、東側を国道175号線が南北

に走る。遺跡の北東には田中の

集落があり、その西側一帯は水

田・畑が広がっていた。

1970年代以降、この近辺にも

神戸のベッドタウンとして都市

化の波が押し寄せている。

櫨谷川と明石川に挟まれた丘

陵地帯には西神ニュータウンが

造成され、神戸市営地下鉄の開

通によって神戸の中心部と直結

している。またこの他にも大小

の開発が進行中であり、遺跡周

辺の景観は大きく変わりつつあ

る。玉津田中遺跡の調査もこの

ような時代の趨勢の中で計画さ

れた区画整理事業に起因する。

う召′

播磨
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玉津田中遺跡

第1図　玉津田中遺跡の位置



第2節　遺跡をとりまく環境

1．地理的環境

玉津田中遺跡は、六甲山地の西側を流れる明石川の中流域に位置している。明石川は長

坂山（標高392m）に水源を持ち、伊川、櫨谷川と合流して播磨灘に流れ込んでいる。玉

津田中遺跡を一躍有名にした、弥生時代中期の集落・方形周溝墓群や水田遺構などは、こ

の明石川流域の沖積平野に立地している。沖積平野は大別すると現明石川の氾濫原と完新

世段丘に分けられる。

完新世段丘は、古代後半～中世初頭という比較的新しい時代に形成されたため（高橋1

990）、完新世段丘上の一見平坦な地形の中にも、段丘化以前の旧河道・自然堤防・後背湿

地など地形の微起伏を、航空写真などから看取される。玉津田中の弥生中期の集落はこう

いう微起伏のなかの自然堤防状の凸地に、水田遺構は後背湿地に立地している（前葉1984）。

玉津田中遺跡周辺の沖積平野における弥生中期の拠点集落としては、明石川支流である伊

川流域の新方遺跡や北別府遺跡があげられる。

これに対し、今回報告する狭間・唐土地区の弥生後期～古墳時代の集落は、上で述べた

沖積地の東側に位置する段丘上に立地する。この段丘は、北東から南西方向に延びてくる

開析谷に位置し、開析谷内を流れる河道が運んでくる土砂が堆積することによって形成さ

れた扇状地状の段丘であると推定される。図版2の右上隅の溜池は北東方向から延びてき

た開析谷の出口に位置し、谷の出口をせき止めて作られたものである。

図版2は、狭間・唐土地区周辺の現水田面の標高をもとにして、旧地形の等高線を復原

したものである。この図の中央部に、北東方向から南西方向に向けて舌状に張り出してき

た台地状の地形を兄いだすことができる。等高線が縦方向またはやや右下がりに何本か平

行して走る部分に、狭間・唐土地区の集落が立地している。図版2の左側部分の、間隔の

広い等高線がほぼ東西方向に平行して走っている部分は沖積平野であるが、この部分の遺

構の分布は非常に希薄であるのに対し、中央部の段丘上には竪穴住居・掘立柱建物・溝と

いった遺構が集中して分布している。このように弥生時代後期以降は、沖積地を避けて高

燥な段丘上に生活の場を集中させている状況が観察される。

（参考文献）

高橋学1990　「播磨灘沿岸平野の地形環境と土地開発」『今里幾次先生古希記念播磨考

古学論叢』

前葉和子1984「玉津田中遺跡周辺の地形環境」『玉津田中遺跡調査概報I』兵庫県教育

委員会編
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2．歴史的環境

縄文時代

弥生時代

古墳時代

玉津田中遺跡は明石川中流域に位置するが、この周辺には多くの遺跡が所在する。この

うち狭間・唐土地区の遺構と関連が深い遺跡をとりあげながら、その歴史的な環境につい

て概説する（第2図・表1）。

玉津田中遺跡狭間・唐土地区にはじめて人類の生活の跡が記されるのは縄文時代である。

この時代の遺跡は明石川流域では数少ないが、明石川支流の伊川下流域にある長坂遺跡で

縄文時代の遺跡が兵庫県教育委員会によって調査されている。玉津田中遺跡では縄文時代

の集落は発見されていないが、縄文人の生活領域であったことは確実である。

大陸から稲作がったわり弥生時代が始まるが、明石川流域でもっとも古い弥生時代の遺

跡は神戸市西区の吉田遺跡である。この遺跡からは前期古段階の土器が出土している。玉

津田中遺跡ではこれより少し遅れて、亀ノ郷・黒同地区の微高地上に集落が営まれる。

（詳しくは第2分冊を参照）この時期の集落としては他に明石川下流の神戸市西区新方遺

跡や中流域の常本遺跡などがあり、明石川流域全体に弥生文化が広まっていたことがうか

がえる。

弥生時代中期になると、各集落はその規模を拡大し、拠点的な集落が生成する。玉津田

中遺跡、新方遺跡、北別府遺跡などがこれにあたる。この明石川流域の弥生時代社会の大

きな転機となるのは、中期後半（畿内第Ⅲ様式新段階以降）における丘陵上、段丘上への

集落の進出である。西神ニュータウン第38地点や頭高山遺跡などがこれにあたる。

弥生時代後期になると、前時期に顕著であった丘陵上の集落は消滅し、それまで大規模

な集落のなかった所に新たな集落が出現する。神戸市西区の池上北遺跡や吉田南遺跡、そ

れに玉津田中遺跡の狭間・唐土地区などがこれにあたる。

古墳時代になると集落は玉津田中遺跡、新方遺跡、吉田南遺跡など従来の集落が継続し

ており、この時代を象徴する古墳も多くつくられている。明石川流域では伊川谷の白水瓢

塚古墳や、玉津田中遺跡の西方丘陵上の印路C古墳群、天王山古墳群などの前期古墳が造

営される。明石川流域では圧倒的な規模の古墳を造営する首長系列は明確に把握できない

が、中期には前方後円墳である神戸市西区の王塚古墳が造営され、他の円墳とともに古墳

群を形成する。後期には明石川流域でも群集項という形態をとる古墳群が造営される。神

戸市西区の印路古墳群などがこれにあたる。またこの時期には専業的な手工業生産も開始

され、明石市の高丘古窯跡、赤根川古窯跡などで須恵器が生産される。

古代～中世　飛鳥時代、奈良時代の明石川流域の状況は未だ充分には明らかになっていないが、各地

での遺物の出土状況から、古墳時代以来の集落が継続していたことが推察できる。明石川

流域における人間の活動が活発化するのは、平安時代後期になってからである。平安時代

後期には、明石川流域の沖積低地、洪積段丘上の各所に人々の生活の痕跡が認められるよ

うになる。玉津田中遺跡周辺の洪積段丘上にも居住・小山遺跡やニッ屋遺跡、沖積低地に

は居住遺跡など、掘立柱建物などで構成される集落遺跡が形成される。

また京都の寺院や離宮など院政に関係の深い建物に瓦を供給した神出窯跡群が操業され

るのも11世紀～13世紀にかけてである。
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表1　明石川流域の遺跡一覧

番号 遺跡名 遺跡の時期 弥生時代～古墳時代の遺跡の内容

1 鷹匠町 弥生 弥生中期の集落

2 吉田南 弥生・奈良・平安 弥生後期～古墳時代後期の集落

3 片山 弥生 弥生時代前期の集落

4 森友 弥生 弥生時代後期の集落

5 吉田 弥生 弥生時代後期の集落

6 持子 弥生 弥生時代後期の集落

7 玉津第3地点 弥生 弥生時代後期の集落

8 新方 弥生・古墳 弥生時代前期～古墳時代の集落

9 高津橋岡 弥生 弥生時代後期の集落

1 0 今津 弥生 弥生時代中期～後期の集落

1 1 出合 弥生 弥生時代中期の集落

1 2 居住 弥生・古墳 ・中世 弥生時代～古墳時代後期の集落

1 3 玉津田中 弥生 ・古墳 ・中世 弥生 ・古墳 ・中世　 弥生時代前期～古墳

1 4 南大山地点 弥生 ・中世 弥生時代中期の集落

1 5 居住 ・小山 弥生 ・中世 弥生時代後期の集落

弥生時代終末期の集落

1 6 ニッ屋 中世

1 7 芝崎 弥生 ・中世

1 8 下大谷古墳 古墳 古墳時代後期の円墳 ・木棺直葬

1 9

2　0

印路古墳群C 古墳 古墳時代前期の方墳 ・粘土床

印路台状墓 弥生 弥生時代中期の台状墓

印路古墳群D 古墳 古墳時代後期の群集墳

2 1 印路 古墳 古墳時代の集落

2　2 印路古墳群A ・B 古墳 古墳時代後期の群集墳

2　3 西戸田 弥生 弥生時代前期～後期の集落

2　4 常本 弥生 弥生時代前期～後期の集落

2　5 大畑 弥生 弥生時代後期の集落

2　6 繁田 弥生 ＼弥生時代中期～後期の集落

弥生時代中期の高地性集落

2　7 西神N．T ．47地点 弥生

2　8 西神N ．T ．50地点 弥生

2　9 西神N ．T ．48地点 弥生 弥生時代中期の高地性集落

3　0 西神N ．T ．38 ・40地点 弥生 弥生時代中期の高地性集落・墳墓

3 1 堅田 弥生 弥生時代中期～後期の集落

3　2 黒田 弥生 弥生時代中期の集落

3　3 鍋谷池 弥生 弥生時代中期の高地性集落

3　4 養田 弥生
l

弥生時代後期の集落

3　5 養田中ノ池 弥生 弥生時代中期の高地性集落

弥生時代後期の集落

3　6 菅野 弥生

3　7 西神N ．T ．62地点 弥生

3　8 西神N ．T ．65地点 弥生 弥生時代中期の高地性集落

3　9 青谷 弥生 弥生時代の高地性集落

4　0 如意寺北 弥生・ 弥生時代中期の高地性集落

4 1 長谷 弥生 弥生時代中期～後期の集落

4　2 北別府 弥生 弥生時代中期の集落

4　3 池上北 弥生 弥生時代後期～終末期の集落

4　4 池上ロノ池 弥生 弥生時代中期～終末期の集落

4　5 長坂 縄文 ・弥生 ・古墳 弥生時代後期の集落

4　6 上脇 弥生 ・古代・・中世

4　7 岡 弥生
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第2章　調査に至る経緯

玉津田中遺跡の発掘調査は、特定土地区画整理事業に伴い、昭和57年度から平成3年度

にかけて実施した。この区画整理事業が計画されたのは昭和48年にさかのぼる。神戸市に

よって立案されたこの計画は、第二神明道路玉津インターチェンジに隣接する、神戸市西

区（昭和57年8月までは垂水区）玉津町田中地区の水田地帯を、主として宅地として利用

しようとするものである。同様の計画に、明石川をはさんで南西側に位置する出合地区の

区画整理がある。その後、昭和53年3月に事業主体は日本住宅公団（現住宅・都市整備公

団、以下は公団と省略する）へと移管し、神戸国際港都計画田中特定土地区画整理事業と

して開発が進められてきた。現在では、西神戸ウインズタウンとして街開きされている。

この地に遺跡が発見される契機となったのは、昭和53年4月に神戸市教育委員会が実施し

た分布調査である。この分布調査で、総面積30．7ヘクタールにも及ぶ事業地内のほぼ全域

にわたって、古代末～中世の須恵器や土師器片が表面採集されており、かなり広い範囲に

遺跡が広がっていることが予想されている。

この結果を受けて、昭和56年8月に兵庫県教育委員会（以下県教委）と神戸市教育委員

会、公団の三者で協議をしたところ、昭和57年度から県教委が発掘調査を行うことで合意

した。昭和57年3月には、県教委と公団との間で協議し、翌昭和57年度に一部地区の確認

調査を実施することになった。

確認調査は、開発対象面積が広いために、昭和57年度から59年度にまでおよび、開発予

定地城の80パーセント以上の範囲に、弥生時代前期～中世にわたる遺跡が存在することが

明らかになった。この結果をもとに、再三にわたる県教委と公団とで協議の結果、遺跡の

範囲が開発地のほぼ全域にわたること、開発地全域に平均1．51花にもおよぶ盛土がなされ

ること、区画整理後の土地利用が基本的に低層住宅地であることなどの理由から、基本的

には、遺構の破壊が予想される道路部分のみを発掘調査の対象とすることになった。この

決定は昭和60年6月の協議により決定し、翌昭和61年8月の協議で再確認している。

全面調査は昭和59年度に確認調査と並行して開始し、平成3年度まで継続した。最終的

には調査は14次、延べ10年にもわたり、縄文時代後期から鎌倉時代にかけての延べ8万が

もの面積を発掘した。この間の経過については、本遺跡報告書第1分冊（平成6年3月刊）

に詳しく述べているので参照していただきたい。

本書で報告する狭間（はざま）および唐土（もろこし）地区についての調査経緯は以下

のとおりである。

確認調査は、昭和58年度に第1次確認調査を実施した。この調査では、買収済みの用地

を対象として実施した。残る地域の調査は、平成2年度に実施している。これらの結果に

より全面調査の実施範囲を確定した（図版1）。

全面調査は、都市計画道路である121花中高の幹線道路部分を平成2年度に、その他の61花

幅の区画道路部分を平成3年度に実施した。この調査で、10年間にわたる玉津田中遺跡の

発掘調査を終了した。
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第3章　調査の方法と経過

第1節　調査の方法

1．確認調査

第3次・第12次・第13次調査の3回に分けて実施した。調査の方法は各次調査によって

異なるので、それぞれについて以下に述べた。

第3次調査
－

まず、調査対象地内の条里地割方向に合わせて501花方眼の調査区を設定し、北から南へ

かけて0～14ライン、西から東へかけてA～Pラインとした。50m四方の各調査区の呼称

は、北西側の交点に基づいている。この調査区の座標は、国土座標に対しN21043′　37〝

Eの傾きをもち、座標値はIlがⅩ＝－145218．390、Y＝59469．641で、J2がⅩ＝－145

283．348、Y＝59497．580である。

調査方法は、各調査区内に2mX2mグリッドを1箇所設定することを基本とし、人力

掘削した。その結果、必要を認めた場合は、グリッドの拡張および追加を行った。

第12次調査

第3次調査の際に未買収地であった範囲の道路予定地内に、2mX171花のトレンチを1

箇所、1mX61花のトレンチを12箇所、11花×121花のトレンチを3箇所設定し、前者を機

械掘削、後二者を人力掘削した。

第13次調査

第12次調査までに未調査であった範囲について確認調査を行ったが、一部植木の立ち退

きが遅れている部分については、その範囲を避ける形でトレンチを設定した。11花×301花

のトレンチ1箇所については機械掘削、11花×61花のトレンチ2箇所、11花×5mのトレ

ンチ1箇所、11托×　2．5mのトレンチ1箇所については人力掘削によって実施した。

2．全面調査

確認調査によって遺構・遺物が認められた範囲のうち、遺構面が破壊される道路予定地

部分について、全面調査を第13次・第14次調査の2回に分けて実施した。調査の方法は、

まず調査すべき遺構面近くまで機械によって掘削し、以下の包含層および遺構について人

力掘削を行った。重要な遺構・遺物を検出した地点では、範囲を拡張して精査に努めた。

遺構掘削後には空中写真・足場写真・平面図・断面図などによって調査の記録をとった。

調査の成果は、新聞発表・現地説明会などによって公開した。
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第2節　調査の経過

1．第3次調査（昭和58年4月16日～8月10日）

7ラインより北側を対象とした確認調査を行い、狭間・唐土地区では2mX21花グリッ

ドを22箇所設定した。ただし、IO～H2調査区付近から西側と、Ml～L2調査区以東

では、用地が未買収であったため、調査は実施できなかった。

調査の結果、Jライン付近より東側では、洪積世段丘面を掘り込んだ遺構を数多く検出

した。特に、K1－1グリッドでは、住居跡の中央土坑と思われる遺構を検出することが

できた。この他、Jライン付近では、礫層中から弥生時代後期～古墳時代前期の土器が多

量に出土しており、また調査対象地北東端のMO調査区では、シル下層より中世の土器が

出土した。

調査担当職員　兵庫県教育委員会　社会教育・文化財課

主　　任　　　山本　三郎

技術職員　　　山下　史朗

2．第12次調査（平成2年5月15日～5月24日）

唐土・狭間・辻ヶ内地区の中で、これまで調査が行われていなかった部分について、確

認調査を実施した。唐土地区では、5本のトレンチ（90－ト5トレンチ）で計581が、狭間

地区では、11本のトレンチ（90－6～16トレンチ）で計84諺について調査を行った。

調査の結果、唐土地区の90－ト5トレンチでは、遺構がのる段丘面が低湿な谷地形へ

と遣り変わることを確認し、遺跡の東限を抑えることができた。

狭間地区の90－6～14トレンチでは、段丘面上の遺構・遺物と、遺物の流れ込んだ旧河

道を検出し、弥生時代～古墳時代の集落の存在を予想した。また90－15・14トレンチで

は、わずかに水田土壌が認められる以外は後背湿地性のシル下層が堆積しているのみで、

集落の西限を示しているものと理解した。

調査担当職員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第1課

技術職員　　　山下　史朗

事務職員　　　廣野　　誠

技術職員　　　鈴木　敬二

3．第13次調査（平成2年7月9日～平成3年3月8日）

竹添・辻ヶ内・異同・亀ノ郷地区とともに調査を行った。狭間・唐土地区の調査期間は
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12月11日～3月8日である。調査を行った範囲は、狭間1・2区、唐土1・2区の約3800

諺である。

調査の結果、狭間1区以西には段丘崖下の旧河道および後背湿地が、狭間2区以東には

洪積世段丘面が続くことを確認し、段丘面上で多数の遺構を検出した。見つかった遺構に

は、弥生時代前期の土器棺墓、弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡・溝、古墳時代後期

の溝などがある。特に、第3次調査のK1－1グリッドで検出していた住居跡からは、小

型傭製鏡など特殊な遣物が多数出土した。

この他、第3・12次調査の際に調査を実施できなかった範囲について、6本のトレンチ

を設定して追加の確認調査を行った。その結果、段丘上と旧河道では遺物包含層を確認し

たが、後背湿地部分では遺構・遺物は見つからなかったため、段丘上とその落ち際の旧河

道部分については来年度の調査範囲に組み込むことにした。

なお調査の成果は、2月13日に記者発表を行い、2月16日に現地説明会を催して一般に

公開した。

調査担当職員　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第1課

技術職員

事務職員

技術職員

技術職員

技術職員

4．第14次調査（平成3年5月13日～10月18日）

山下　史朗

廣野　　誠

中川　　渉

多賀　茂治

鈴木　敬二

調査を行った範囲は、狭間3～10区、唐土3～16区の約60001がである。

調査の結果、段丘面上で多数の遺構を検出した他、旧河道からも多量の土器・木器が出

土した。特に、昨年度に一部検出していた弥生時代後期の溝が、集落を囲む環濠であるこ

とが判り、埋土からは大量の土器が出土した。この他にも、弥生時代後期～古墳時代後期

の住居跡、中世の建物跡・井戸などが見つかった。注目すべき遺物には、住居跡から出土

した土製の鋳型、旧河道から出土した絵画土器などがある。

調査の成果は、9月5日に記者発表を行い、9月7日に現地説明会を催して一般に公開

した。

調査担当職員　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第1課

技術職員　　　中川　　渉

事務職員　　　廣野　　誠

技術職員　　　多賀　茂治

技術職員　　　鈴木　敬二

技術職員　　　深江　英憲
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第3節　整理作業

玉津田中遺跡の整理作業は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所において行った。

そのうち、第3分冊にかかる遺物整理作業は、平成4年度～平成6年度に実施した。

1．平成4年度の整理作業

行った作業は土器の接合・補強・実測などである。

整理担当職員　　　整理普及班

技術職員

整理技術嘱託員　　　　主任技術員

企画技術員

図化技術員

菱田　淳子

小川　美奈・山口　卓也・古谷　章子

植田　弥生

二階堂　康・木村　淑子・中田　明美

茨木恵美子・前田千栄子・水谷　幸子

飯田　章子・佐伯　純子

図化補助技術員　　蔵　　幾子・木場　裕美・蓬莱　洋子

鈴木まき子　横山　麻子

喜多山好子・真田美恵子・船木　昌美

2．平成5年度の整理作業

行った作業は土器の復元、木器・石器の実測、遺物の写真撮影、写真整理、図面補正、

トレース、レイアウト、木器の樹種同定などである。

整理担当職員　　　整理普及班

主　　　任

整理技術嘱託員　　　　主任技術員

図化技術員

山下　史朗

森本　貴子・古谷　章子

木村　淑子・中田　明美・西野　淳子

水谷　幸子　佐伯　純子・木場　裕美

3．平成6年度の整理作業

行った作業は金属器の実測・写真撮影・保存処理、木器の保存処理、トレース、レイア

ウト、印刷などである。

整理担当職員　　　整理普及班

主　　　査

主　　　任

技術職員

整理技術嘱託員　　　　主任技術員

図化技術員
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加古千恵子

藤田　　淳

高瀬　一嘉

森本　貴子・古谷　章子

石野　照代・和田寿佐子・吉田　優子

喜多山好子・村上京子



第4章　遺跡の概要

第1節　遺跡の概要

1．立地と基本層序

第1章第2節で述べたように、唐土・狭間地区は明石川中流域の段丘上に位置する。図

版2の微地形等高線図と図版3の土層断面図で示したように、東～西へと傾斜する扇状地

形の上に遺跡が乗る。地区の西端付近には埋没段丘崖があり、縄文時代に堆積した黒色系

のシルトで埋没している。この埋没段丘崖のすぐ東側には弥生時代～平安時代頃までの埋

没河道があり、南流している。旧河道より西側の沖積地部分は古墳時代以降は確実に水田

化しており、居住域は東側の洪積段丘上にある。

居住域にあたる段丘上は堆積物が薄く、上位から現代耕作土・中世水田土壌・弥生時代

～古墳時代土壌層・段丘の基盤層（大阪層群）という基本層序が認められる。ただし、部

分的には古代の土壌層も認められる。基盤層までの深さは平均50cm程度である。

水田城は河川から供給された土砂が厚く堆積しており、上位から現代耕作土・中世水田

土壌・古代水田土壌・古墳時代水田土壌・弥生時代土壌層・縄文時代黒色シルト層という

基本層序が認められる。各土壌化層の間には砂質土からなる非土壌化層がはさまれる。

居住域では遺物の出土状況や遺構の切り込み面のレベルを検討してみても、弥生時代以

降の生活面のレベルに大きな変動は無かったと判断できる。

2．遺跡の概要

段丘上では調査対象範囲のほぼ全域で弥生時代から中世にかけての住居跡・土坑が検出

されている。弥生時代中期以前の遺構の密度は疎らであり、住居跡は中期後半のものが最

も時代を遡るものである。段丘上における人間の活動が活発になるのは弥生時代後期後半

以降であり、弥生時代後期～古墳時代前期の遺構は唐土・狭間地区の全域に広がる。

これに続く古墳時代後期の遺構は唐土地区に限られ、その密度を減ずる。これ以後平安

時代に至る時期の遺構は全く検出されていない。中世になると段丘上は再び生活の舞台と

なったらしく、中世前半を中心とする時期の土坑、柱穴などが多く検出されている。

一方、狭間地区の沖積地部分は古墳時代後期に水田化していることは確実である。これ

以降一貫して水田として利用されおり、平安時代には条里制に基づく方形区画が設定され

ている。段丘上が耕作対象地となるのは、溜池等の潅漑施設が整備される中世後半から近

世にかけての時期である。

なお本報告書に詳細な平面図、断面図を掲載している遺構以外にも多くの遺構を調査し

ている。しかし紙数の都合もあり、基本的には遺構からの出土遺物を掲載しているものに

ついてのみ報告している。遺構の選別については遺跡全体の評価にかかわると考えたもの

を優先的にとりあげ、遺物の出土がなく時期不明なものや人為的なものかどうか不明なも

のについては割愛した。
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第2節　各調査区の概要

1．狭間地区

狭間地区は調査区の西半分にあたり、1～10の調査区からなる。

狭間1区（図版4・図版95）

水田

旧河道

狭間地区西端の調査区である。調査した面は古墳時代後期水田面であるが、東端にある

旧河道（SR54001）は弥生時代から古墳時代まで至るものである。Hライン付近に埋没段

丘崖があり、これから東が段丘上となる。

古墳時代後期水田面は薄く洪水砂を被っていたが、畦畔は削平されており検出できなかっ

た。この面で検出された遺構は土坑2基（SK84001／84002）と溝であるが、いずれも切り

込み面は中世水田面からであり、出土している遺物もその時期のものであった。溝は条里

制の区画に基づくものであり、現代までほぼ位置を変えずに機能している。

旧河道SR54001は埋没段丘崖の東側の洪積層を切り込んで商流する。段丘崖の埋没が縄文

時代後期頃であるから、これ以降弥生時代初頭ごろまでにはこの流路で固定されたようで

ある。河道は弥生時代中期に堆積した砂礫によってその深さを著しく減じており、その後

はシルト系の堆積物によって徐々に埋没している。完全に埋没し、その上面が水田化する

のは中世頃である。遺物は砂礫層上に堆積した黒～灰色のシルトから弥生時代後期の土器

が多く出土している。

旧河道の東側では黒色シルトで埋没した土坑状の窪みが検出されたが、遣物の出土がな

く、形態も不整形であることから自然の営力によるものであると判断する。

第5図　調査区配置図
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狭間2区（図版5・図版95）

狭間1区の東側に続く調査区である。調査区の西半は洪積層の上に堆積した砂層で、東

弥生時代

古墳時代

中世

半は洪積層である黄色のシルトもしくは砂礫層で遺構を検出している。検出した遺構は弥

生時代前期から中世に至るものである。

弥生時代前期のものとしては中央部で土器棺墓（SX24001）と土坑墓もしくは木棺墓

（SX24003）がある。これに続くものは弥生時代後期の住居跡（SH54003）と土坑群（SK5

4007／54008／54009／54010）、土器棺墓（SX54001）があり、柱穴の一部もこの時期に帰属

する可能性がある。

古墳時代の遺構は住居跡が3棟（SH64004／64005／64006）と調査区東端の溝（SD74001）

があり、住居跡は前期、溝は後期のものである。土坑は確実にこの時期であると言えるも

のはない。

中世の遺構としては調査区東半にある柱穴と土坑（SK84003／84004）があり、柱穴の中

には桂根の残るものがある。これらの柱穴は建物に伴うものであろうが、調査区内では掘

立柱建物を復元することはできていない。

狭間3区（図版4・図版96）

旧河道

弥生時代

狭間1区の東端から北へ伸びる調査区である。南半部は狭間1区に続く河道SR54001が

北東から南西へ流れる。その北西側は段丘であり、弥生時代後期の遺構がのる。

河道SR54001は狭間1区と同様に砂礫層が堆積した後、シルト質の土で埋没している。

最下層のシルトからは弥生時代後期、その上から古墳時代前期、さらに上からは中世の土

器が出土している。弥生時代後期の層からは絵画土器や木器も出土した。

段丘上の遺構としては弥生時代後期の住居跡が2棟（SH54001／54002）と柱穴、土坑が

ある。河道SR54001の肩部にも土坑状の窪みがあるが、砂礫とシルトで埋り、遺物の出土

もないことから自然のものであると判断する。

狭間4区（図版4・図版97）

狭間1区の東端から南に伸びる調査区である。河道SR54001の中であり、弥生時代後期

～古墳時代前期の土器が少量出土した。

狭間5区（図版5）

狭間2区の中央部から北へ続く調査区である。北端は河道SR54001が流れ、南側は段丘

面である。段丘上は削平が著しく、弥生時代後期から中世の遺構をまばらに検出しただけ

である。

河道の南側肩付近から弥生時代後期の土器が多く出土している。弥生時代後期の遺構と

しては土坑1基（SK54002）と柱穴があり、古墳時代前期の遺構としては土坑1基（SK6

4001）がある。中世の遺構としては調査区中央部を北西に流れる溝（SD84001）があり、

土器が出土している。

この他に、南西端には現在庚申塚になっているマウンドがあり、古墳である疑いがあっ
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たため裾部の断ち割りをおこない調査した。その結果、盛土の下層に近世の耕作土が検出

され、この時期以降の盛土であることが判明した。

狭間6区（図版5・図版97）

狭間5区北端から東側へ続く調査区である。西半部は河道SR54001が南西へ流れており、

その東側で弥生時代後期から古墳時代の遺構を検出した。

遺構は弥生時代後期～終末期の溝（SD54001／54002）が河道に流れ込んでおり、他に弥

生時代後期の土坑（SK54003／54004）や古墳時代前期の住居跡（SH64001）などを検出し

ている。

狭間7区（図版5・図版98）

狭間5区の中央部から東へ続く調査区である。西半部は後世の削平が著しく、中世～近

世の土坑を検出したのみである。中央部から東側で弥生時代後期～古墳時代の遺構を検出

した。

弥生時代終末期の遺構としては住居跡が1棟（SH64002）、古墳時代前期の遺構として

は住居跡1棟（SH64003）と土坑2基（SK64002／64003）、古墳時代後期の遺構としては溝

（SD74001）をそれぞれ検出している。古墳時代後期の溝（SD74001）は狭間2区へと続

いていくものである。

狭間8区（図版5・図版98）

狭間2区の中央部から南へ続く調査区である。調査区南端では弥生時代後期～古墳時代

の大規模な溝（SD54001）を検出しており、これは唐土1地区の溝に続くものである。北

側では弥生時代後期の土坑群（SK54005／54006）を検出している。

狭間9区（図版5・図版98）

狭間8区南端から東へ続く調査区である。西端に弥生時代後期～古墳時代の溝（SD540

01）があり、その東側には弥生時代の土坑（SK24001）がある。柱穴は中世のものが大半

であるが、調査区内では掘立柱建物を復元できていない。

狭間10区（図版4・図版96）

狭間3区北端から西へ続く調査区である。西半は古墳時代の水田面を調査したが、その

下層に弥生時代後期から古墳時代の土器が出土する河道SR54002が埋没していた。調査区

の中央付近には、埋没段丘崖があり、これを境に西側が沖積地、東側が洪積世段丘面とな

る。

埋没段丘付近は古墳時代前期には西へ傾斜するゆるやかな斜面となっているが、ここに

堆積した黒色のシルト中からこの時期の土器が多く出土している。また、段丘の上には弥

生時代後期の住居跡（SH54001）があり、土坑、柱穴も検出している。
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2．唐土地区

調査範囲の東半分であり、1から16の調査区からなる。

唐土1区（図版8・図版99）

弥生時代

古墳時代

唐土地区西側中央部の調査区である。弥生時代から中世の遺構を検出している。弥生時

代中期の遺構は東側に集中しており、住居跡が1棟（SH44001）、溝が1条（SD44001）

ある。遺構の密度は疎らであるが、居住域の一部である。

弥生時代後期の遺構は調査区の東半部に住居跡が4棟（SH54006／54007／54008／54009）

あり、工のうちSH54006からは小型岱製鏡が出土している。弥生時代終末期になると後期

の住居跡を破壊して、大規模な溝（SD54001）が掘削される。この溝からは古墳時代後期

までの土器が出土している。

古墳時代の遺構は調査区のほぼ全域にあり、住居跡が1棟（SH64024）と土坑3基（S

K74001／74002／74003）、溝がある。住居跡は前期、土坑は後期のものである。中世の遺構

は調査区の北端で溝（SD84003）を1条検出している。この他に時期不明の柱穴が多くあ

るが、建物は復元できていない。

唐土2区（図版10・図版100）

唐土1区の東側に続く調査区である。全体に削平が著しく、また撹乱も激しい。検出し

た遺構は中世以降のものが大半であり、弥生時代の遺構は土坑1基（SK44005）のみであ

る。中世の遺構は全て土坑であり、建物跡はない。

弥生時代～古墳時代の遺構の密度が薄いのは削平されているためという解釈も可能であ

るが、比較的深く掘削される柱穴等も検出されていないので、当初から薄かったと判断し

ている。

唐土3区（図版6・図版7・図版100・図版101）

唐土地区北西の調査区である。調査区全体に弥生時代終末期の溝（SD54001）がかかっ

ている。溝は調査区内を蛇行しながら西へ向かって流れており、狭間6区の河道SR54001

へと続いてゆく。

溝は弥生時代終末期の内に完全に埋没しており、その上層で古墳時代前期～後期の遺構

を検出した。当初溝の上層での遺構の存在を想定していなかったために、溝の埋土と上層

の遺構の埋土を識別できず、不完全な調査に終わっている。

遺構は古墳時代前期の住居跡が4棟（SH64007／64008／64009／64010）と溝が1条（SD6

4001）、古墳時代後期の住居跡が1棟（SH74001）検出されている。

唐土4区（図版7・図版102）

唐土3区南側に並行する調査区である。調査区の西端と東端で古墳時代前期～中世の遺

構を検出した。西側では古墳時代前期の住居跡2棟（SH64011／64012）と土坑3基、柱穴

多数を検出したが、掘立柱建物は復元できていない。
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東側では古墳時代前期の住居跡1棟（SH64013）と中世の土坑3基を検出した。

唐土5区（図版7・図版102）

唐土3区から南へ続く調査区である。縄文時代～中世までの遺構を検出している。縄文

時代の遺構としては土坑（SK14001）があり、石鉄が出土している。弥生時代の遺構とし

ては溝（SD54003／54011）と土坑（SK54003）があり、いずれも後期のものである。古墳

時代前期の遺構としては住居跡が2棟（SH64014／64015）と溝（SD64001）がある。また

北端には流水による撹乱があるが、ここから古墳時代前期の土器が出土している。

中世の遺構もほぼ全域にあり、土坑を3基（SK84005／84006／84007）検出している。

唐土6区（図版7・図版102）

唐土5区の南側に続く調査区である。弥生時代中期から古墳時代前期の遺構を検出して

いる。弥生時代中期の遺構は不整形な土坑（SK34001）があり、土器が出土している。弥

生時代終末期のものは住居跡が1棟（SH64016）ある。

唐土7区（図版6・図版7・図版103）

唐土3区東端に続く南北方向の調査区である。ここも唐土3区同様、弥生時代終末期の

溝（SD54001）が埋没したあと、その上層に住居が造られている。住居跡は弥生時代終末

期から古墳時代前期のものであり、4棟（SH64017／64018／64019／64020）検出している。

このうちSH64018は一辺8mの大型のものである。この他に古墳時代前期の溝を1条と中

世の溝を1条（SD84002）検出している。

唐土8区（図版7・図版103）

唐土7区の南側に続く調査区である。一部西側へ拡張した。弥生時代中期から中世まで

の遺構を検出している。弥生時代中期の遺構は溝が1条（SD54001）と土坑2基（SK440

02／44003）があり、土器が出土している。弥生時代後期の遺構は住居跡が1棟（SH54004）

あり、埋土内から鋳型が出土した。古墳時代の遺構は住居跡が1棟（SH64021）ある。

中世の遺構は密度高く分布し、土坑7基（SK84008／84009／84010／84011／84012／84013／8

4014）と多数の柱穴がある。掘立柱建物は2棟（SB84001／84002）復元できたが、調査区

外へのびる可能性もある。

唐土9区（図版9・図版104）

唐土3区の東側へ続く調査区である。東端は段丘崖を沿って流れる河道SR84001になる。

弥生時代中期から中世の遺構を検出している。弥生時代中期の遺構は溝が1条（SD44001）

だけであり、唐土10区へと続く。弥生時代後期の遺構としては住居跡が1棟（SH54005）

ある。これに続く終末期のものとしては溝（SD54001）がこの時期までさかのぼる可能性

がある。古墳時代になると遺構密度は高くなり、前期の住居跡2棟（SH64022／64023）と

後期の住居跡3棟（SH74002／74003／74004）を検出している。
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中世の遺構としては土坑が1基（SK84016）あり、土器が出土している。

唐土10区（図版9・図版104）

唐土7区南端から西へ続く調査区である。西端と東端は後世の削平を受けて、遺構は全

く残存していなかった。遺構は西の一群と東の一群に別れ、西は弥生時代後期～中世、東

は弥生時代中期のものである。

西側の遺構は弥生時代後期～古墳時代の溝（SD64002／64003）と土坑、中世の土坑（S

K84017）からなる。東側の遺構は弥生時代中期の住居跡1棟（SH44002）と方形周溝遺

構（SD44002／44003／44004）からなる。

唐土11区（図版9・図版105）

唐土地区東端の南北方向の調査区である。南半分は後世の撹乱で完全に遺構が削平され

ている。北側は中世の旧河道SR84001であるが、遺物は出土していない。

唐土12区（図版8・図版105）

唐土1区南側に並行する調査区である。弥生時代中期から中世までの遺構が全面に広が

る。弥生時代中期の遺構としては調査区中央部に溝が1条（SD44001）ある。古墳時代前

期の遺構としては土坑1基（SK64006）と溝が1条（SD64001）あり、古墳時代後期の遺

構としては住居跡が1棟（SH74005）と土坑3基（SK74004／74005／74006）がある。

中世の遺構としては土坑（SK84015）と調査区西端の柱穴群があるが、建物は復元でき

ていない。

唐土13区（図版8・図版106）

唐土12区西端から南へと続く調査区である。弥生時代中期から中世の土坑と柱穴を検出

している。弥生時代中期の遺構は土坑が1基（SK44004）、古墳時代前期の遺構としては

土坑が1基（SK64007）ある。

唐土14区（図版8）

唐土12区東端に続く調査区である。近世の水路を検出したのみである。

唐土15区（図版10・図版106）

唐土2区南側の南北方向の調査区である。中世の井戸（SE84001）と土坑（SK84023／8

4024／84025／84027）を検出している。

唐土16区（図版10・図版106）

唐土15区の東側に続く調査区である。中世の井戸（SE84002）と土坑（SK84020／84021

／84022／84026）を検出している。
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第5章　遺　　　構

第1節　住居跡

唐土・狭間地区では段丘上で40棟の住居跡を検出している（第6図）。その内訳は、弥

生時代中期2棟、弥生時代後期10棟、弥生時代終末期2棟、古墳時代前期21棟、古墳時代

後期5棟である。調査区の幅が狭いため大部分の住居跡はその一部を調査しただけであり、

全容を明らかにできたものは限られる。また、住居内からの遺物の出土が極めて少量であっ

たため各住居跡の時期を特定できない場合もあったが、その場合は住居の構造から時期を

推定した。

各種施設

建替え

なお、以下の個別の説明の中で使用する住居内施設の名称は次のようなものを指す。

中央土坑一住居中央部に設けられた円形の土坑。形態や推定される機能は必ずしも同一

とは言えないが、弥生時代中期～後期のものまでこの名称で統一する。

中央焼土坑一古墳時代の住居跡の中央部にある浅い土坑。中央土坑の一種であるが、内

部に灰、炭が入らず、底が焼けているのみであるので、区別してこの名称を

使用する。

住居内土坑一古墳時代の住居跡の壁際に作られた土坑。中央土坑と区別するためにこの

名称を使用する。

土堤一中央土坑の周囲に設けられた堤状のもりあがりを指す。

ベッド状遺構（ベッドと略）一周壁に沿って設けられた高床部をさす。その機能は必ず

しも明確ではないが、他に適当な名称がないのでこれを使用する。

仕切り清一住居内にはしる幅10～20cmの細い溝。間仕切りの痕跡と考え、このように

呼称する。

多くの住居跡で周壁溝が多重に検出されているが、これは建て替えであると考え、全て

同一の住居として扱う。設計プランの中心点が変更されている場合のみ、切り合いとして、

別の住居として扱っている。

また図面中の網掛け部分は炭層の広がる範囲を示している。
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1．弥生時代中期～後期の住居跡

弥生時代中期の住居跡

SH44001（図版11）

唐土1区の東側に位置する円形の住居で、一重の周壁溝が巡らされている。小形傍製鏡

を出土したSH54006およびSH54009と切りあっている。SH54006を調査した後に検出され

たので、ごくわずかの面積しか検出されていない。このため4本の柱穴しか検出されてい

ないが、その配置状況から、ほぼ8本の柱を持つものと推定される。住居の中央からやや

北側に寄った所にやや偏平な円形の平面形を持つ土坑がある。土坑の直径は約80cm、深さ

は50cmで、底はほぼ平らである。土坑の埋土には炭が多量に含まれており、その中から弥

生時代中期の棄・鉢および紡錘車の未製品が出土している（4010～4014）。また周壁溝か

らも中期の嚢の破片が出土している。

SH44002（図版11・図版107）

唐土10区の中央部に位置する。住居跡の北東側と南西側の部分が調査区からはみ出して

おり、その部分は調査されていない。平面形は丸みのある隅円方形で、周壁溝は検出され

ていない。4本の柱を持つ建物に復原される。住居の中央部付近とそのやや南よりに土坑

が一基ずつ検出されている。いずれもその平面形は楕円形である。このうち中央部の土坑

は底部付近には炭を多量に含んだシルトが堆積している。中央土坑の埋土から、弥生時代

中期の婆の破片と勾玉（4002）および石器（4001～4006）が出土している。

弥生時代後期の住居跡

SH54001（図版12・図版107）

狭間3区の北端、10区の東端に位置している。北側の一部分が調査範囲外にはみ出して

いるため、調査されていない。円形の住居で、東半部で一重の周壁溝が検出されている。

5基の主柱穴をもつものと推定される。中央土坑は楕円形で、底部は大小二つの穴に掘り

分けられている。中央土坑内はシルト質の埋土が5層に分かれて堆積しているが、このう

ち上から3番目の層は特に炭を多く含んでおり、シルト自体が黒褐色を呈している。中央

土坑の周囲は高さ約10cmの土堤に囲まれている。また住居跡の北東の隅でベッド状の平坦

な高まりが、部分的ではあるが検出されている。遺物は、埋土中から弥生時代後期の嚢の

破片（4112）が出土している。

SH54002（図版12・図版107）

狭間3区の北端に位置する円形の住居である。ごく一部のみ検出され、ほとんどが調査

区外に広がっている。周壁溝も検出されていない。直径約71花に復原される。
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SH54003（図版13・図版108）

狭間2区の西側に位置する円形の住居である。二重の周壁溝に囲まれている。古墳時代

前期の住居跡SH64006に切られたり、現代の撹乱を受けるなどして、約半分ほどの面積が

破壊されている。主柱穴と考えられるピットは2基あるが、その配置状況からもともと4

本の主柱を持っていたと考えられる。中央土坑は平面が円形、断面が半円形で、内部に炭

または炭を含むシルトが堆積している。遺物は、柱穴から弥生後期の嚢の破片が出土して

いる。

SH54004（図版16・図版110）

唐土8区の北側に位置している。やや歪んだ円形の平面形を持つ住居である。一重の周

壁溝が巡らされる。住居跡内で非常に多くの柱穴・土坑が検出されているが、これらの内

には、出土遺物や埋土の状態から判断して、中世のものと考えられるものが多く含まれて

いる。また土坑が4基検出されているが、この住居の中央土坑を除けば、いずれも埋土中

から中世の土器が出土しているため、住居とは無関係のものと判断される。

中央土坑の平面形はいびつで隅円の三角形とでもいうべきものである。断面形は上半分

は逆三角形、下半分は正方形で、底部は平らである。土坑内には炭や灰を多量に含んだシ

ルトが堆積している。出土遺物は住居内のピットから弥生後期の棄・台付き鉢、中央土坑

から弥生後期の嚢の破片がそれぞれ出土している。また土製鋳型の破片と考えられる遺物

が中央土坑および埋土中から出土している。

SH54005（図版16・図版110）

唐土9区の西端に位置している。円形の小型住居である。南半部は調査区外に広がって

いるほか、北側の一部は古墳時代の住居跡SH64022に切られている。柱穴は幾つか検出

されているが、適当な配置に復原することができない。中央土坑は柱穴より一回り大きめ

の楕円形である。遺物は住居の埋土内から弥生後期の嚢・壷が出土している。

SH54006（図版15・図版109）

唐土1区の中央部に位置する円形の住居である。周壁溝が2重に巡っており、その位置

がそれぞれ微妙にずれることから、建て替えによるものと考えられる。主柱穴は5本に復

原される。北西隅にベッドが検出されているが、そのベッドに沿っても溝が巡らされてい

る。ただし内側の周壁溝が、ベッドの下から検出されているため、外側の周壁溝の巡らさ

れた時期にのみ存在したことがわかる。

中央土坑はほぼ円形で、周囲に低い土堤が巡らされる。この土堤の西半部の頂上には細

い溝が掘られている。また土堤上から南東方向に向かって細い溝が掘られている。この溝

底のレベルは周壁溝付近に近い方が低くなっている。中央土坑内の最下層には炭が、その

上層では赤褐色の焼土が堆積している。床面から小形伐製鏡および弥生時代後期の嚢・壷・

高杯・器台・鉢などが、ピットからは、弥生時代後期の賓・高杯などが出土している。ま

た埋土内からふいごの羽口の破片が二点出土している。
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SH54007（図版14・図版109）

唐土1区中央部に位置する円形の住居で、遺構の北半部は調査区外に広がっている。ま

たSD54001・SD64002　といった溝に切られている。周囲に一重の周壁溝が巡らされてい

る。中央土坑は円形で、周囲を低い土堤に囲まれている。中央土坑の底部は丸底で、最下

層に炭、その上層に炭を含むシルトが堆積している。。床面から弥生後期の嚢・壷・ミニ

チュア土器、中央土坑から、弥生後期の嚢・壷・高杯が出土している。

SH54008（図版14・図版108）

唐土1区の西側に位置している。円形の住居で、周囲を一重の周壁溝が巡っている。柱

穴は2本検出されているが、4本柱と推定される。SD54001によって遺構の半分以上を切

られている。埋土内から弥生後期の嚢・壷・高杯・器台が出土している。

SH54009（図版15）

唐土1区の中央部に位置する弥生後期の方形の住居である。SH54006、SH44001を含め

て3棟の住居跡が切りあって検出された中の一棟である。一重の周壁溝が巡らされている。

第7図　唐土1区SH54006遺物出土位置図
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2．弥生時代終末期～古墳時代前期の住居跡

弥生時代終末期の住居跡

SH64002（図版13）

狭間7区の東南隅に位置する。調査区内にかかるのは全体の約8分の1である。平面形

は円形であり、直径81花程度と推測する。主柱は5本ないしは6本と推定する。周壁にそっ

て、幅1～1．51花、高さ0．21花の内側が5ないしは6角形になるベッドをもつ。周壁溝は幅

0．1～0．21花、深さ0．2mである。埋土内からは土器が出土している。

SH64016（図版17・図版111）

唐土6区の南側に位置する。調査区内にかかるのは全体の約半分である。平面形は隅円

方形であり、計測可能な一辺は5．11花である。主柱は4本であると推定するが、検出した

2本の柱穴の柱間距離は2．91花、掘り方の深さは0．51花である。中央土坑は大型の円形のも

のであり、直径1．0m、深さ0．21花である。土坑の内部は炭で充たされている。周壁溝は幅

0．21花、深さは0．27花である。遺物はほとんど出土していない。

SH64019（図版17・図版111）

唐土7区の中央に位置する。調査区内にかかるのは全体の約4分の3である。平面形は

隅円方形であり、規模は5．21花×5．0mである。主柱は4本であり、平均柱間距離は2．21花

である。また、掘り方の深さは0．6mある。周壁にそって、幅1．0m、高さ0．2mのベッド

が削り出しでつくられている。中央焼土坑は直径0．37花、深さ0．11花の円形の浅いものであ

り、焼土で充たされ底が焼けている。南側のベッドの切れ目で幅0．11花の仕切り溝を1本

検出している。周壁溝は幅0．1～0．2mあるが、北壁にはまわらない。住居の埋土中から

土器が出土した。

古墳時代前期の住居跡

SH64001（図版18・図版112）

狭間6区の東端に位置する。平面形は隅円長方形であるが、全形は不明である。短辺は

3．3m、長辺は4．51花以上ある。柱穴は3基あるが、中央部の1基が主柱穴になると判断す

る。周壁溝や中央焼土坑、住居内土坑はない。住居の埋土中から各種の鉢（4312～4316）

が出土している。

SH64003（図版18）

狭間7区の東端に位置する。調査区内にかかるのは約2分の1である。西側を古墳時代

後期の溝に切られている。後世の削平のため、周壁は全く残っていない。平面形は隅円方

形であるが、全形は不明である。柱穴は5基あるが、どれが主柱穴であるかは確定できて
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いない。南東隅に深さ0．31花の土坑があり、土器が出土している。中央部と推定できる部

分の床上で、炭の広がりを検出した。

SH64004（図版19・図版112）

狭間2区の中央部に位置する。古墳時代前期の住居跡SH64005を切って作られている。

北側は調査区外まで続く。平面形は隅円方形で、一辺5．81花である。主柱穴は4基であり、

平均柱間距離は2．1mである。掘り方は深さ0．3mである。中央焼土坑は直径0．4m、深さ0．

11花の円形の浅いものである。炭や遺物は認められなかった。住居の埋土中から土器（432

3・4324）が出土した。

SH64005（図版19・図版112）

狭間2区の中央部に位置する。平面形は隅円方形で、規模は最も外側で7．0×6．81花であ

る。主柱穴は4基であり、平均柱間距離は3．01花である。周壁溝は幅0．1～0．2mであるが

南側が4重になり、3回以上の建替えが想定される。中央焼土坑は直径0．61花の円形の浅

いものであるが、建替えの際に場所を移動しており、2基検出している。北東隅に直径0．

7m、深さ0．251花の住居内土坑があるが、遺物は出土していない。住居の埋土中から土器

が出土した。

SH64006（図版18・図版108）

狭間2区の西側に位置する。弥生時代後期の住居跡SH54003　を切って造られている。

平面形は隅円方形であり、規模は4．6mX4．2mである。主柱穴は4基であるが、中央焼土

坑をはさんで東西にも柱穴が各1基ずつある。平均柱間距離は2．0mあり掘り方の深さは0．

21花である。南東側の周壁溝が一部二重になるが、建替えによるものであろう。中央焼土

坑は直径0．5m、深さ0．11花の円形の浅いものであり、炭混じりの土で埋まる。また、北東

隅には円形の住居内土坑があるが、遺物は出土していない。住居の埋土中から土器（4332）

と砥石が出土した。

SH64007（図版22）

唐土3区の中央に位置する。弥生時代後期の溝SD54001の上層に造られている。調査時

に溝の埋土と住居の埋土を区別できなかったため、住居の一部を検出できただけである。

平面形は隅円方形と推定できるが、全形は不明である。埋土中から土器が出土した。

SH64008（図版22・図版115）

唐土3区の中央に位置する。住居の北側約3分の1が調査区内にかかる。平面形は隅円

方形で、規模は一辺5．81花である。検出した主柱穴は1基であるが、おそらく4本柱であっ

たと推定する。弥生時代後期の溝SD54001の埋土である砂礫層の上に作っているため、

床には黄色粘土を厚さ5cmほど貼っている。埋土中から土器が出土した。
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SH64009（図版22）

唐土3区の東側に位置する。平面形は隅円方形であるが、住居の隅がわずかに調査区内

にかかるだけであり、全形は不明である。

SH64010（図版22・図版114）

唐土3区の東側に位置する。平面形は隅円方形で、一辺4．0mである。柱穴は3基検出

したが、東側の1基だけが主柱穴である。おそらく4本柱であろう。南西に方形の土坑が

あるが機能は不明である。住居の埋土中から土器、碧玉製の管玉（4002）、鉄器（鈍・401

3）が出土した。

SH64011（図版20・図版113）

唐土4区の西端に位置する。SH64012を切って作られている。平面形はいびつな隅円方

形で、長軸3．71花、短軸3．0mである。主柱穴は2基である。周壁溝はなく、中央焼土坑は

直径0．31花、深さ0．1mの円形の浅いものである。南側中央に長軸1．01花、短軸0．81花の大型

の住居内土坑があり、二重口緑壷（4325）が出土している。また埋土中から土器（4326・

4327）が出土してしさる。

SH64012（図版20・図版113）

唐土4区の西端に位置する。住居の北側約4分の1だけが調査区内にかかっている。S

H64011に切られている。平面形は隅円方形であるが、全形は不明である。柱穴は4基検

出しているが、主柱穴の数、位置は確定できていない。西側の周壁溝に平行して仕切り溝

を検出した。住居の埋土中には炭が多量に含まれており、焼失住居であると判断する。床

面に接して多量の土器（4328～4331）が出土した。

SH64013（図版21）

唐土4区の東端に位置する。住居の北端は調査区外へ続く。平面形は隅円方形で、規模

は一辺4．61花である。主柱は4本であり、平均柱間距離は1．91花である。周壁溝はなく、中

央焼土坑は直径0．4m、深さ0．11花の円形の浅いものである。住居の埋土中から小形丸底鉢

（4333）が出土した。

SH64014（図版23・図版115）

唐土5区と6区の境界に位置する。SH64015と接するように築かれているが、その先後

の関係は不明である。周壁は完全に削平されている。平面形は隅円方形であり、規模は5．

41几×5．01花である。主柱穴は4基であり、平均柱間距離は2．61花である。中央焼土坑は直

径0．51花、深さ0．11花の円形の浅いものであり、炭まじりの土で充たされ、底が焼けている。

北東の隅に長軸0．7m、短軸0．5mの楕円形の住居内土坑があり、嚢（4334）が出土した。

また、北壁、南壁から仕切り溝が伸びる。
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SH64015（図版23・図版115）

唐土6区の北端に位置する。南西隅の部分は調査区外に出る。これも周壁は完全に削平

されている。平面形は隅円方形であり、規模は4．8mX4．71花である。主柱は4本（うち1

本は調査区外にあると推定）であり、平均柱間距離は2．11花である。中央焼土坑は直径0．3

m、深さ0．1mの円形の浅いものであり、底が焼けている。北東の隅に直径0．81花、深さ0．

25m　の円形の住居内土坑があるが、遺物は出土していない。東半分に仕切り溝が4本あ

り、住居内は3つ以上の空間に仕切られている。

SH64017（図版24・図版116）

唐土7区の北端に位置する。西と東の隅は調査区の外へ出ている。平面形は隅円方形で

あり、規模は5．21花×5．1mである。主柱は4本であり、平均柱間距離は2．8mである。中

央部が中世～近世の溝で切られており、中央焼土坑の有無は不明である。北東隅に楕円形

の住居内土坑が2基ある。第8図に示したようにこの土坑から土器（4337～4344）が出土

した。また埋土中から砥石（4009）・蔽石（4007）が出土している。

SH64018（図版25・図版117）

唐土7区の北側に位置する。西と東の隅は調査区外へ出ている。古墳時代前期の住居の

中では最大の規模をもつが、その構造は同時期の平均的住居と共通している。平面形は隅

円方形で、規模は8．31花×8．21花である。主柱穴は4基であり、平均柱間距離は3．91花であ

る。壁にも柱穴が並ぶが、垂木を支える束柱のものであると推定する。

中央焼土坑は直径0．5mの円形の浅いものである。内部は炭・焼土で充たされており、

底の他に周囲が約30cmの幅で焼けている。調査した範囲の中では北西隅、西側中央、東側

中央にほぼ同規模・同形態の楕円形の住居内土坑があるが、遺物は出土してない。この他

に北西で仕切り溝を3本検出した。住居の埋土中からは、多量の土器（4345・4346など）

が出土している。

SH64020（図版26・図版118）

唐土7区の南側に位置する。住居の東隅が調査区内にかかるだけである。周壁は完全に

削平されている。平面形は角をもつ方形である。周壁溝が東側で2本になっており、1回

の建替えが想定される。主柱穴の数は不明であるが、1基だけ検出している。柱穴掘り方

内から土器が出土した。住居の正確な規模は不明であるが、主柱穴の位置から考えて、一

辺71花以上の大型の住居であると推定する。

SH64021（図版26・図版118）

唐土8区の南側に位置する。平面形は隅円方形である。柱穴は検出されず、南側に円形

の土坑があるのみである。調査区の壁で中央土坑の断面を観察できたが、やや大型の浅い

ものであり、炭で充たされていた。住居の埋土中から土器が出土している。
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SH64022（図版24）

唐土9区の西端に位置する。平面形は隅円長方形である。柱穴は1基検出しているが、

おそらく2本柱であろう。西側の床面上で焼土塊を検出した。

SH64023（図版26・図版119）

唐土9区の中央に位置する。南半分は後世の耕作により完全に削平されている。平面形

は隅円方形であり、一辺7．0mである。主柱穴の数は不明である。中央土坑は円形の浅い

ものであり、また西側中央に土坑がある。住居の埋土中から土器が出土した。

SH64024（図版21・図版114）

唐土1区の中央に位置する。平面形は隅円長方形であり、長辺5．01花、短辺4．01花である。

主柱穴は2本である。南側中央に楕円形の住居内土坑がある。住居の埋土中から土器（43

17～4322）、土製紡錘車（4691）が出土した。

l

l

l

第8図　唐土7区SH64017遺物出土位置図
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3．古墳時代後期の住居跡（図版27～28）

SH74001（図版27・図版119）

唐土3区東側に位置し、SD54001の埋没後に造られた、一辺約3．5mの方形竪穴式住居

である。住居跡内東半部には周壁溝を巡らす。恐らく4本を主柱となすものと考えられる

が、柱穴らしき遺構は一箇所のみであった。また、中央土坑や竃等はなかった。

SH74002（図版28・図版120）

唐土9区のほぼ中央部に位置し、SH74004に切られる、竃付きの方形竪穴式住居である。

遺構の残存はあまり良好なものといえないが、竃や柱穴の位置から考えると、一辺約61花

を測る4本柱の建物である。床面には、周壁溝が巡る。

竃は、丁度その西半部をSH7004に切られる。浅い掘り込みの土坑内に火床部を設け、

僅かに外側へ延びる煙道を持つ。火床部でも煙道に近い部分は、ピット状の落ち込みがあ

り、支柱石の抜き取り痕、若しくは竃内の排水施設等とも考えたが、その機能は明確でな

い。また、袖の内側には厚手の鉢形土器片が貼り付いており、非常に強く火を受けている

ことから、袖部の補強材として転用したものと考えられる。出土遣物から6世紀後半頃の

ものと考えられる。

SH74003（図版27・図版121）

唐土9区のほぼ中央部に位置し、SH7004を切って造られた方形竪穴式住居である。プ

ランの南半は殆ど調査区外であり規模等は不明である。西側には、幅約90cmのベッド状の

段を有し、直径約80cmの土坑を持つ。土坑内からは、焼土粒と炭粒と伴に土師器の大型嚢

が出土しており、竃跡の可能性も考えたが、袖等の痕跡も確認出来ず、性格等は不明であ

る。また、4本と考えられる主柱穴は1本も確認出来なかった。

SH74004（図版27・図版121）

唐土9区のほぼ中央部に位置し、SH7002を切り、またSH7003から切られる方形竪穴式

住居である。現状でその規模は窺い知れず、柱穴等も確認出来なかった。

SH74005（図版28・図版122）

唐土12区のほぼ中央に位置する、竃付きの方形竪穴式住居である。遺構の南西側は調査

区外にあるため不明であるが、一辺約5mの4本柱建物である。

竃は、規模としての把握は可能であるが、状態があまり良好でなく、袖部・煙道部・火

床部の位置、及び形態は不明瞭である。竃の丁度中央に当たる部分では、須恵器の杯身が

逆向きで出土した。出土状況から、竃の使用後に据え置かれたものであり、竃納めを意図

したものと考えられる。

】

】

l

l

i

j
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－
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第2節　掘立柱建物

柱穴の分布

狭間・唐土地区においては全域において柱穴を検出している。特に集中して検出したの

は、狭間2区東側・狭間9区・唐土8区・唐土13区の各地点である。このうち狭間2区、

狭間9区、唐土8区では中世のものが大半を占め、また唐土13区では古墳時代のものが大

半を占める。この他の地区において検出している柱穴は弥生時代～中世に至る時期のもの

であるが、大半は中世のものである。

このように多くの柱穴を検出してY、るが、調査区の幅が狭いこともあって建物を復元で

きたのは、唐土8区の2棟だけである。柱穴は建物以外にも柵列等の可能性も考えたが、

充分な根拠をもって遺構を復元できていない。ここでは確実な2棟についてのみ報告して

おく。

SB84001（図版29）

唐土8区の北端に位置する。調査区内で復元できたのは2×2間のみである。調査区外

にも続く可能性が高いが、確実に復元できる部分についてのみ報告する。柱穴は掘り方の

直径が20～30cmあり、その中に拳大の石を礎石として入れている。柱間は1．7～2・11花で

あり、均一ではない。柱穴内の出土遺物から鎌倉時代初頭のものであると判断する。この

建物に伴う内部施設は確定できないが、同時期の土坑SK84008、84009、84010がこれに伴

う可能性がある。

SB84002（図版29）

SB84001と重なる建物である。これも調査区外に続く可能性がある。復元できたのは2

×2間のみである。柱穴は掘り方の直径が10～20cmである。柱間は1．8m前後であるが均

一ではない。

建物の性格

狭間・唐土地区に広く分布する柱穴群は大半が中世の建物であると推測する。これらの

建物の機能・用途を推測するにはあまりにも手掛かりが少ないが、唐土8区においては多

くの土坑が建物内部から検出されている。

土坑の中には明らかに火を使用したことを示す焼土・炭がつまるものがあり、これを屋

内のカマドないしはそれに類する施設の下部構造と捉えることができる。おそらく屋敷地

の一角だと推測できる。

玉津田中遺跡の辻ケ内地区・徳政地区・二ノ郷地区にはかなりの規模をもつ屋敷地が存

在している。これらの屋敷地の住人は、中世初頭におけるこの地域の開発、経営に深くか

かわった人々であったと推測できるが、狭間・唐土地区の建物も近接するこれらの地区の

住人と無関係では有り得ない。おそらく段丘上などの新規の開発に伴い設営され、その役

割の終了とともに廃絶したものであると考える。
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第3節　土器棺墓（図版30・図版124）

狭間2区において弥生時代前期の土器棺墓（SX24001）と弥生時代後期の土器棺墓（S

X54001）を検出した。

S X24001

壷形土器（4016）を棺身とする壷棺墓である。棺蓋として、口緑部付近に癌状把手を有

する大型の鉢（4015）が使用され、棺身の規模を大きく上回る事から、所謂、覆口式の合

わせ口壷棺と考えられる。棺の上半部は後世の削平により既に欠損し、棺身の下半部、及

び棺蓋の口緑部付近のみの検出であった。円形の土壌を掘り、床面から若干の距離をもた

せ、ほぼ直立状態で埋置している。棺身となった壷は、底部付近に焼成後穿孔を施してい

る。また人骨、及び副葬品等は確認されなかった。

近隣の遺構には土墳墓（SX24003）を検出しているが、時期的にもほぼ同じ遺構と考え

られ、弥生時代前期後半の墓地としての小群をなすものと想定される。

S X54001

突起状の小さな平底を持つ壷形土器（4128）を棺身とする壷棺墓である。棺身は楕円形

の土壌を掘り、その短軸を主軸として横倒に埋置しており、検出時には若干潰れた状況で

あった。棺蓋となる土器は出土しておらず、また棺身の検出状況が横例であることからも

単棺と考えられる。棺内からは、人骨、及び副葬品等は確認されなかったが、弥生時代後

期の小児用土器棺墓として認識可能である。

狭間・唐土地区では弥生時代前期の遺構はこの土器棺墓を含む墓地だけであり、居住域

との関係は不明である。また弥生時代後期の土器棺墓は他の墓と群をなすことなく、居住

域内に単独で存在している。

第4節　方形周溝遺構（図版32）

唐土10区で検出した遺構である。SD44002・44003・44004の3条の溝からなる。SD44

002は幅1．01花、深さ0．37花の溝であり、最下層に礫がはいる以外はシルトもしくは砂で埋

まる。SD44003は一度埋没した後に再び掘りなおされている。これも幅は1．0m、深さ0．4

mである。SD44004は調査区内に一部がかかるだけであり、その規模は不明である。いず

れの溝の中からも弥生時代中期後半（第Ⅳ様式）の土器が出土している。

この3条の溝のうち、SD44002とSD44003は直角をなしており、その内側の空間を囲ん

でいる。この遺構は方形周溝墓である可能性もあるが、上部の削平が著しく、また調査区

にかかるのがわずかな範囲だけであることもあって、断定はできない。隣接して同時期の

住居跡があることも方形周溝墓とするには否定的な要素である。
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第5節　井戸（図版31・図版125）

唐土15・16区において中世の井戸を2基（SE84001・84002）調査した。いずれも井戸枠

等の施設を持たない素掘りの井戸である。検出面から約50cl花のところまでは上から掘削し

たが、これから下については調査の安全上人力による掘削を断念し、重機によって半裁し

た。

井戸の北側では同時期の遺構は検出しておらず、おそらく調査区の南側の現集落の下層

にある中世の屋敷地に伴う遺構であると推定する。

S E8　4001

唐土15区の西端で検出した井戸である。上部で直径1．8m、下部で直径0．9m、検出面か

らの深さ2．07花の素掘り井戸である。上部は斜めに法をつけて掘削されているが、下部は

ほぼ垂直に掘削されている。洪積層の粘土、砂礫層を掘り抜き、底は粘土層中で止まって

いる。平面形は上部・下部ともに円形である。

重機による掘削途中で下部の埋土が崩壊したために、埋没状況の充分な観察はできなっ

たが、上から50cmの第4層以上は炭・土器などが混入した褐色系の汚れた土が細かい単位

で堆積する。この土は人為的に埋められたものであると判断する。下部には灰色のシルト

が堆積するがこれは自然堆積であろう。

井戸の底からは「晒吠」と記された呪荷木簡（4014）が1点出土した。また埋土内から

は室町時代の土器（4649など）が出土している。

呪符木簡が出土したことから、使用途中で水乞いの祭祀がおこなわれたと考える。その

後、水が滴れたか井戸が不必要になったか何かの要因で放棄され、ある程度埋没が進んだ

段階で人為的に埋められたものであろう。井戸の周囲は検出面から0．7m～2．0mの部分が

青灰色に変色しており、かなり地下水位が高かったことがうかがえる。

S E84002

上部で直径1．31花、下部で直径0．7m、検出面からの深さ1．5mの素掘り井戸である。SE

84001と比べてやや小型のものである。これも上部は斜めに法をつけて、下部は垂直に掘

削されている。平面形は上部・下部ともに円形である。洪積層の粘土層・砂礫層を掘り抜

き、底は砂礫層中で止まっている。

上から50cmの第5層以上は炭・土器を含む汚れた土が細かい単位で堆積する。人為的に

埋められた土であると判断する。第7層・8層は井戸の壁に沿って堆積する。井戸壁が崩

落したものであろう。その下はシルトが堆積しているが、これは自然堆積であると考えて

いる。

埋土中から室町時代の土器（4634～4636）とともに木製の櫛（4013）や貝殻が出土した。

遺物はいずれも第5層以上の人為的な埋土と考えられる層から出土している。

この井戸も何らかの要因で放棄された後、埋没がかなり進んだ段階で人為的に埋められ

たものであろう。
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第6節　土坑

狭間、唐土地区においては全域で土坑を検出している。いずれの土坑も遺物の出土はわ

ずかであり、時期さえも推定しがたいものが多い。また出土遺物にかなりの時期幅がある

ため、正確な時期の推測は困難であった。このため、出土遺物のうち量的に主体を占める

遺物の時期を、それぞれの遺構の時期として与えている。弥生時代後期の遺構番号が付与

された土坑から、古墳時代以降の遺物が出土しているのはこのためである。ここでは比較

的、時期の明確な土坑、および出土遺物を掲載している土坑についてのみ報告する。

1．縄文時代の土坑

SK14001（図版33）

唐土7区の北端に位置する。楕円形の浅い土坑で、長軸1．051花、短軸0．8m、深さ0．25

mである。縄文時代のサヌカイト製石鉄が出土しているので縄文時代のものと推定する。

2．弥生時代前期の土坑

SX24003（図版33）

狭間2区の中央部に位置する。長楕円形の浅い土坑で、長軸2．0m、短軸0．8m、深さ0．

2mである。当初、一般の土坑と考えて掘り進めたが、断面を観察した結果、両短辺に平

行して小口板の痕跡らしきものが観察された。底面が平坦であり、木棺墓である可能性が

高い。埋土中から弥生時代前期の嚢あるいは壷の小破片が出土している。

S K24001（図版33）

狭間9区の南側に位置する。調査区外にまで続く長楕円形の浅い土坑で、長軸3．9m、

深さ0．21花である。埋土中には炭が多量にまじる。弥生時代前期の土器の小片が出土して

いる。

3．弥生時代後期の土坑

S K54005（図版34）

狭間2区から狭間8区にまたがって位置する。長楕円形の土坑であり、長軸3．01花、短

軸1．11花、深さ0．21花である。規模、形態から土墳墓の可能性も考えられる。弥生時代後期

の土器が出土している。

S K54007（図版33）

狭間2区の東側に位置する。楕円形の浅い土坑で、長軸1．71花、短軸0．81花、深さ0．151花

である。西側に段があり、弥生時代後期の土器が出土している。
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S K54008（図版33）

狭間2区の東側に位置する。長楕円形の深い土坑で、長軸2．71托、短軸1．051花、深さ0．

3mである。大きさ、形状から土墳墓である可能性も考えられる。埋土中からは弥生時代

後期の土器が出土している。

S K54009（図版34）

狭間2区の中央に位置する。調査区外に続くため、調査できたのは全体の約半分である。

円形の深い土坑で、長軸3．21花、深さ0．61花である。弥生時代後期～古墳時代前期の土器

（4567）が出土している。

S K54011

唐土5区の北に位置する。調査区外にも続く不整形な土坑である。弥生時代後期～古墳

時代前期の土器（4565）が出土した。

4．古墳時代後期の土坑

S K74001（図版34・図版126）

唐土1区の東側に位置する。円形の浅い土坑で、長軸2．0m、短軸1．7m、深さ0．15mで

ある。古墳時代後期の須恵器（4564）、土師器（4563）、製塩土器が多量に出土しており、

なんらかの行為の後に一括して廃棄するために掘られた土坑であると考えられる。

S K74002（図版34）

唐土1区の東側に位置する。楕円形の浅い土坑で、長軸2．7m、短軸1．87花、深さ0．3m

である。これもSK74001同様、古墳時代後期の須恵器（4543～4561）、土師器（4534～454

2）、製塩土器（4666～4679）が多量に出土している。この土坑から出土している土師器に

は、二次焼成を受けているものが多く含まれる。何か火を使用する行為の後に土器を一括

廃棄したと考えられる。

5．中世の土坑

S K84005（図版36）

唐土5区の南側に位置する。不整円形の土坑で、長軸2．31花、短軸2．01花、深さ0．351花で

ある。中世の土器が出土している。

S K84006（図版36）

唐土5区の中央部に位置する。円形の土坑で、長軸1．05m、短軸0．951花、深さ0．31花で

ある。中世の土器が出土している。
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S K84007（図版36）

唐土5区の南側に位置する。楕円形の土坑で、長軸1．351花、短軸1．051花、深さ0．21花で

ある。中世の土器が出土している。

S K84008（図版35・図版127）

唐土8区の北側に位置する。円形の深い土坑で、長軸0．7m、短軸0．6m、深さ0．351花で

ある。埋土は2層に分けられるが、下層には炭が多くまじる。鎌倉時代初頭の土器が出土

している。

S K84009（図版35・図版127）

唐土8区の北側に位置する。円形の深い土坑で、長軸0．91花、短軸0．7m、深さ0．5mで

ある。土坑中に割石が多く入る。鎌倉時代初頭の土器が出土している。

S K84010（図版35・図版127）

唐土8区の北側に位置する。円形の深い土坑で、直径0．8m、深さ0．551花である。第2

層、3層は炭、焼土を多く含んでいる。鎌倉時代初頭の土器が出土している。

S K84013（図版35・図版127）

唐土8区の北側に位置する。円形の浅い土坑で、長軸0．751花、短軸0．71花、深さ0．25m

である。鎌倉時代初頭の土器が多く出土しているが、大部分は土師器小皿が占める。

S K84017（図版36）

唐土12区の東側に位置する。隅円長方形の土坑で、長軸1．9m、短軸1．651花、深さ0．35

mである。中世の土器が出土している。

S K84018（図版35）

唐土9区の東端、河道の肩部に位置する。円形の深い土坑で、直径1．8m、深さ0．91花で

ある。室町時代の瓦、土師器鍋が出土している。

S K84021（図版35・図版127）

唐土2区の中央部に位置する。隅円長方形の土坑であり、長軸3．31花、短軸2．31花、深さ

0．251花である。中央部が円形に二段掘りされている。底から中世の土師器鍋が出土してい

る。

SX84001（図版36）

唐土2区の中央部に位置する。円形の土坑で直径1．051花、深さ0．551花であり、底に曲げ

物を埋めた痕跡がある。いわゆる埋め桶であるが、中から銅銭が出土しており、座棺であ

る可能性もある。近世のものであろう。
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第7節　溝

SD54001（図版37・128・129）

狭間・唐土地区の溝の中では最も広く、深く掘られており、幅は4．0mから5．6m、検出

された深さは1．01花から1．6mである。狭間6・8・9区および唐土1・3・7・9区で検

出されている。

唐土地区の西半部と狭間地区を大きく取り囲むような形で掘られた部分と、最も東に張

り出す箇所で、東北方向からもう一本別に合流してくる部分とから成る。狭間6区内と狭

間8区の西方で旧河道SR54001に合流する。溝の底のレベルは東北から合流してくる部分

が最も高く標高約19mある。次いで旧河道との北側の合流部分（約181花）・旧河道との南

側の合流部分に近い狭間8区部分（約17．51花）の順である。このことから、この溝におけ

る水流は東北方向から流れ込み、途中で南北二方向に分かれて旧河道SR54001に流れ込ん

でいたようである。

また各地点の土層堆積は、土壌層を除いて、比較的粒径の大きな砂礫の層から構成され

ていることから、溝の中の水はかなり速い速度でながれ、しかも多くの砂礫を供給したも

のと考えられる。このため渡漢を怠ると、溝が供給される土砂で埋まってしまうことも考

えられる。

出土した土器の時期は、弥生時代後期から古墳時代後期であるが、溝の北半部から出土

する土器は弥生時代終末期のものに限られ、その出土量は彩しい。東北方向からの合流部

分の土器の時期は古墳時代のもの（特に須恵器）でほぼ占められる。また溝と溝の合流部

から南西の方向にかけては、弥生後期から古墳時代後期までの各時期の土器が途切れるこ

となく認められる。

このような土器の出土状況から、SD54001は、弥生時代終末期以前は東北から流れ込み、

途中で二股に分かれ、集落を取り囲むように流れた。ところが弥生時代終末期以降に北半

部は埋没・廃絶し、土器等が多量に投棄された。そして古墳時代以降には、SD54001は東

北から南西方向に向かって流れる一本の溝になったと考えられる。

以上が発掘調査で明らかになった溝の変遷であるが、次にこの溝の機能について考えて

みる。溝はその源を唐土地区北東の開析谷に発し、旧河道に至る。また構内の土層堆積状

況から水流があったことは確実である。よってこの溝の第一の機能は「水路」であったこ

とがうかがえる。それでは何を目的として掘削された水路であったのだろうか。

まず溝が走る場所であるが、図版2の微地形等高線図をみても明らかなように、扇状地

形の最高所を縦断している。SD54001が弥生時代後期の住居を破壊し、また溝の埋没後そ

の上層に古墳時代の住居がつくられていることからも明らかなように、この溝のルートと

して選ばれた場所は、本来居住域として選択されるべき場所であった。集落の中心部の居

住域を犠牲にしてまで掘削するからには、それに見合う重要な機能がこの溝に付与されて

いたのは間違いない。

水路の機能として最も一般的なのは、潅漑を目的として高所から水を導くという機能で

ある。SD54001も潅漑水路一般と共通する1．水源から発し、旧河道に排水する、2．配
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水のために微高地の最高所を走る、という属性をもつ。潅漑水路であるならば、その配水

の対象地が当然存在する。ところが、狭間・唐土地区はその全域が段丘上にあり、中世に

は存在した条里遺構が及んでいないこと、現在にいたるまで段丘上は主に畑として利用さ

れていること、古墳時代には全面が居住域になっていることから、ここが直接この水路に

よって潅漑されていたとは考えられない。かといって、西側に広がる沖積地に配水をする

ためには、段丘崖に沿って走る旧河道が障害となる。以上のことから、この溝が潅漑を目

的としていたとは考えられない。

他の可能性としては、排水路が考えられる。排水の対象となるのは高燥の段丘上ではな

く開析谷であるが、この谷を乾燥させるために居住域の中心部を犠牲にするメリットを想

定することは困難である。そこで最後の可能性として考えられるのは、「区画の溝」とし

ての機能である。すなわち二股にわかれた溝を「環濠」と理解し、その内部を外部と何ら

かの目的により区別する機能がこの溝に付与されていた可能性が考えられる。

この仮定も溝によって区画された範囲内に溝と同時併存の遺構が極めて少ないという大

きな問題があり、可能性の一つの域を出るものではない。また環濠ならば、構内に水を導

く必然性もない。狭い調査区内で得られた情報を基にしているため、機能の完全な理解は

困難であるが、現時点では「区画の溝」と理解するのが妥当ではないか、というのが調査

者の見解である。

SD44001（図版38）

唐土2・7・8・9・12区で検出された。幅約1．31花、深さ約0．3mである。埋土は茶褐

色の砂もしくは砂礫である。出土遺物は主として弥生時代中期後半（第Ⅳ様式）の土器で

ある。この溝より西には中期後半の遺構はないので、集落の区画の可能性も考えられる。

SD64001（図版38）

唐土5区で検出されている、幅35cmの溝である。唐土5区の南寄り部分では、古墳時代

の竪穴住居跡SH64014の埋土上から掘削されている。出土遺物は古墳時代前期の土師器が

ほとんどである。機能は不明である。

SD74001（図版38）

狭間2・7、唐土1・12区で検出されている。幅5m、深さ20cmの、幅広い割に深さの

浅い溝である。埋土は灰褐色の砂礫である。古墳時代後期の土器が出土している。等高

線に平行に走り、またこの溝より西には古墳時代の遺構はないので、集落の西を限る溝で

ある可能性が考えられる。

SD84001（図版38・130）

狭間5区、唐土1区で検出されている。幅1m強の断面Ⅴ字形の溝である。出土遺物に

は平安前期の須恵器などがある。条里の方向とほぼ一致するので、条里制の施行後に掘削

された溝であろう。
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第9図　SD54001時代別溝底レベル
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第8節　旧河道

狭間・唐土の集落が立地する段丘の裾を走る河道が狭間1・3・4・5・6区で検出さ

れた。この河道をSR54001とする。また、北西方向から流れてくるこの川の支流を狭間10

区で検出した。これをSR54002とする。また唐土11区では現在の田中川の旧流路と考えら

れる中世の河道を検出した。これをSR84001とする。

S R54001

SR54001は段丘と沖積地の境に沿って、段丘の裾を北から南に流れている。狭間1区と

交差する付近で、幅約15m、深さ約1．5mである。土層の堆積状況は、大きく分けると、

下からシルト・砂礫・黒褐色シルト・租砂・シルトの順に堆積している。いずれも土壌化

していない。遺物は中央の黒褐色シルト部分に集中しており、弥生後期から古墳時代前期

の土器・木器が多く含まれている。これらの土器群のなかには複雑な線刻模様を施された

弥生後期の壷（4040）も含まれている。

これらの堆積の中の砂礫や租砂といったものは、いずれも粒径がかなり大きいため、比

較的速い流れがあったと考えられる。これに対し、シルトが堆積している部分は比較的緩

い流れがもたらした堆積であると推定される。また川の深さが約1．51花ほどあり、しかも

地山を深く掘り込んでいることから、この流路は増水時のみに現れる一時的な流れとか、

洪水時のオーバーフローとか言ったものではなく、恒常的に一定の流れを有しつつ、時に

は急で時には緩やかな流れを繰り返しながら流れていたものである。

さらに検出された範囲では人工的に掘削されたり、川岸の造成を受けた痕跡は見られな

い。また土層断面を見ても再掘削を受けたり渡藻されたりした痕跡は見られない。このた

めSR54001は人工的な掘削等の手を受けない、自然の流路と言って差し支えない。
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S R54002

SR54002はSR54001が流れる段丘裾の谷とは、小規模な微高地を挟んだ所を北から南へ

と流れている。幅は51花程であり、規模は54001と比べて格段に小さい。河道は狭間10区

より南では全く検出されておらず、流れの方向から考えてもSR54001と合流するようであ

る。河道はシルトによって埋没しており、埋土中から弥生時代後期から古墳時代前期の遺

物が少量出土している。河道は古墳時代後期には完全に埋没しており、上層は水田化して

いる。

S R84001

遺跡が立地する段丘の東側を開析して流れる河道である。唐土11区でわずかに検出した

だけであるので、正確な流れの方向はつかめないが、北側の開析谷から流れ出て、南側の

明石川本流へと流れていたようである。現在、この河道のすぐ東側を田中川が南流してお

り、その流れの方向から考えて田中川の旧流路であると考える。河道の埋土からは遺物は

出土していないが、肩部に中世の土坑があり、この時期の河道と判断する。
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第6章　遺　　　物

第1節　土器

1．弥生時代前期～中期の土器（図版45・131）

狭間・唐土地区には弥生時代前期から中期の遺構もまばらにあり、ここから少量の土器

が出土している。

P34001出土土器（4001～4002）

賓が2点ある。いずれも倒鐘形のものであり、胴部上位に櫛措文を施す。4001は波状文

を2段に施すが、器面の磨滅が著しいために不明瞭である。4002は上から直線文を1条、

波状文を2条施す。いずれも中期前半（第Ⅱ様式）のものである。

SD44001出土土器（4003・4005）

嚢が2点ある。4003は胴部上半に櫛措きの波状文と直線文を施す。内外面ともにパケ調

整で仕上げる。4005は口縁部が強く屈曲し、端部を拡張して凹線文を施すものである。タ

タキによって成形される。4003は中期前半（第Ⅱ様式）、4005は中期後半（第Ⅳ様式）のも

のである。

SD54001出土土器（4004・4006～4009）

台形土器と壷、嚢がある。4004は倒鐘形の嚢であるが器面の磨滅が著しく、施文、調整

は不明である。4006と4007は台形土器である。4007は外面を縦方向のパケ、内面を縦方向

のユビナデによって仕上げる。4008は底部に穿孔のある壷である。4009は相対する位置に

二つの把手をつけた大型の壷である。頸胴部界に凹線文を施す。4004のみ中期前半（第Ⅱ

様式）のものであり、他は中期後半（第Ⅳ様式）のものである。

SH44001出土土器（4010～4014）

4010は周壁溝から、他は中央土坑からの出土である。嚢、鉢、壷と土製円盤がある。40

10は胴部内面にケズリを施す嚢である。4012は口緑端面に凹線文を施す。いずれも胴部外

面はパケで仕上げる。4011は大型の鉢であり、口縁端部を肥厚させる。外面は粗いパケで

仕上げる。4013は土器片を利用した円盤である。紡錘車の未製品の可能性も考えられる。

いずれも中期後半（第Ⅳ様式）のものである。

SX24001出土土器（4015・4016）

土器棺である。4015が鉢、4016が壷であり、壷が棺身、鉢が蓋になっていた。4015は4

方につまみの付く大型の鉢である。4016は壷の底部である。外面をパケ、内面を板ナデで

仕上げる。底部付近に一ヶ所、焼成後の穿孔がある。弥生時代前期のものである。
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2．弥生時代後期～終末期の土器
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狭間地区旧河道SR54001出土土器（図版46～49・131～133）

狭間地区の西端、埋没段丘に沿った旧河道SR54001からは、弥生時代後期～古墳時代の

土器が出土している。地区でいうと狭間3・4・5・6・10の各地区にまたがるが、一連

の旧河道であり、また出土状況も同一であるため、一括して報告する。出土層位は6a層

（暗褐色シルト）からのものが大部分を占める。

壷 壷は広口壷・広口長頸壷・直口壷・二重口緑壷・長頸壷・短頸壷・細頸壷・ミニチュア

壷の8種類に分類できる。

広口壷（4017～19・4023～27・4031）

4017は口緑端部を拡張した口径の小さいものである。外面と口緑部内面はヘラミガキで

仕上げている。4018は大きく外反する口緑部をもつものである。外面はパケで仕上げる。

4019は直口気味に立ち上がる口緑部をもつものである。外面及び口緑部内面はヘラミガキ

を施し、胴部内面は横方向のパケで仕上げる。

4023は下方に大きく拡張した口緑部を持つ大型のものである。4024～4027は拡張した口

緑端面に擬凹線を施すものである。4024は頚部外面に縦方向のヘラミガキを施す。4025は

頚部が直立気味に立ち上がるものである。4026は口緑端部を上方に拡張するものであり、

頚部外面は縦方向のパケで仕上げる。4027は上方に拡張した口緑端部に円形浮文を2個1

単位で貼りつけている。

4031は拡張した口緑端面をへラ指の鋸歯文と2個1単位の竹管文入りの円形浮文で飾っ

たものである。

広口長頸壷（4020・4021・4032・4035～4037）

4020・4021は外反して立ち上がる頚部に大きく外反する口緑部がつくものである。口緑

端部は下方へ拡張され、端面には櫛措の波状文が施される。頚部外面は縦方向、口緑部内

面は横方向の、それぞれへラミガキで仕上げられている。

4032・4035・4036は複合口緑のものである。4032は頚部外面を縦方向のパケで、内面を

横方向のヘラミガキで仕上げる。また頚部と胴部の接合部に横方向のヘラケズリを施す。

4035は口緑端面を櫛措の波状文と2個1単位の円形浮文で飾ったものである。頚部外面に

は縦方向のヘラミガキを施す。4036は口緑端面を擬凹線と円形浮文で飾ったものである。

4037は、口緑端部を丸くおさめたものである。頚部外面は縦方向、口緑部内面は横方向

のパケで仕上げる。

直口壷（4022・4034）

4022は内・外面ともに丁寧にへラミガキを施したものである。頸部内・外面は縦方向、

口緑部内面と胴部は横方向に施している。4034は頚部のしまったものである。外面は縦方

向のパケで仕上げている。

ミニチュア壷（4033）

広口のものである。手淫ねでつくられており、外面は縦方向のヘラミガキで仕上げる。
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二重口縁壷（4028～4030・4038）

いずれも口縁部外面を飾るものである。4028は上位に櫛措直線文を施した後に、下位に

櫛指の波状文を施す。4029は外面は櫛措波状文を3段に施した後に円形浮文を貼りつけ、

内面にも櫛措波状文を施す。4030は櫛措波状文を上下2段に施す。

4038は長く立ち上がる口緑の外面に凹線文を施した後にへラ指の鋸歯文を施すものであ

る。内面は横方向のヘラミガキを施す。

長頸壷（4039）

口緑端部を拡張したものである。頸吾紗も面は縦方向のパケで仕上げる。

絵画土器（4040）

広口壷もしくは二重口緑壷の胴部上半に絵画を線刻したものである。壷はタタキによっ

て成形した後に、内・外面をパケで調整し、さらに胴部外面中位以下にヘラミガキを施し

ている。絵画は何を意味するかは不明であるが、二重の円弧を鋸歯文で埋め、そこから放

射状に伸びる直線の間を千鳥状に横線で埋めている。線は浅くて幅広のものと深くて幅狭

のものと2種類あり、2種類の工具を使い分けている。

短頸壷（4041～4045）

4041は内外面ともにへラミガキを施した平底の小型のものである。4042は頚部から胴部

にかけて、大小2種類の竹管文を施すものである。口緑部内面には横方向のヘラミガキを

施す。4043はタタキで成形した後に、外面を縦方向のパケ、内面を縦・横方向の板ナデで

仕上げたものである。底部には木の葉の庄痕が残る。4044は内外面ともユビナデし、底部

内面はパケで仕上げる。4045は片口が付くものである。底部と胴部を分割してタタキ成形

した後に、横方向のパケでタタキ目を消している。

細頸壷（4046・4047）

4046は扇球形の胴部にラッパ形に開く口緑部がつくものである。口緑部外面に擬凹線を

施す。外面はパケで調整した後に胴部中位は横方向、その他はタテ方向の丁寧なヘラミガ

キを施す。内面は口緑部は横方向、胴部下半は縦方向のヘラミガキを施す。

4047は胴部の破片である。屈曲部に凹線を施す。内面は胴部中位に横方向、その他は縦

方向のパケを施す。

嚢は形態的な変異に富む。タタキ成形のものがほとんどであるが、例外もある。4048～

4050・4053・4054・4063・4064は単純なくの字口縁のものである。4048・4064はタタキ目

をパケで丁寧にナデ消している。4033は胴部内面中位以下にヘラケズリを施す。4052・40

55～4058はは口緑端部を拡張するものである。4052のみ上方への拡張を行い、他のものは

口緑端面に擬凹線を施す。4056は外面にタタキの痕跡は認められず、内面をヘラケズリす

る。4058は分割成形の痕跡が顕著である。

4059・4060・4062はくの字口縁を持つが、タタキは認められず、内面をヘラケズリする。

4061は口緑端部をつまみ上げる、内面をヘラケズリする、細かなタタキ目が見られる、口

緑部と胴部の境の内面が鋭角をなすなど、庄内嚢の特徴をもつものである。4051は短い複

合口緑をもち、外面に粗い縦方向のパケを施すS字嚢である。他の個体と胎土が明らかに
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異なる。伊勢湾周辺地域からの搬入品であろう。

鉢

有孔鉢

高杯

器台

脚

精製と粗製のものがあり、精製のものは大・中・小3種類の大きさがある。

4065～4068・4071は精製の小型のものである。いずれも内・外面にへラミガキを施す。

4071は暗褐色を呈し、胎土にカクセン石を含む河内からの搬入品である。内面には赤色の

顔料が付着している。4659・4068・4072は台付のものである。

4069・4070・4073～79は粗製の小型のものである。タタキ目を残すものと残さないもの

がある。

4080・4081は精製の中型のものである。いずれも短く外反する口緑部がつく。4080は内・

外面ともにへラミガキを施す。

4082・4083は精製の大型鉢である。短く外反する口緑がつくものであり、口緑端部外面

には擬凹線を施す。内・外面ともにへラミガキが施されている。4082は二次焼成を受けて

いる。

4084・4085ともタタキ成形の鉢の底部に1孔を穿ったものである。内面調整は4084がユ

ビナデ、4085が横方向のパケである。

杯部が屈曲して外反するものと、椀形の低脚のものがある。

4086～4090は屈曲して外反する杯部のものである。4089は屈曲部に沈線を、4090は沈線

の下に列点文を施す。4086～4088は内外面ともに横方向のへラミガキを施し、4089は縦方

向のヘラミガキ、4090は杯部内面上半以外は縦方向のヘラミガキを施す。

4091～4093は椀形の杯部をもつ低脚高杯である。4092・4093は内外面ともに丁寧なヘラ

ミガキを施す。

大型のものと小型のものがある。

4094・4095は大型のものであり、受け部の端部を垂下させ、端面を加飾する。4094は竹

管を押した円形浮文と鋸歯文で飾り、4095は擬凹線を施した後に棒状浮文を貼りつける。

4099は受け部端部の拡張が顕著ではないものであり、外面・受け部内面をヘラミガキで仕

上げている。

4096～4098は小型のものである。4096は受け部が直立するものであり、沈線・円形浮文・

列点文で飾る。4097は大きく外反して立ち上がる受け部の外面を、沈線と波状文で飾る。

4099は直立気味の受け部の下方に2個1単位の円形浮文を貼りつけたものである。

高杯もしくは器台の脚部である。

4100は低脚高杯の脚部であり、外面に縦方向のヘラミガキを施す。4101は小型の脚部で

あり外面を縦方向のパケで調整したのちに、横方向の細かいヘラミガキで仕上げる。4102

は大きく開く脚部であり、端面に洗練を施す。外面を縦方向のヘラミガキ、内面を横方向

のパケで仕上げる。4103は高杯の脚部であり、下端に沈線を施す。4104は中空の脚部であ
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り、縦方向のヘラミガキで仕上げる。杯部、裾部の境には細かい凹線文を施し、裾部下端

に沈線を施す。4107は裾部に竹管文を二段に施す。

漁梯具 イイダコ壷と土錘がある。

4105はタタキ成形したイイダコ壷であり、内面は縦方向のパケで仕上げる。4106は土錘

である。

以上の土器は弥生時代終末期のものを若干含むが、大半は弥生時代後期後半に属するも

のである。

住居跡出土土器（図版49・50・133　4108～4121）

弥生時代後期～終末期の各住居跡から多くの土器が出土しているが、住居に確実に伴う

と判断できる土器は少なく、また細片が多いため、図化できたものはわずかであった。こ

こではSH54006・54007・54001・64019・64002・54004出土土器を図示した。

4108～4111・4113・4114・4116は唐土1区SH54006出土の土器である。このうち4108・

4110・4116は中央土坑からの一括出土である。4108は口緑端部を拡張し、端面に擬凹線を

施した嚢である。タタキ成形しており、内面はヘラケズリをおこなう。4109は口緑端部を

拡張し、端面に竹管文を施した広口壷である。頚部外面は縦方向、内面は横方向のヘラケ

ズリを施す。4110・4113は杯部の口緑直下と屈曲部に沈線を施した高杯である。杯部内面

の屈曲部より下位は縦方向、上位は横方向のヘラミガキを施す。4113は沈線の間を櫛措波

状文で飾る。4111は椀形の杯部に中空で棒状の脚部がついた高杯である。4114は受け部端

部を下方へ垂下させ、端面を擬凹線・竹管文を施した円形浮文で加飾した器台である。41

16は小型の鉢であり、内面を板ナデしている。これらの土器は弥生時代後期後半のもので

ある。

4112は狭間10区SH54001から出土した嚢である。小さな平底をもち、内面をヘラケズリ

する。弥生時代後期末のものである。

4115・4117は唐土1区SH54007から出土した土器である。4115は口緑端部を拡張し、凹

線を施した広口壷である。4117は小型の鉢である。底部をヘラケズリする。弥生時代後期

後半のものであろう。

4118は唐土7区SH64019から出土した器台である。端部を下方に垂下させ端面を刻み・
′

鋸歯文・竹管文を施した円形浮文で飾る。弥生時代終末期のものである。

4120は狭間7区SH64002から出土した広口壷の口緑部である。4119は高杯もしくは器台

の脚部である。いずれも弥生時代終末期のものであろう。

4121は唐土8区SH54004から出土した高杯である。口緑直下に洗練を施す。弥生時代後

期中葉のものである。

土坑出土土器（図版50　4122～4127）

狭間・唐土各地区の土坑からも多くの土器が出土しているが、これも細片が多く図化で
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きたものはわずかであった。

4122・4123は狭間2区SK54009出土の土器である。4122は椀形の杯部をもった低脚の高

杯である。4123は広口ないしは二重口緑の壷の胴部である。不安定な平底をもった球形の

ものであり、内面中位以下を縦～横方向のパケで仕上げている。弥生時代後期末から終末

期のものである。

4124は狭間8区SK54005出土の器台である。端部を下方へ垂下させ、端面を波状文で飾

る。内面には鋸歯文と竹管文がわずかに残る。弥生時代後期後半のものである。4125・41

26は狭間6区SK54004出土の土器である。4125は垂下させた口緑端部に細かい竹管文を施

した大型の広口壷である。4126は屈曲した杯部をもった高杯である。脚裾部下端に沈線を

施す。外面はヘラミガキで仕上げている。弥生時代後期後半のものである。

4127は狭間2地区から出土した大型の壷の底部である。外面を縦方向のへラミガキで仕

上げる。これも弥生時代後期後半のものであろう。

柱穴出土土器（図版50　4129）

4129は狭間7区柱穴から出土したミニチュアの壷である。手捏ねで作られており内面に

はユビナデの痕跡が残る。

土器棺墓出土土器（図版50・134　4128）

4128は狭間2区SX54001に埋められていた土器棺である。口緑部を欠いた大型の壷であ

る。内面はパケ、外面はヘラミガキで仕上げられている。弥生時代後期後半のものである。

溝　SD54001出土土器（図版51～61・134～140）

狭間・唐土地区で最も多く土器が出土しているのが溝SD54001である。最終的な埋没

の直前に投棄されたものと考えられるが、若干新旧の幅をもつ。

手焙り形土器

壷

4130は平底の口縁付き鉢に覆いをつけたものである。胴部中位に刻み目を施した2条の

貼り付け突帯をめぐらす。覆い部外面には櫛措波状文を2段に施す。鉢部は外面を縦方向

のパケ、内面を板ナデで調整する。

壷は二重口緑壷・広口壷・広口長頸壷・直口壷・短頸壷・柵頸壷・長頸壷の7種類に分

類できる。この分類に入らないものはその他の壷として扱う。

二重口縁壷（4131～4143）

4131は直立した頚部に大きく開く口緑部がついたものである。内面は段をなさない。内

面外面ともに縦方向のパケで調整した後に横方向のヘラミガキで仕上げる。4132は大きく

外反する頚部に直立する口緑部がつくものである。口緑部の外面をヘラ描の波状文・竹管

文で飾る。

4133・4134・4135・4143は加飾の豊かな大型のものである。口緑直下と口緑屈曲部に凹

線文を施し、その間に櫛指の波状文を2段に配する。下方の凹線文上には円形浮文を付加
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し、頚部と胴部の境には刻み目を施した突帯を巡らせる。4143は胴部最上部に波状文・直

線文・羽状文・円形浮文を施す。4135・4143は胎土から生駒西麓産のものと考えられる。

4136は凹線と竹管文を施した円形浮文で飾るものである。口緑端面にも竹管文を施す。

4137は薄手の素文のものであり、4138は稚拙な波状文で飾るものである。4139は大径の円

形浮文を口緑屈曲部に付加するものである。頚部・胴部の境に刻み目を施した突帯を巡ら

せ、その下に2条の波状文を加える。

4140は口緑端面に刻み目、口緑部内・外面に櫛措波状文、頚部・胴部境に刻み目を施し

た突帯を巡らせるものである。4141は小型のものであるが、口緑部内・外面を粗雑な波状

文で飾り、口緑屈曲部上位に円形浮文を貼りつける。4142は明確な二重口緑をなさないが

口緑外面を沈線で飾り、頸胴部境に刻み目を施した突帯を巡らせる。

広口壷（4144～4159・4167～4171）

かなりの変異を含むが広口壷として一括しておく。

4144は短い頚部に外反する口緑部がつくものである。口緑端面に5個1単位の刻み目を

施し、頸胴部境にも刻み目を施す。頸吾陣も面は縦方向のパケ、内面は横方向のパケでそれ

ぞれ調整し、胴部外面には縦方向のヘラミガキを施す。4145はくの字に外反する口緑部を

もつものであり、タタキ成形で作られている。胴部内面上半をヘラケズリする。

4146は大きな胴部に小さな頚部がつくものである。外面はパケ調整の後にへラミガキが

施される。4147は小型のものである。口緑端面に刻み目を施す。頚部外面は縦方向のユビ

ナデ、内面は横方向のヘラケズリで仕上げられている。

4148は口緑部が大きく外反するものである。頚部外面を縦方向、内面を横方向のパケで

仕上げる。4149は短く立ち上がる口緑部をもつものである。外面をヘラミガキ、内面を板

ナデで仕上げる。4150は球形の胴部に外反する口緑部がつくものである。口緑端部は上下

に拡張する。外面を縦方向、内面を横方向のパケで仕上げる。

4151はくの字状に短く屈曲する口綾部をもつものである。口緑部内面を横方向、その他

の部位は縦方向のパケで仕上げる。4152も短い口緑部を持つものである。外面を縦方向、

内面を横方向のパケで仕上げる。

4153は偏球形の胴部である。外面に縦方向のヘラミガキを施し、内面を縦一横方向のパ

ケで調整する。4154は偏球形の胴部に直立する頸部から大きく外反する口緑部がつくもの

である。頸胴部境に刻み目を施す。外面は胴部中位を横方向、その他を縦方向のヘラミガ

キで仕上げる。内面は横方向のパケで調整する。4155は安定した平底をもつ胴部である。

タタキで成形しており、パケで外面のタタキ目をナデ消した後にへラミガキを施す。内面

は横方向のパケで調整する。

4156は口緑端部を下方へ拡張し、端面に擬凹線を施すものである。頸胴部境に指頭庄痕

が帯状にめぐるが、指頭庄痕文突帯の痕跡であろう。頚部外面に縦方向、内面に横方向の

ヘラミガキを施す。4157は口緑端部を拡張し擬凹線を施すものである。頸部外面に縦方向

のヘラミガキを施す。4158も口緑端面に擬凹線を施す。頸吾防t面を縦方向のヘラミガキで、

内面を横方向のパケで仕上げる。4159も口緑端面に擬凹線を施すものである。外面を縦方

向のヘラミガキで仕上げる。
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4163は口緑端部を大きく垂下させるものであり、外面を沈線・扇状文・円形浮文で飾る。

4168は腰高の胴部に短く直立する頚部から大きく外反する口緑部がつくものである。空馴同

部の境に指圧痕を帯状にめぐらせ、口緑端面に刻み目を加える。頚部から口緑部にかけて

は外面を縦方向のパケで調整し、内面を横方向のパケで調整した後に同方向のヘラミガキ

で仕上げる。胴部外面は中位を横方向、その他を縦方向のヘラミガキで仕上げる。内面は

中位を横方向、その他を縦方向のパケで仕上げる。

4167は直立する頚部に水平に開く口緑部がついたものである。口緑端部を上方に拡張し

ており、外面に櫛措の波状文を施す。4169は斜めに直立する頚部に短く立ち上がる口緑部

がつくものである。口緑部外面には波状文が施される。4170は直立する頚部に外反する口

緑がつくものであり、口緑端部を拡張する。頚部内外面を縦方向、口緑部内面を横方向の

パケで仕上げる。4171は口緑端面を2個1単位の竹管文とへラ措の縦線で飾る。

広口長頸壷（4160～4162・4164～4166）

4160・4161は直立する長い頚部に外反する口緑がつくものである。4160は口緑端部を下

方へ拡張し、端面に3条の凹線を施すものである。頸部内面は縦方向のパケで調整する。

4161は口緑端部を上下に拡張し、端面を細かい凹線と2個1単位の円形浮文で飾る。

4162・4164・4165・4166は内湾する頚部に外反する口緑部がつくものである。いずれも

口緑端部を拡張し、沈線・擬凹線・円形浮文で飾る。外面を縦方向のヘラミガキ、内面を

横方向のヘラミガキで仕上げる。

直口壷（4172～4174・4176・4177・4181～4185）

4172・4173・4174は口緑部が短く立ち上がるものである。4172は口緑端面に刻み目、胴

部との境に爪形文を施す。内・外面ともにパケで仕上げる。4173は口緑直下に凹線を施す。

4174は頸胴部境に突帯があり、櫛の押圧による列点文と櫛措の波状文によって飾る。

4176・4177は細頸のものである。4176は外面を縦方向のヘラミガキで仕上げる。4181は

口緑径が胴部最大径をしのぐものである。外面は縦方向のパケで、口緑部内面は横方向の

パケで調整されている。胴部内面は縦方向のユビナデで仕上げられている。

4184は球形の胴部に直線的に開く口緑部がつく典型的な直口壷である。胴部はタタキに

よって成形されており、外面は細かいパケで調整されている。口緑部内面には横方向のパ

ケを施し、胴部内面にはヘラケズリを施す。

4180・4182・4183・4185は頸胴部の境が不明瞭なものである。4180はタタキ成形されて

おり、外面を粗いパケで調整する。内面は胴部下半のみ細かいパケを施し、その他の部分

はユビナデで仕上げる。4182は口緑直下を横方向、その他を縦方向のヘラミガキで仕上げ

る。4183は安定した平底のものであり、外面を細かいパケで調整する。4185は胴部をタタ

キで成形しており、タタキ目をパケで消している。

短頸壷（4175）

4175は短く直線的に立ち上がる口緑部をもつものである。

細頸壷（4178）

4178は細長くラッパ状に開く口緑部である。口緑下に列点文を施す。外面には縦方向の

細かいヘラミガキを施し、内面はナデで仕上げる。
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長頸壷（4179）

4179は口緑端部を外反させたものである。外面には縦方向のヘラミガキを施し、内面は

横方向のパケで仕上げる。

その他の壷（4187～4189）

いずれも胎土・器形から讃岐地方からの搬入品と判断する。4187は大型の広口長頸壷で

ある。内傾して立ち上がる頚部に水平に開く口緑部がつくものである。口緑部内面には凹

線が施されている。4188は球形の胴部に直立す頚部がつく大型の広口壷である。外面には

パケ目が内面には板ナデが認められる。4189は複合口緑をもった大型の壷である。胴部外

面は縦方向のパケで調整されており、内面上半には指頭庄痕が、底部にはヘラケズリが認

められる。

蜜 小型・中型・大型のものがある。

小型　　4190～4196は小型の嚢である。

4190は頸部が締まらず、短く屈曲する口緑部がつく平底のものである。タタキ成形した

のちに外面をナデ、内面を縦方向の板ナデで仕上げる。4191は球形の胴部のものであり、

内面を横方向のパケで仕上げる。4192も球形の胴部のものであるが、底部は小さな平底を

なす。胴部外面上半はナデでタタキ目を消し、内面を板ナデする。

4193は突出した平底をもつものであり、内面をヘラケズリする。4194は口緑端部を拡張

しており、胴部外面下半、内面を縦方向のパケで調整する。4195は胴部内面中位以上をパ

ケ調整し、底部をユビナデする。4196はタタキ成形した球形の胴部に、鋭く屈曲する口緑

部がつくものである。

中型　　4197～4214は中型の嚢である。

4198～4200は口緑端部を上方に拡張し、擬凹線を施すものである。いずれも内面をへラ

ケズリする。4201も口緑端部を拡張し凹線を施すものであるが、外面を縦方向のパケで仕

上げる。

4202は平底の胴部に短い口緑部がつくものである。内面を板ナデする。4204は大きく開

く長日の口縁部のものである。4205は厚い口緑部のものであり、タタキ成形した後に内外

面をパケで調整する。内面中位のみに横方向のヘラケズリを加える。4206は口緑端部を肥

厚させたものである。内面を横方向のパケで仕上げる。

4207は口緑端部をつまみ上げたものである。胴部内面を横方向のパケで調整する。4208

はタタキ成形した後に、口緑部内面を横方向のパケで、胴部内面をヘラケズリでそれぞれ

調整したものである。4209はタタキの痕跡が見られないものである。外面を縦方向の粗い

パケで、内面を板ナデで調整する。

4210～4212は粗い作りのものである。4210・4211は内面を縦方向のパケで調整する。42

12はタタキ成形の後に外面と胴部中位以上を板ナデする。底部内面のみ縦方向のパケを施

す。4213は矢羽根状のタタキ目が残るもの、4214は内面をヘラケズリするものである。

大型　　4215・4217～4219は大型の嚢である。

4215は直立気味の長い口緑部のものである。4217はタタキ成形した後に、口緑部外面、
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胴部外面中位、胴部内面をパケ調整している。4218は底の尖った胴部に短い口緑部がつく

ものである。4219はあげ底のものであり、タタキ成形の後にパケ・ナデで調整する。

4216は球形の胴部に短く屈曲した口緑部がつくものである。胴部内面上半に指頭庄痕が
ヽ

多く残る。胎土には結晶片岩が含まれており、阿波地域からの搬入品である。

有孔鉢

漁搾具

鉢

小型・中型・大型のものがある。

4220～4223は小型のものである。4220・4222は直線的に立ち上がるものであり、4220は

内外面ともに、4222は内面をパケ調整する。4221は内湾するものである。外面にはタタキ

目が残り、内面はナデで調整する。4223は孔が4個あるものである。タタキ成形されてお

り、内面をパケ調整す。

4224・4225は中型のものである。4224は多孔のものであり、15個の小孔を穿つ。内面を

ナデで仕上げる。4225は突出した底部を持つものである。タタキ成形した後に、内外面を

パケで仕上げる。

4226・4227は大型のものである。4226は突出した平底のものである。内外面ともにナデ

で仕上げる。4227は尖底のものである。タタキ成形されており、内面をパケで仕上げる。

4228は管状土錘である。

小型・中型・大型のものがある。

小型　　4230～4241は小型のものである。精製のものと粗製のものがあり、4230・4231・4232・

4240は精製のものである。4230は小さな平底のもので、外面を横方向、内面を縦方向のヘ

ラミガキで仕上げる。4231は浅い椀型のものであり、内外面を横方向のヘラミガキで仕上

げる。4232は脚台の付くものである。内面を横方向のヘラミガキで仕上げる。4240は有段

口緑のものであり、内外面ともに縦方向のヘラミガキで仕上げる。

4233～4239・4241・4245は粗製のものである。4233は背の高い平底のものであり、外面

を縦方向のパケ、内面をナデで仕上げる。4234は底部に横方向の孔を穿つものである。内

面をパケで調整する。4235は脚台付きのものである。内面を横方向のパケで仕上げる。42

36は突出した平底のものである。外面を縦方向、内面を横方向のパケで仕上げる。4237は

あげ底のものであり、内外面ともにナデで調整する。4238は背の高い平底のものであり、

内面を粗くパケ調整する。4239は不安定な平底のものである。外面をナデ、内面を板ナデ

で仕上げる。4241は椀型のものであり、外面をナデ、内面を板ナデで仕上げる。4245はタ

タキ成形の平底のものである。内面をタタキ成形で仕上げる。

中型　　4242～4244・4246～4247・4248～4250は中型のものである。4242～4246・4248・4249は

タタキ成形の平底のものである。4242は外面のタタキ目をナデ消しており、内面に粗いパ

ケを施す。4243はあげ底のものであり、タタキ成形の後に外面を縦方向のパケで、内面を

板ナデで仕上げる。4244は不安定な底のものである。タタキ成形しており、内面を縦方向

のパケで仕上げる。

4246・4249は内面を横方向のパケで仕上げる。4247は尖底のものである。タタキ成形し
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ており、内面をパケで仕上げる。4250は丸底のものであり、タタキ成形の後に、内面を板

ナデする。

大型　　4251～4257は大型のものである。粗製のものと精製のものとがある。4251～4253・4256・

4257は粗製のものである。いずれも短く屈曲する口緑部がつく。4251は内面をヘラケズリ

する。4252はあげ底のものであり、口緑端部が面をなす。4253は外面を縦方向のパケで、

内面をヘラケズリで仕上げるものである。4256はタタキ成形したものであり、外面に縦方

向のパケを施す。4257は片口がつくものである。

4254・4255は精製のものである。4254は肩のはった胴部に短く屈曲する口緑部がつく片

口のものである。口緑端部を上下に拡張し、端面に擬凹線を施す。外面には横方向のヘラ

ミガキを施し、内面には縦方向一横方向のヘラミガキを施す。4255も口緑端面に擬凹線を

施す。タタキ成形の後にパケ調整を施し、最終的にヘラミガキで仕上げている。

吉杯

器台

杯部が椀形のものと有段のものとがある。

4258～4259は小型椀形の杯部をもつ低脚のものである。4258はパケ調整の後に、外面に

横方向、内面に縦方向のヘラミガキを施す。4260は小型の有段のものである。4261は椀形

のものであり、口緑直下に横方向、その他の部位に縦方向のヘラミガキを施す。

4262は小型の脚部である。外面に横方向の細かいヘラミガキを施す。4263は3孔を穿っ

た脚部である。外面を縦方向のパケで調整したのちに、ヘラミガキを疎らに施す。4264は

直線的に開く脚部である。2孔1単位の透孔を穿ち、内外面をパケで調整した後に、外面

にヘラミガキを施す。4265は4孔を穿った脚部である。外面に縦方向のヘラミガキを施す

が、裾部のみ横方向に施す。4266はわずかに外側へ屈曲する杯部である。内外面は屈曲部

直下に横方向、下半に縦方向のヘラミガキを施す。

4267～4273は有段のものである。4267は大きく外半する有段の杯部である。屈曲部より

上位にはヘラミガキが施される。4268は屈曲部より上位に施文するものである。上にヘラ

措の沈線、下に櫛指の波状文を配する。4269は屈曲部に沈線を施すものである。外面は縦

方向のパケで調整した後に、横方向のヘラミガキを施す。

4270は屈曲部に擬凹線を施す。4271は口緑直下と屈曲部に凹線を施す。内外面は横方向

のヘラミガキを施す。4272は口緑部が水平に開くものである。杯部外面に横方向のヘラミ

ガキを施す。4273は杯部下半から脚部の外面に縦方向、杯部内面上半に横方向のヘラミガ

キを施す。

4274は裾下端に沈線を施した脚部である。外面に縦方向のヘラミガキを施す。4275は裾

部下端に太い沈線を施した脚部である。外面を縦方向のヘラミガキ、内面を板ナデで仕上

げる。

4276・4277は受け部の口縁端部を垂下させ、施文するものである。4276は鋸歯文を、42

77は擬凹線を施す。4278・4279は鼓形のものである。いずれも受け部の口緑端部を拡張し

施文する。4278は擬凹線を施した後に、竹管文を施した円形浮文を貼付する。受け部内面

には横方向のヘラミガキを施す。4279は櫛措の波状文を施す。外面には縦方向のヘラミガ
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キを施す。

4280は有段高杯形のものである。深い受け部に櫛措の波状文を施す。4281は受け部内面

に突帯を有するものである。外面を縦方向のヘラミガキで仕上げる。

4282～4292は筒形の脚に水平に大きく開く受け部がつくものである。4292以外はいずれ

も受け部端部を下方へ拡張し、端面に施文する。

4282は口緑端面最上部に刻み目を入れ、その下に竹管文を施した円形浮文を貼付する。

4283は上から沈線、波状文、沈線を施した後に、3個1単位の円形浮文を貼付する。受け

部内面には縦方向のヘラミガキを施す。4284は円形浮文を貼付するだけのものである。受

け部内面に横方向のヘラミガキを施す。

4285は擬凹線を施した後に円形浮文を貼付するものである。内面の口緑直下のみ横方向、

それ以外の部位には縦方向のヘラミガキを施す。透孔は3方向にあく。4289は円形浮文を

貼付するだけのものである。内外面とも縦方向のヘラミガキを施す。4287は上から洗練・

波状文・沈線＋列点文を施した後に円形浮文を貼付するものである。内外面ともに縦方向

のヘラミガキを施す。

4288は櫛描波状文2段、その下に沈線2条を施したものである。受け部底面に縦方向の

へラミガキを施す。4289は上から沈線・波状文2条・沈線を施した後に、竹管文を施した

円形浮文を貼付するものである。4290は4条の凹線を施した後に、竹管文を施した円形浮

文を貼付したものである。受け部内面は口緑直下に縦方向のヘラミガキを施したのちに、

横方向のヘラミガキを施す。

4291は上下の凹線の間に波状文を配するものである。外面には縦方向のヘラミガキを施

す。4292はわずかに拡張した口緑端面と脚裾部下端に沈線を施す。受け部の内面と外面上

半に横方向、受け部下半と脚の外面に縦方向のヘラミガキを施す。

4293は小型のものであり、口緑部に擬凹線を施した後に円形浮文を貼付し、上端部には

刻み目を施す。内面はヘラミガキで仕上げる。4294は小さな脚部を持つものであり、内面

をパケで仕上げる。4295は脚部であるが、裾部に長方形の透孔を8個あけ、下端部に2条

の沈線を施す。外面は縦方向のパケを施した後に、縦方向のヘラミガキで仕上げる。

4296は受け部が小型のものであり、口緑端部に凹線を施す。4297、4298は脚下端部にヘ

ラ措きの鋸歯文を施したものである。4299は円形の透孔と凹線で飾ったものである。中位

の凹線帯の間を刻み目で埋める。内面はヘラケズリで仕上げられる。4300は寸詰まりの脚

部である。外面を縦方向のパケで、内面を横方向のパケで仕上げる。

以上の土器は弥生時代後期後半のものを若干含むが、大半は弥生時代終末期のものであ

る。ただし、弥生時代終末期と古墳時代前期の土器は同一遺構から出土したものでも記述

の都合上、次項「古墳時代の土器」と本項に分離している。弥生時代と古墳時代の土器と

いうことで別に取り上げているが、本来同時期のものが両方に分かれている可能性もある

ことを付言しておく。なおこれらの土器の詳細な検討は第6分冊に掲載する予定なので、

そちらを参照していただきたい。
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3．古墳時代の土器

狭間地区旧河道SR54001出土土器（図版62・142）

狭間地区西端の旧河道からは、古墳時代の土器も出土している。出土遺物は、層位的に

弥生時代後期の遺物を包含する層と部分的に共存するものの、ほぼ5b層（灰色シルト）

も含めた層からの出土と思われる。

壷

蜜

鉢

壷は、大型直口壷・二重口緑壷の2種類に分類でき、図示の可能なものは、各一点ずつ

であった。

大型直口壷（4301）

大きくラッパ状に開いた口緑は、外面に若干稜を持ちながらつまみ上げた口緑端部を持

つ大型のものである。胴部は中位で張りをもち、幾分ひしゃげたような丸形で、胴下半部

が欠損しているが丸底を呈すると思われる。胴部外内面は、ほぼ横方向のパケメで仕上げ

る。口緑部外面は縦方向のパケ調整の後、横方向のヘラミガキを施す。口緑部内面は横方

向、及び縦方向のヘラミガキで仕上げる。

二重口縁壷（4302）

口緑部は、頚部で直口気味に立ち上がり、大きく外反する受け部上に、外側に短く開く

形態を呈する。口緑端部は、僅かに内側へつまみ出している。頚部外面は縦方向のパケメ

を、内面は横方向のパケメを施している。

嚢は全て胴下半部が欠損しており、底部の形態的特徴を追う事は不可能であるが、口緑

部形態、及び外内面調整の特徴から、若干の分類が可能である。

4303～4305は共に、胴部に丸みをもつが、肩部に張りのあるものである。口緑はくの字

を呈し、上部で幾分平坦な面を有しながら、内側へつまみ上げる端部をもつ。また内面調

整については、横、及び斜方向のヘラケズリで仕上げている。4303は、外面にパケメが残

り、肩部に1条のヘラガキ波状沈線を付す。4304は、肩部と口縁屈曲部外面にパケメが残

る。4305は、外面をタタキの後パケメで仕上げている。内面は、横方向のヘラケズリで仕

上げる。

4306・4307は、胴部に丸みをもつが、肩部にあまり張りがないものである。口緑はくの

字を呈し、端部は口唇部に若干の膨らみをもち、つまみ上げのないものである。4306は、

外内面を横方向のパケメで仕上げている。4307は、外面に縦方向のパケメを施している。

また内面は、イタナデ調整で仕上げている。

鉢は形態的に若干のばらつきが有るが、小型鉢・有段口緑鉢・小型丸底鉢・大型探鉢の

4種類に分類されよう。

小型鉢（4308）

器形は、やや尖底気味の丸底で、外側へ大きくラッパ状に開く形態を呈する。外内面に

はパケメを残す。また磨滅により明瞭ではないが、僅かにへラミガキの痕跡が残る。
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有段口縁鉢（4309）

口緑部は受け口状の段を有すものの、屈曲度合いが小さく明確に稜をもたない。外面調

整は不明であるが、内面で僅かにイタナデの痕跡が残る。

小型丸底鉢（4310）

口緑部はラッパ状に開き、若干内攣する。口緑端部はヨコナデによる沈線が内面にはい

り、つまみ出したような形態を示す。胴部外面はナデ調整で、内面はイタナデ調整で仕上

げている。

大型深鉢（4311）

器形は口緑部付近を残して下半部が殆ど欠損しているため、形態全体の把握は困難であ

る。残存する口緑部付近の状況から、幾分内傾気味の形態であることが分かる。磨滅によ

り外面調整は不明である。内面はユビナデが残る。胎土から、讃岐地方からの搬入品の可

能性が考えられる。

住居跡出土土器（図版63～64・142～143）

S H64001

SH64024

古墳時代前期～後期の各住居跡から出土した土器は、ほぼ完形のものを除くと細片が多

く、図化可能な土器の点数も僅かであった。ここでは、SH64001・64004・64011～64014・

64023・64024・74001～74003・74005から出土の土器を図示した。

4312～4316は、SH64001ら出土した土器で、図示した土器は殆ど鉢形土器である。4312

は、丸底気味の底部から口緑部にかけて小さく内攣しながら立ち上がる小型の鉢である。

外内面共にヘラミガキを施す。また、外面には黒斑が残る。4313は、底部付近に若干の稜

をもち、丸底気味の平底を呈する椀状の小型の鉢である。底部から僅かに開きながら立ち

上がる形態を示す。外内面調整は磨滅等により不明である。4314は、丸底気味の底部から

ほぼ直に立ち上がる椀状の小型鉢である。外内面共に細かなへラミガキを施す。また体部

外面下半部に黒斑を残す。4315は、底部が欠損しているが、小型丸底鉢である。頚部が僅

かに屈曲し、上方に短く外反する。体部内面にイタナデを施し、その他は、ナデ調整であ

る。4316も小型丸底鉢である。浅い球形の体部をもち、頚部より大きく直線的に開く口緑

部を有する。口緑部内面にヘラミガキを施し、体部内面に横方向のイタナデを施す。その

他は、ナデ調整である。

4317～4322は、SH64024から出土した土器である。4317は、口緑部付近のみ残るが、

丸底の嚢である。口緑部は端部で小さく内攣するものの頚部より大きく外反する。外面は

口緑部、胴部共に縦方向を基本としたイタナデで、内面は口緑部に横方向のイタナデを、

胴部に横方向のへラケズリを施す。4318～4319は、小型鉢である。底部は丸味を帯びた尖

底状で、口緑部にかけて大きく開く。口緑端部は、若干つまみ上げている。内外面ともに

パケメの後、ナデ調整を行う。4320は、平底から内攣気味に立ち上がる小型鉢である。底

部内面にパケメが残り、口緑部付近の外内面に粘土接合痕が残る。4321は、高杯の脚部で

ある。低く広がる裾部とやや円錐気味の柱状部をもち、裾部外面にパケメが残る。脚部内

面は縦方向のシポリメが残る。また、杯部との接合面の観察から脚部天井部を充填してい

ることが窺える。4322は、比較的大きめの小型丸底壷である。球形の体部にくの字状口緑
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を付す。口緑端部は上方に若干つまみ上げる。外面は、胴部中位から上半部にかけて斜方

向のパケメで、底部にかけて横方向を基本としたイタナデを施す。内面はナデ調整であろ

う。

4323～4324は、SH64004から出土した土器である。4323は嚢である。くの字状口緑を呈

し、若干内攣する。端部はやや内側につまみあげる。胴部外面にパケメを、内面にはヘラ

ケズリを行い、口緑部付近はヨコナデである。4324は、裁頭した円錐状の脚部に鉢状の受

け部を接合した小型器台である。脚部と受け部の接合部中央は孔が貫通する。口緑部は外

側に折れ、幾分平坦面をもつ。磨滅により調整が不明確であるが、脚部外内面にパケメを

行う。

4325～4327は、SH64011から出土した土器である。4325は頚部以上のみの残存であるが、

二重口緑壷である。受け部より比較的直に立ち上がり、端部にかけて短く外反する。口緑

部はヨコナデで、頸部外面にタテパケを施す。4326は小さく円錐状に開いた脚部に、浅め

に大きく開いた鉢が接合する、低脚付き鉢である。外面は、全体に細かなへラミガキを施

す。4327は、栽頭した円錐状の脚部に鉢状の受け部を接合した小型器台であるが、脚部の

殆どを欠損している。受け部の中位に若干の稜線をもち、その部分から上方に内攣しつつ

立ち上がる。受け部内面はイタナデが残る。

4328～4331は、SH64012から出土した土器である。4328・4329は嚢である。2点共に胴

下半部を欠損しているが、全体的に丸形を呈する。口緑部はくの字状で、端部にかけて内

攣する。端部は、内側につまみ上げる。4328は、胴部外面をヨコパケをした後、肩部に1

条のヘラガキ沈線を施す。内面には、指頭庄痕が残る。4329は、胴部外面にヨコパケが残

り、内面に横方向を基本としたへラケズリを施す。4330は、内攣する浅めの小型鉢である。

ほぼ丸底の底部付近外面にヘラケズリを行う。内面は口緑部付近にイタナデが残る。4331

は小型丸底鉢である。球形の体部にくの字状の口緑部を付し、端部にかけて大きく斜方に

開く。体部外面は横方向のヘラミガキを施す。また体部中位には、焼成後穿孔を一つ有す。

4332・4333は、SH64013から出土した土器である。4332は、受け部での屈曲が比較的緩

い二重口緑壷であり、頚部以上のみの残存である。受け部は外面で幾分突出し、明瞭な稜

を持ちながら、口緑部にかけて小さく外反する。口緑端部は外側に僅かにつまみ出す。外

面は、口緑部でタテパケが残り、頚部付近で指頭庄痕を残す。内面は、口緑部でヨコパケ

が残り、頚部に縦方向のイタナデを行う。4333は小型丸底鉢である。浅い球形の体部にく

の字状口緑を付し、端部にかけて大きく開く。端部は、上方につまみ上げる。外面にはタ

テパケが、また内面にはヨコパケが残る。

4334は、SH64014の土坑内から出土した土器である。4334は、小型の嚢である。若干尖

底気味の丸底を呈する。くの字状の口緑部で、端部にかけて小さく外反する。胴部外内面

には斜方向のパケメが残り、特に内面には底部付近で指頭庄痕が残る。

4335・4336は、SH74001から出土した土器である。4335は須恵器の杯身である。受け

部から口緑部にかけて幾分内傾する立ち上がりをもつ。全体的にのっぺりとした器壁であ

り、調整も明確でないが、底部から全体の3分の1程までヘラケズリを行い、その他は回

転ナデである。4336は須恵器の杯蓋である。全体的に丸みを帯びた形態を示し、口緑部か
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ら全体の3分の2程にヘラケズリを施している。口緑端部は内面を面取りし、回転ナデを

行っている。

4337～4344は、SH64017から出土した土器である。4337は丸底の嚢である。端部にか

けて小さく外反するくの字状口縁を呈し、端部を若干つまみ上げる。胴部外面は上半部を

ヨコパケ、下半部をタテパケを基本とした調整を行う。内面は、底部付近に指頭庄痕が残

る。4338・4339は小型鉢である。4338はほぼ丸底の底部から緩やかに開きながら立ち上が

る形態である。内面にパケメを施す他は、外内面に指頭庄痕を残す。4339は平底で内攣し

ながら立ち上がる形態を示す。外面に細かな指頭庄痕が顕著に残り、粘土帯接合痕も窺え

る。内面は底部付近に指ナデを施す。4340は、比較的大型の鉢である。底部は欠損してい

るが、尖底気味の丸底であろう。器形は底部付近から幾分内攣しながら大きく開く。口緑

端部は、ヨコナデ調整により明確な稜をもつ。外面はタテパケで、内面をイタナデで仕上

げる。4341は、内攣する小型鉢状のミニチュア土器である。手づくねであり、未調整に近

い状態である。4342は小型器台である。脚部は、三方透かしを配し、受け部の口緑端部は

上方につまみ上げる。調整はナデを基調とするが、明確でない。4343・4344は低脚付き鉢

である。4343は、脚部が欠損した小型のもので、緩やかに外側へ立ち上がる。外面は、横

方向の細かなへラミガキを施す。4344は、脚部と鉢の接合部分で、整形時の指頭庄痕が残

る。口緑端部は外内面共に横方向のヘラミガキで、以下、体部は斜方向のヘラミガキを施

す。また脚部の設置面には、木の葉状の庄痕が残る。

4345・4346は、SH64018から出土した土器である。4345は、頚部以上のみの残存であ

るが、小型の二重口緑壷である。比較的緩やかな外反を示す受け部上に、僅かに開きなが

ら立ち上がる口緑を付す。口緑端部は、外側に小さくつまみ出す。口緑部付近はヨコナデ

である。頚部以下は外面にタテパケを、内面に指頭庄痕と粘土接合痕を残す。4346は、高

杯の杯部である。脚部との接合部付近で若干段をもち、大きく外反する。外面に斜方向の

パケメ、脚部付近で指頭庄痕が残る。

SH74005　　4347・4348は、SH74005から出土した土器である。4347は、須恵器の有蓋高杯の杯部

で、微妙に内傾する立ち上がりを呈する。4348は、須恵器の小型壷、若しくは提瓶の口緑

部である。口緑端部付近で急激に外反し、端部をつまみ上げる。

SH64023

SH74002

4349・4350は、SH64023から出土した土器である。4349は、直口気味の大型鉢である。

口緑部付近で幾分外反している他は、殆ど欠損しているため器形の把握は困難である。口

縁端部は、ヨコナデによる沈線を付す。外面がタテパケである他は明確でないが、内面に

粘土接合痕が残る。4350は、須恵器の杯蓋である。外面に明確な稜をもつ。口緑端部は内

面を面取りしている。底部付近はヘラケズリを施し、それ以外は回転ナデ調整を行う。

4351～4354は、SH74002から出土した土器である。4351は、外側へ大きく開く大型鉢

である。口緑部付近を除いて、殆ど欠損する。口緑端部内面で僅かに外傾する。外面は斜

方向のパケメが、また内面に粘土接合痕が残る。4352は、受け部から内傾しつつ短く立ち

上がる須恵器の杯身である。体部中位よりやや底部よりまでへラケズリで、その他は回転

ナデである。4353・4354は須恵器の杯蓋である。4353は、体部のほぼ中位までヘラケズリ

を行い、後に回転ナデで仕上げる。口緑端部内面は、細く面取りをしている。4354は、法
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量と外面へラケズリの位置が底部よりになる以外は、4353とほぼ同じ様相を呈する。

4355は、SH74003から出土した土器で、長胴形の大型嚢である。底部は欠損している

が、おそらく丸底であろう。肩部に若干の張りがあり、口緑部にかけて窄まる。口緑部の

屈曲は、くの字状というより、むしろS字状といった稜線を明確に持たないまま外反する

形態を示す。外面は、胴部から口緑部に至るまで粗いタテパケで仕上げ、内面は頚部付近

にヨコパケを、胴部に横方向のイタナデ、若しくはへラケズリを施す。

SD54001出土土器（図版65～73・144～149）

唐土地区のSD54001は、弥生後期以降の遺物が量的にも、形式的にも比較的まとまっ

て出土している。古墳時代の土器については、唐土1区の西半部からまとまった資料が多

量に出土しているため、これを別項目として一括して提示し、それ以外の地区から出土し

た土器と区別している。

壷

唐土1区西半部以外の出土土器（図版65～68・144～146）

壷は、直口壷・大型直口壷・短頸壷・二重口緑壷の大きく4種類に分類できる。

直口壷（4356・4357）

4356は、底部を欠損しているが丸底である。肩部が張り、頚部にかけて窄まる。頚部外

面に小さな段を有し、やや開き気味に立ち上がる。胴部外面は下半部にかけて細かなヨコ

パケを施し、口緑部内面は粗いヨコパケを残す。胴部内面は上半部をユビナデ、下半部を

イタナデで仕上げる。また、頚部付近には粘土接合痕が残る。4357は、痕跡的に残る平底

から立ち上がり、肩部に僅かな張りをもちつつ頸部で窄まる。開き気味のくの字状口緑か

ら、外側へ緩やかに開く。胴部外面にタテパケを残し、内面をユビナデで仕上げる。

大型直口壷（4360～4364）

4360・4361は、共に口緑部のみの残存である。くの字状に外側に開き、口緑端部内面を

内側につまみ出す。外面にタテパケを、内面の口緑部にヨコパケ、胴部にイタナデを施す。

4360は、口緑部外面に指頭庄痕を残す。4362は、やや外広がりに立ち上がるくの字状口縁

を呈し、端部で上方につまみ上げる。外内面共にイタナデで仕上げる。また、頚部内面付

近は指頭庄痕と粘土接合痕を残す。4363は、頚部以上のみ残存しており、胴部の状況は把

握困難であるが、比較的大型のものである。大きくラッパ状に立ち上がるくの字状の口緑

で、端部外面付近はナデ調整により小さな段を有す。外面は縦方向の細かなへラミガキで、

内面は斜方向のパケメを行う。4364は、胴下半部は欠損しているが、球体を呈するもので

あろう。頸部で緩やかに屈曲し口緑端部にかけて外反する。外面は細かなタテパケ、内面

は口緑部にヨコパケを残し、胴部にイタナデを施す。指頭庄痕と粘土接合痕を残す。

短頸壷（4358）

尖底気味の丸底の球体を呈し、短く開いたくの字状口緑部もつ。口緑端部は上方につま

み上げる。胴部外面はヨコパケ、内面は横及び縦方向のイタナデで仕上げる。

二重口縁壷（4359）

頚部以上のみ残存する。大きく外反する受け部上に、幾分突出した段を有しながら、や
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や外側に外反する。口緑端部は、外側につまみ出す。頸部外内面に其々タテパケ、ヨコパ

ケを残し、口緑部付近はヨコナデであろう。

蜜 婆は、大きさや時期的な差異の細分が可能だが、ここではくの字状口緑葉と複合口緑嚢

といった2種類に大分類する。

くの字状口縁嚢（4365～4372・4376～4380）

4365は、底部が欠損する小型嚢である。胴部最大径は中位に有る。口緑部は幾分内攣し、

端部は僅かにつまみ上げる。外面上半部はタテパケで、下半部はヨコパケである。内面上

半部はヨコパケで、底部から下半部にかけて上方向へのへラケズリで仕上げる。4366は、

胴下半部が欠損し、胴部最大径が上半部に位置する。頚部は付近は幾分肥厚し、端部にか

けて薄くなる。口緑端部は微妙に内側へつまみ出す。胴部外面には斜方向のパケメが残る。

4367は、胴部下半部が欠損し、胴部最大径を中位にもつ球体を呈す。器壁が全体に一定し

て厚く、頚部屈曲部分の稜線が非常に甘い。内面の口緑部付近にヨコパケ、胴部中位にヘ

ラケズリを施す。4368は、胴下半部が欠損し、胴部最大径を中位にもつ若干ひしゃげ気味

の球体を呈す。口緑部は直線的に外側へ開き、端部は上方につまみ上げる。胴部外面はタ

テパケを基本とし、内面はイタナデが残る。4369は、胴下半部が欠損し、胴部最大径を上

半部にもつ。口緑部は頚部付近から端部にかけて急激に外反する小型の嚢である。胴部外

面にタテパケを施す。4370は、底部付近が欠損し、胴部最大径を上半部にもつ卵倒形を呈

す。口緑部は頚部から急激に外反する。口緑部外面はタテパケ、内面はヨコパケを施す。

また、外内面は指頭庄痕と粘土接合痕が残る。4371は、口緑部付近のみ残存する。口緑部

が外側へ大きく開き、比較的強いくの字状口緑を呈する。外面は口緑部付近はタテパケで、

上半部にかけてヨコパケで仕上げる。内面は、口緑部にヨコパケを施し、胴部に指頭庄痕

と粘土接合痕を残す。4372は、長胴の丸底で卵形を呈する。緩やかに開く、くの字状口緑

である。胴部外面にタテパケで、内面に上方向のヘラケズリで仕上げる。4376は、胴部下

半部が欠損し、胴部最大径を中位にもつ球体を呈する大型のものである。稜線の甘い頚部

から大きく外側へ開く。口縁端部は、僅かにつまみ上げる。胴部外面はタテパケ、及びヨ

コパケを残し、内面は横方向のヘラケズリで仕上げる。4377は、胴下半部が欠損し、胴部

最大径を中位にもつ、若干ひしゃげ気味の球体を呈する大型のものである。比較的窄まり

のきつい頚部から外反しながら開く。口緑端部は、上方につまみ上げる。胴部外面は斜方

向のパケメを施し、内面は横方向のへラケズリで仕上げる。4378は、底部付近が欠損し、

胴部最大径を中位にもつ球体を呈する。明確な稜線をもつ頚部は、外面に小さな段を有し

ながら直線的に開く。口緑端部は幾分内側につまみ出す。胴部外面に不定方向のパケメを

残し、内面にイタナデ、あるいはへラケズリを行う。4379は、胴部最大径が上半部に位置

する球体を呈する。口緑は頚部付近でやや肥厚しながら、端部にかけて外反する。端部は

上方につまみ上げる。胴部外面は、頸部付近でイタナデを施す。内面は底部付近でイタナ

デを施す。また、指頭庄痕と粘土接合痕が残る。4380は、底部付近が欠損し、胴部最大径

を中位から下半部にもつ球体を呈する。口縁部は甘い稜線をもつ頚部から、小さく外反し

ながら開く。胴部外面は、斜方向の粗いパケメで仕上げる。内面は斜方向のパケメが残る。
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高杯

また、指頭庄痕と粘土接合痕を残す。

複合口縁蜜（4373～4375）

4373は、口緑部付近のみの残存で、大型のものである。大きく屈曲した頚部から短く外

反した受け部上に、やや開き気味に立ち上がる口緑を呈する。口緑端部は内側に小さくつ

まみ出す。胴部外面は、縦横のパケメが残り、内面は横方向のヘラケズリで仕上げる。そ

の形態的特徴から、山陰系土器との関連性が考えれる。4374は、口緑部付近のみ残存し、

比較的小型のものである。強く屈曲する頚部上に、大きく外反する口緑部を有し、口綾部

の形状はいわゆるS字状を呈する。胴部外面は粗いタテパケを行う。口緑部の形態的特徴

から東海系のS字状口縁台付き嚢の、搬入品である可能性が高い。4375は、胴下半部が欠

損し、胴部最大径を中位にもつ球体を呈す。大きく屈曲した頚部上に内傾気味に直口する

口緑部で、口緑部外面に4から5条の凹線を巡らす。外内面調整は明確でない。口緑部形

態の特徴から吉備系の搬入土器、あるいはその影響を受けたものと考えられる。

鉢は、有段口緑鉢・大型鉢・小型鉢と大きく3種類に分類した。また、小型丸底壷・鉢

類については、点数がまとまっており、後述に一括する。

有段口縁鉢（4381・4382）

4381は底部を欠損しているが、丸底で頚部にかけて内攣しながら立ち上がる。口緑部に

明確な段を有し、やや開き気味に立ち上がる。口緑端部は、僅かにつまみ上げる。胴部外・

内面は横方向のへラミガキで仕上げる。4382は、比較的小型のもので、口緑部の段も非常

に不明瞭であったが、同様の器種と認識した。体部は丸味をもつものの、幾分平底の痕跡

が残る。底部からあまり窄まらずに、頚部に接合する。体部外面は横方向の柵かなへラミ

ガキで、内面は横方向の比較的細かなイタナデで仕上げる。

大型鉢（4383）

底部付近が欠損し、肩部に最大径をもつ。明確な稜をもつくの字状口緑で、若干内攣す

る。口緑端部は、内側に小さくつまみ出す。胴部外内面に横方向の粗いパケメを施す。

小型鉢（4384・4385）

4384は、尖底気味の丸底からやや開き気味に立ち上がる。体部外面は粗いタテパケで仕

上げ、内面にもタテパケが残る。4385は、僅かな平底から浅めに開く、皿状を呈する。外

面は、指頭庄痕と粘土接合痕が残る。内面は、ヨコパケと放射状の工具痕が残る。

高杯は、復元を含めて完形図示のものと、杯部のみ、脚部のみといった任意で分類する。

完形高杯（4386～4389）

4386は低く広がる裾部に、透かし孔を有す。裁頭円錐状の柱状部に段を有すし、大きく

外反する杯部と接合する。外面は縦、及び放射状の細かなへラミガキで、杯部内面におい

ても横、及び放射状のへラミガキで仕上げる。4387は、低く小さな裾部に棒状の柱状部を

以て脚部と成し、僅かに段を有す鉢状の杯部が共に接合する。杯部外・内面に横方向、及

び放射状のヘラミガチで仕上げる。柱状部内面は棒状工具痕が残る。杯部と脚部の接合痕

が観察できるが、粘土円盤を充填したタイプのものかどうかは明確でない。4388は、裾部

の屈曲が緩やかなラッパ状の脚部に、段の甘い鉢状の杯部が接合する。外面は、杯部と裾
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器台

部にパケメで、杯部内面は横方向の細かなへラミガキで仕上げる。また、柱状部外面は、

僅かに面取りが残る。4389は、小さな裾部に栽頭円錐状の柱状部を付して脚部と成し、裾

部部付近に透かし孔を有す。その脚部には、僅かに段を有す浅い鉢状の杯部が接合する。

杯部と脚部には接合痕が残り、剥離痕の状況から粘土円盤を充填したものと考えられる。

杯部（4390～4392）

4390は、若干外反する鉢状の杯部である。外面は、横方向を中心とした、不定方向の細

かなへラミガキで仕上げ、内面も横方向のヘラミガキが残る。4391は、口緑部付近のみの

残存である。浅めの鉢状の杯部で、端部付近で外反する。調整は磨滅により不明である。

4392は、口緑部付近のみの残存である。器壁が厚く椀状の杯部は、端部付近で外反する。

脚部（4393・4394）

4393は、裾部から柱状部にかけて、緩やかに屈曲するラッパ状を呈し、柱状部の1箇所

に透かし孔を有す。外面は、縦方向のヘラミガキを施す。裾部内面はパケメで、柱状部内

面では、横方向のヘラケズリを施す。4394は、低く広がる裾部は透かし孔を有し、若干膨

らみをもつ栽頭円錐状の柱状部が接合する。調整は明確でないが、ナデ調整であろう。

器台は、細かな違いはあるが小型器台でまとめておく。

小型器台（4395～4397）

4395は、裁頭円錐状の脚部にやや外反する鉢状の受け部が接合する。また、接合部分中

央は孔が貫通する。脚部外面は横方向のヘラミガキで仕上げ、内面は放射状のパケメを施

す。また、棒状の庄痕も残る。4396は、微妙に膨らむ脚部に、やや外反する浅い鉢状の受

け部が接合する。受け部口緑端部は若干つまみ上げる。4397は、栽頭円錐状の脚部に鉢状

の受け部が接合する小型のものである。受け部の口緑端部はつまみ上げる。

小型丸底土器　小型丸底土器については、壷か鉢かといった分類に困難が生じるため、小型丸底壷と小

型丸底鉢とを一括して取り扱う。（4398～4411）

4398は、体部中位に最大径をもつ、球形を呈する丸底壷である。口緑部はくの字状を呈

する。胴部外面はヨコパケを施す。内面は口緑部にヨコパケを、胴部はイタナデで仕上げ

る。また、外内面に指頭庄痕と粘土接合痕を残す。4399は、体部上半部に最大径をもつ、

卵形状の球体を呈する。頚部の窄まりが小さく、口緑部はくの字状で、短く開く丸底の鉢

である。胴部外面はヨコパケが残る。内面は横方向のイタナデで仕上げる。また、外面に

は、粘土接合痕が残る。4400は、体部上半部に最大径をもつ、若干尖底気味の卵形状の球

体を呈する。頚部の窄まりが比較的小さく、くの字状の口緑部は頚部付近で肥厚し、細身
ノ

になりながら短く開く丸底の鉢である。口緑端部は、僅かにつまみ上げる。体部外面に斜

方向のパケメが残り、内面はイタナデの痕跡が残る。4401は、体部下半部に最大径をもつ、

下膨れの球形を呈する。頚部の窄まりが比較的強く、くの字状の口緑部は、頚部付近で肥

厚し、細身になりながら短く開く丸底壷である。口緑端部は、内側に小さくつまみ出す。

体部外面はタテパケが僅かに残り、上半部に指頭庄痕が残る。また、内面はあまり明確で

ないがユビナデで仕上げたものと考えられる。4402は、頚部の窄まりが比較的小さい球形
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で、明確な稜をもちながら、屈曲の緩いくの字状口緑は、微妙に外反しつつ大きく開く丸

底の鉢である。外面は斜方向、及び横方向のヘラミガキで全体を仕上げる。内面は明確で

ないが、へラミガキとナデ調整の仕上げが考えられる。4403は、体部中位に最大径をもつ、

卵形状の球体を呈する。口綾部は頚部外面に段状の膨らみをもち、直口気味に開く。体部

外面中位にタテパケが残る。形態的に壷の要素ももつが、ここでは丸底の鉢と認識した。

4404は、体部中位に最大径をもつ球形を呈する。頚部の窄まりが比較的小さく、くの字状

に屈曲してから、やや大きく開く丸底の鉢である。体部内面は横方向のイタナデで仕上げ

る。4405は、体部下半部に最大径をもつ、やや下膨れの球形を呈する。頚部の窄まりが比

較的強く、口緑部はくの字状で、微妙に内攣しながら開く丸底壷である。口緑端部はつま

み上げる。体部内面はユビナデで仕上げる。4406は、底部の一部が欠損するが、体部上半

部に最大径をもつ、球形を呈する。頸部の窄まりが比較的小さく、くの字状の口緑は頚部

外面付近で僅かに膨らみをもちつつ、やや内攣気味に開く丸底の鉢である。体部内面はイ

タナデで仕上げる。また、その工具痕が残る。口緑部外面は粘土接合痕が残る。4407は、

尖底状の丸底で、くの字状口緑をもつ小型鉢である。底部が非常に厚く、口緑端部は微妙

につまみ上げる。外内面共にナデ調整であろうが、明確でない。4408は、やや尖底状の丸

底で、半裁卵形状の球形を呈する。くの字状の口緑から大きく開く丸底の鉢である。口緑

端部は若干つまみ上げる。体部内面はイタナデで仕上げる。4409は、半裁卵形状の球形を

呈し、頚部外面で僅かに段を有するくの字状口緑をもった、丸底の鉢である。口緑端部は、

微妙につまみ上げる。底部外面にヘラミガキが残る。4410は、やや尖底状の丸底で、卵形

を呈する。頚部は窄まりが小さい、やや内攣しながら短く開く、くの字状口緑をもった小

型鉢である。4411は、4410よりも更に頚部の窄まりが小さいもので、屈曲も非常に弱いく

の字状口縁をもつ、小型鉢である。外内面共にタテパケで仕上げる。

須恵器 図化可能なものが僅かではあるが須恵器もあり、ここで一括する。

杯身（4412～4415）

4412は、比較的小型のものである。受け部は平坦面をもちながらやや外へ反る。立ち上

がりは若干内傾するが、口緑端部付近で微妙に上向きになる。口緑端部は明確な面取りが

される。外面は、体部の中位付近までヘラケズリで、その他は回転ナデである。4413は、

4412よりも若干大きめだが、体部が浅くなる。受け部はやや上向きになり、それに伴い立

ち上がりも内傾気味になるが、やはり口緑端部付近で反りながら上向きになる。口緑端部

の面取りは、磨滅によるものか、若干明瞭さに欠ける。体部外面のヘラケズリは中位より

底部付近に下がり、その他を回転ナデ調整で仕上げる。4414は、体部が浅いが比較的大型

のものである。受け部の内傾化に伴い立ち上がりも内傾し、上方に反りながら短く延びる。

口緑端部の面取りは無く、丸くおさまる。体部外面のヘラケズリは中位から底部に位置し、

その他を回転ナデで仕上げ、底部内面に仕上げナデを施す。4415は、底部から受け部にか

けての体部の屈曲が緩くなり、器形全体が鉢状を呈する、非常に大型のものである。受け
［

部の内傾に伴い立ち上がりも内傾し、上方に反りながら短く延びる。端部は面取りが無く、
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丸くおさまる。外面のへラケズリは中位より底部付近寄りに位置し、回転ナデと底部内面

に仕上げナデを行う。

高杯（4416・4417）

4416は、口縁端部に面取りのある立ち上がりをもつ杯身に、脚部が接合した有蓋高杯で

ある。栽頭円錐状の脚部は3方透かしを有し、筒部から裾部にかけて外面にカキメを施す。

4417も同じく、有蓋高杯である。脚部には、3方の透かし孔を有し、筒部から裾部にかけ

て外面にカキメを施す。

短頸壷（4418・4419）

4418は、尖底状の丸底で、体部の最大径が肩部に位置する。短い口縁部が僅かに内攣し

ながら直口する。外内面共に、回転ナデで仕上げる。4419は、若干丸昧気味の平底で、体

部の最大径がほぼ中位に位置する。短い口緑部の外面が内攣気味であるが、内面はほぼ直

口である。外内面共に回転ナデで仕上げ、体部中位外面に幅広の棒状沈線を施す。

長頸壷（4420）

残存する部分が、頚部から肩部のみである。肩部・頸部の屈曲部が共にシャープさに欠

ける。外・内面共に、回転ナデである。

蜜（4421）

口緑端部付近のみの残存で形態的な復元は困難であるが、口緑部径から大型のものであ

ろう。大きく外反口緑の端部は、やや内側につまみ上げる。また、端部直下の外面には凸

帯状の張出があり、それ以下を2条の沈線で区画した後、区画間に櫛措き波状文を施す。

杯蓋（4422～4427）

4422は、天井部に丸味をもち、口緑部にかけて僅かに広がり、ドーム状を呈する。天井

部と口縁部を分ける稜は、若干鋭さに欠ける。口緑端部内面は、面取りがされる。外面の

ヘラケズリは、中位より上部に位置し、それ以外は回転ナデで仕上げる。4423は、天井部

の丸味が小さく、僅かに平坦面をもつ。口緑部は、ほぼ垂下するが、やや開く。天井部と

口綾部を分ける稜は、非常に鈍く、直下の沈線も非常に浅い。口緑端部内面は、面取りが

される。外面のヘラケズリは、中位より上部に位置し、それ以外は回転ナデで仕上げる。

4424は、天井部丸味が無く偏平で、口緑部はほぼ垂下する。天井部と口緑部を分ける稜は

殆どなく、そのまま口緑部へ屈曲する。口緑端部内面の面取りは無く丸くおさめる。外面

のヘラケズリは中位より上部に位置し、それ以外は回転ナデで仕上げる。4425は、天井部

中央が、部分的に膨らむが、形態的な特徴は4424と同様である。口緑端部内面は、面取り

されているが、稜が鈍い。また、外面調整は、辛うじて天井部上位にヘラケズリを確認で

き、それ以外は、回転ナデであろうが、磨滅等で明確でない。4426は、天井部に幾分平坦

な部分をもちながら丸味がかった形態である。天上部と口緑部を分ける稜は殆ど無く、口
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緑部付近の屈曲部に僅かに痕跡を窺うのみである。口緑端部の面取りは鈍く、殆ど丸味を

帯びた状態である。外面のヘラケズリは、中位より上部に位置し、それ以外は回転ナデで

あろう。4427は、天上部に幾分平坦面を残しながら丸味がかったドーム状を呈し、非常に

小型のものである。口緑端部は微妙に肥厚しつつ丸くおさまる。外面のヘラケズリは、天

上部の平坦面に限定され、それ以外は回転ナデ、及び天上部内面に仕上げナデである。

壷

唐土1区西半部出土土器（図版69～73・147～149）

壷は、直口壷・大型直口壷・短頸壷・二重口緑壷・異型広口壷の5種類に分類する。

直口壷（4434～4437）

4434は、胴下半部を欠損しているが丸底であろう。肩部が張り、頚部にかけて窄まる。

口緑部はやや開き気味に立ち上がるくの字状口緑を呈する。外面はタテパケを施し、内面

は指頭庄痕と粘土接合痕が残る。4435は、底部付近を欠損する。胴上半部に最大径をもち、

頸部にかけて強く窄まる。口緑部はやや開き気味に立ち上がるくの字状口緑を呈する。口

緑端部は、僅かにつまみ上げる。胴部内面は、指頭庄痕が中位を中心に残り、丁度その部

分に粘土接合痕も残る。4436は、底部に若干の平坦面をもつ平底である。胴上半部に最大

径をもち、頚部にかけて強く窄まる。口縁部は、微妙に開きながら直口する。胴上半部に

斜方向のパケメを施し、中位に指頭庄痕が残る。胴部内面は指頭庄痕が中位と底部付近に

残る。また、口緑部外面と胴部内面には粘土接合痕が残る。4437は、最大径を胴下半部に

もつ、球形を呈する非常に小型のものである。頚部付近で到れる様に屈曲し、口緑部はや

や内攣しながら立ち上がる。口緑端部は、一見面取り状につまみ上げる。外内面共にナデ

調整を行う。

大型直口壷（4428～4431）

4428は、口緑部付近のみの残存である。口緑部はくの字状に外側へ開き、口緑端部は、

内側につまみ出す。口緑部内面は頚部付近でヨコパケを、胴部付近は横方向のヘラケズリ

で仕上げ、粘土接合痕も僅かに残る。4429は胴下半部が欠損している。球形を呈し、頚部

で強く窄まる。口緑部は、くの字状に開き、内攣しながら立ち上がる。口緑端部は内側に

つまみ出す。胴上半部外面はタテパケ・ヨコパケを、口緑部外面は、タテパケを施す。内

面は、口緑部・胴部共にヨコパケが基本となる。また、胴部内面には、指頭庄痕と粘土接

合痕が残る。4430は口緑部付近のみの残存である。口縁部はくの字状に外側へ開く。外面

は、胴部にヨコパケを、口縁部に縦横の工具痕が残る。内面は、胴部と口縁部に横方向の

イタナデで仕上げ、口緑部内面に斜方向のキザミを付す。また、胴部内面に指頭庄痕と粘

土接合痕が残る。4431は、口緑部付近のみの残存である。口緑部は、くの字状に外側へ開

き、頸部付近に若干の膨らみをもちながら立ち上がる。口縁端部は、若干内側につまみ出

す様な形態を呈する。外面は、胴部にタテハケ、及びヨコパケを施し、口緑部にはヘラ状

工具痕が残る。胴部内面は横方向を基本としたイタナデで仕上げる。

短頸壷（4438・4439）

4438は、最大径を胴下半部にもつ、下膨れ状の丸底を呈する。頚部の窄まりが小さく、

やや外反気味に直口する。口緑端部はややつまみ上げる。胴部外・内面共に、斜方向のハ
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ケメで仕上げる。また粘土接合痕も残る。4439は、尖底気味の丸底で、肩張りの卵倒形を

呈す。口緑部は急激に窄まるくの字状口緑で、短く外側へ開く。胴部外面イタナデの痕跡

を残すが、明確でない。

両短頸壷は、他の形式に符合するものが無く、便宜上短頸壷の名称で分類した。

二重口縁壷（4430・4440～4444）

4430は、口緑部付近のみ残存である。稜の甘いくの字状に屈曲した頚部が外反し、口縁

端部にかけてほぼ直口気味に立ち上がる受け口状口緑を呈する。口緑端部は、内側に折り

曲げる様につまみ出す。胴部内面に指頭庄痕が残る他は、外内面共にナデ調整である。ま

た、胴部外面の頚部付近には、「ハ」の字のヘラ記号状の線刻を有す。4440は、頚部以上

のみ残存する。口緑部は、外反する受け部上から、段を有しながらやや外反気味に開く。

口緑端部は上部で若干面を持ちつつ外側につまみ出す。外内面共にナデ調整で仕上げる。

4441は、胴下半部を欠損する。口緑部は、頚部内面で僅かに稜を有しながら大きく外反す

る受け部上から、段を持ちつつ短く開く。口緑端部は、小さく内側につまみ出す。外内面

共に、ナデ調整で仕上げるだろうが明確でない。4442は、口緑部のみ残存する。口緑部は

緩いくの字状屈曲から、端部付近で外反するもので、その外面に鈍く垂下する段を付す。

調整は外内面共にヨコナデである。4443は、口緑部付近のみ残存する。口緑部は、くの字

状に屈曲する受け部上に、突出する段を有して、幾分外反しながら直口する。口緑端部は

上部に若干面を持ちつつ、外側につまみ出す。胴部外面は、縦方向のイタナデが辛うじて

窺える。口緑部内面は粘土接合痕が残る。4444は、底部付近が欠損するが、胴部中位に張

りをもつ、縦伸びの算盤玉状の球形を呈する。直上する頚部から急激に外反して受け部と

成し、口緑端部付近で外反するものの、幾分段を有しながら直口する。口緑端部は、ナデ

調整により上方につまみ出した様になる。胴部外面はタテパケで仕上げる。胴部内面は指

頭庄痕が顕著に残る。また、胴下半部内面に粘土接合痕が残る。

異形広口壷（4432）

口緑部のみで、器形全体の把握が非常に困難であり、他の出土遺物との相対性も窺い知

れないので、この器種のみ分離させた。

口縁部は逆L字状に屈曲し、上部に幅広の平坦面を有す。口緑端部は、断面形から上部

につまみ出した後、下部に粘土を貼付しヨコナデすることで、上下共に肥厚する形状を呈

する。調整は、明確でないが、ヨコナデであろう。

嚢 婆は、大きさや時期的な差異の細分が可能だが、くの字状口緑葉と複合口緑葉の2種類

に大分類する。

くの字状口線審（4445～4456・4458～4463）

4445は、胴下半部が欠損する小型嚢である。胴部最大径は中位に有る。口緑部は低く、

短く開く。胴部外内面にイタナデで、頚部外面付近はヨコパケが残る。4446は、胴下半部

が欠損する小型のものである。口縁部は内攣しながら開く。口縁端部は、内側に若干つま

み出す。胴部外面は、ヨコパケを施し、肩部に一文字状のヘラ措き沈線を有す。胴部内面
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ほほほ全面に指頭庄痕が残る。4447は、胴下半部が欠損する小型のものである。口緑部は

頚部外面付近で肥厚し、有段状を成しつつ、微妙に内攣しながら開く。胴部外面は、タテ

パケで仕上げる。4448は、口縁部付近のみ残存する。口緑部は、明瞭な稜をもつくの字状

で、内攣しながら開く。口緑端部は、ヨコナデにより、微妙に内側へつまみ出す。胴部内

面は、横方向のヘラケズリで仕上げる。4449は、口緑部付近のみ残存し、その形態から幾

分卵倒形状の球形を呈するものと考えられる。口緑部は、内面のヘラケズリにより、鈍い

ながらも突出した稜をもつくの字状で、微妙に外反しながら開く。口緑端部は、ややつま

み上げる。胴部外面はヨコパケを施す。内面は、口緑部にヨコパケが残り、胴部は斜方向

のヘラケズリで仕上げる。4450は、口縁部付近のみ残存し、その形態から頚部付近に張り

をもつ、卵倒形状の球形を呈するものと考えられる。口緑部は、頚部の窄まりが比較的小

さく、幾分直口に近い立ち上がりを示すくの字状で、やや外反しながら開く。口緑端部は

ヨコナデにより、微妙につまみ上げた形状である。外面は頸部から胴部にかけてタテパケ

が残る。内面は、口縁部にヨコパケが残り、胴部は横方向のヘラケズリで仕上げる。4451

は、口縁部付近のみ残存する。口緑部は、頸部外面付近で微妙に稜をもち、やや内攣気味

に立ち上がるくの字状である。口緑端部は、内側につまみ出す。胴部外面は、ヨコパケが

残り。胴部内面は、横方向を基本としたへラケズリで仕上げる。4452は胴下半部が欠損す

る。口緑部は、頚部で比較的強く窄まるが、稜の鈍い屈曲のまま外反する、くの字状であ

る。口緑端部は、細くつまみ出した様な形状である。胴部外面は、タテパケを施す。胴部

外面は、タテパケを施す。胴部内面は、斜方向を基本とした、不定のヘラケズリで仕上げ

る。4453は、口緑部付近のみ残存する。口緑部は、頚部の窄まりが比較的強い、幾分稜の

甘いくの字状で、肥厚しつつ外反する。外内面共にナデ調整で仕上げ、胴部内面の頚部付

近では指頭庄痕が残る。また、頚部外面付近には粘土接合痕が残る。4454は、口縁部付近

のみ残存する中型のものである。口緑部は、端部付近で微妙に内攣しながら比較的長めに

開く。口緑端部は、丸くおさめるが、若干内側につまみ出す。外面は、胴部外面の頚部付

近にヨコパケが残る。胴部内面は器壁の薄さから、ヘラケズリの後ナデ調整で仕上げたも

のと考えられる。また、口緑部外面には粘土接合痕が残る。4455は、胴部中位以下が欠損

する中型のものである。口緑部は、頸部で比較的強く窄まるが、稜の甘いくの字状で、ほ

ぼ真っ直ぐ開く。口縁端部は、内側につまみ出す。胴部内面は、細身のヘラケズリが斜方

向に残る。また、頚部付近には、指頭庄痕と粘土接合痕が残る。4456は、やや尖底気味の

丸底で、最大径を中位にもつ球形を呈する。口緑部は、頚部で強く窄まり、外面に若干の

稜を有しながら開く。端部付近では、細く微妙に外反する。胴部外内面は、共に縦方向の

イタナデで仕上げる。また、内面底部付近は指頭庄痕と粘土接合痕が残る。4458は、やや

尖底気味の丸底で、最大径を胴上半部にもつ球形を呈する。口緑部は、頸部で比較的強く

窄まり、外面にやや突出する稜を有し、若干内攣しながら立ち上がるくの字状である。口

緑端部は内側につまみ出す。胴部外面は、肩部にヨコパケを、中位にタテパケを、下半部

から底部付近に斜方向のパケメを施すといった使い分けがなされる。胴部内面は、ユビナ

デを施し、指頭庄痕を残す。4459は、胴上半部のみ残存し、肩部付近に最大径をもつ。口

緑部は、稜の甘い屈曲の頚部から幾分外反しながら開く。口緑端部は、僅かにつまみ上げ
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る。胴部外面は、斜方向のパケメが残る。胴部内面は、粘土接合痕が残る。4460は、胴下

半部が欠損し、最大径を中位以下にもつ卵倒形状を呈する。口緑部は、頚部の窄まりが比

較的小さく、幾分立ち上がり気味のくの字状で、端部にかけて外反する。口緑端部は、細

身に丸くおさめる。胴部外面は頚部付近から上半部にかけて、縦方向のイタナデで仕上げ

る。胴部内面は、粘土接合痕が顕著に残る。4461は、胴部最大径を中位にもつ球形を呈す

る。口緑部は、比較的強く窄まる頚部から、若干立ち上がり気味に外反するくの字状であ

る。口緑端部は丸くおさめる。胴部外面は、タテパケを施す。内面は、口緑部にヨコパケ

を施し、胴下半部にはイタナデが残る。4462は、胴上半部のみ残存する。口縁部は、若干

立ち上がり気味に外反するくの字状を呈する。口縁端部は微妙につまみ上げる。外面は、

頚部付近にタテパケが残る。胴部内面は指頭庄痕が残る。4463は、胴上半部に位置する卵

倒形状の長胴嚢である。口緑部は、稜の甘い屈曲の頚部から外反するくの字状を呈する。

口緑端部は、微妙につまみ出す。胴部外面は、下半部でタテパケを施す。胴部内面は、粘

土接合痕が残る。

複合口縁嚢（4457）

4457は、口緑部付近のみの残存で、大型のものである。大きく屈曲する頚部から短く外

反した受け部上に、やや内攣気味に開く口緑を付す。受け部と口緑部を分ける稜は、明瞭

な段を有す。口緑端部は内側に小さくつまみ出す。胴部外面は、頚部付近にタテパケ、胴

上半部にヨコパケが残る。内面は、頚部付近にヨコパケが残り、胴部は斜方向を基本とし

たへラケズリで仕上げる。その形態的特徴から、山陰系土器との関連性を窺わせる搬入土

器である。

鉢 鉢は、大型鉢・小型鉢と大きく2種類に分類した。また、小型椀状の土器は点数も僅か

であり、鉢類として一括した。

大型鉢（4464・4465）

4464は、口緑部付近のみ残存する。口緑部は、明瞭な稜をもつくの字状口緑で、幾分上

方に立ち上がり気味である。口緑端部は、強く内側につまみ出す。胴部外面は、頚部付近

から縦方向のヘラミガキで仕上げる。4465は、胴下半部が欠損し、肩部に最大径をもつ。

口緑部は、明瞭な稜をもつくの字状口緑で、やや外反気味に立ち上がる。口緑端部は、僅

かに内側へつまみ出す。胴部外面は、ヨコパケを施す。口緑部内面はヨコパケが残る。

小型鉢（4468～4481）

4468は、尖底気味の丸底からやや開き気味に立ち上がる、非常に小型のものである。口

緑端部は、丸くおさめる。外内面共にイタナデを施す。また、口緑端部付近外面に粘土接

合痕を残す。4469・4470は、尖底気味の丸底から開きながら立ち上がる、やや中型のもの

である。口緑端部は、丸くおさめる。4469は、外内面共に斜方向を基本としたパケメを施

し、底部内面はユビナデで仕上げる。4470は、外面に斜方向のパケメを施す。4471は、丸

底から幾分内攣気味に立ち上がる小型のものである。口緑端部は、細く丸身におさめる。

外内面は不明瞭ながら共にナデ調整であろう。4472は、やや尖底気味の丸底から微妙に内
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攣しながら開く。底部中央の外面は若干くぼみを持つ。口緑端部は、微妙につまみ出しな

がら、細く丸身におさめる。外面は底部付近に指頭庄痕を残す。内面底部付近は粘土接合

痕が残る。4473は、やや尖底気味の丸底から開きながら立ち上がる様だが、底部中央が欠

損している。口緑端部は細く丸身におさめ、外面は口緑端部付近に粘土接合痕が残る。内

面は斜方向のパケメを施す。また、底部付近に指頭庄痕、口緑端部付近と底部付近に粘土

接合痕が残る。4474は、幾分平坦面を残す丸底で、内攣しながら立ち上がる非常に小型の

ものである。口緑端部は、丸くおさまる。底部外面に、粘土接合痕が残る。4475は、平底

状の平坦面をもつ丸底から内攣しながらほぼ直上に立ち上がる椀状を呈する。口緑端部は

丸くおさまる。外面は、粘土接合痕を残す。4476は、底部にやや平坦面をもつ丸底で、浅

い椀状を呈する。口緑端部は、丸くおさまる。外内面共にイタナデで仕上げる。また、口

緑端部付近外面には、粘土接合痕が残る。4477は、接地面の小さい平坦面をもつ丸底で、

浅い椀状を呈する。口緑端部は、内側を一見面取り状につまみ出す。外面は、口緑端部付

近に粘土接合痕が残る。内面は、上半部に斜方向のイタナデを施し、底部付近は細かなへ

ラミガキで仕上げる。4478は、丸底の浅い椀状を呈する。口緑端部は、細く丸身におさめ

る。底部付近内面はイタナデで仕上げる。4479は、底部に平坦面を残し、やや内攣気味に

立ち上がる。口緑部は端部付近でくの字状に外反する。内面は指頭庄痕が残る。4480は、

丸底からやや開き気味に立ち上がる椀状を呈する。口緑部は、明瞭な稜をもって屈曲する

頸部から、短く延びるくの字状である。体部内面上半部は粗いヨコパケを施し、下半部は

イタナデで仕上げる。4481は、丸味をもった平底から、中位でやや屈曲し、口緑端部にか

けて内傾する椀状を呈する。口緑端部は、内側につまみ出す。外面は、下半部に指頭庄痕

が残り、全体に粘土接合痕が残る。

イイダコ壷　　イイダコ壷は2種類、2点を図示した。（4466・4467）

4466は、栽頭卵形状を呈する厚手のもので、口緑部に若干の面を持つ。口緑部付近に縄

通し用に一箇所の穿孔を有す。外面は指頭庄痕が残る。4467は、口綾部が下部に位置する

栽頭卵形状の壷に、輪状の粘土紐を縄通しとして接合したもので、器形は瓢形を呈する。

全体に非常に厚手で、口緑端部は内側に若干の面を持つ。外面は全体に指頭庄痕を残す。

手づくね土器　手づくね土器は、鉢形・椀形・壷形の3種類に分類したが、ここでは一括して取り扱う

事とした。（4482～4486）

4482は、やや尖底気味の丸底を呈し、開き気味に立ち上がるミニチュアの鉢形である。

口緑端部は細く丸身におさまるが、不定の波状を成す。外面に指頭庄痕を残し、中位に粘

土接合痕が残る。4483は、底部に平坦面をもつ。最大径が底部付近に位置する下膨れ状を

呈し、口緑部付近で幾分窄まりながら外反するミニチュアの壷形である。内面に指頭庄痕

が残る。4484は、やや尖底気味の丸底で、底部付近の稜からほぼ直口するミニチュアの椀

形を呈する。口緑端部は細く丸身におさめる。内面下半部は、指頭庄痕が顕著に残る。ま

た、上半部の外内面共に粘土接合痕が残る。4485は、僅かに平坦な接地面をもつ丸底で、

頚部で若干の窄まりをもって外反するミニチュアの壷形を呈する。頚部外面には、指でつ
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まみ出した凸帯状の突出を有す。外内面の底部付近は指頭庄痕が残る。4486は、丸味をも

つ僅かな平底を呈する。最大径を中位にもち、頚部でやや窄まりながら外反するミニチュ

アの壷形を呈する。口緑端部は、細く丸身におさめるが、幾分波状を成す。口緑部外面は

指頭庄痕が残る。体部内面は、横方向のユビナデを施す。

高杯 高杯は、復元を含めて完形図示のものと、杯部のみ、脚部のみと任意に分類する。

完形高杯（4487～4489）

4487は、杯部と同径の比較的高い角度で柱状部と接合する裾部と、若干膨らみをもつ柱

状部からなる脚部に、椀状の杯部が接合する。杯部の口緑端部は丸くおさめる。4488は、
°

低く反りながら小さく延びる裾部と、微妙に膨らみをもつ柱状部からなる脚部に、口緑端

部付近で外反する浅めの杯部が接合する。杯部の口緑端部は、微妙に上方につまみ出す。

杯部内面はヨコパケが残る。脚部の柱状部外面は縦方向の面取りを施す。また、断面から

脚部の側面、及び上面に杯部を付す、付加法であることが分かる。4489は、裁頭円錐状の

柱状部に、小さく緩やかに反る裾部をもつ脚部に、口緑端部付近で幾分外反する鉢状の杯

部が接合する。杯部外面は、粗いタテパケで、柱状部外面にタテパケが残る。杯部内面は、

ヨコパケが残り、裾部内面にヨコパケが残る。断面の接合痕から、粘土円盤を充填したも

のと考えられる。

杯部（4490～4495）

4490は、低く上方に開く受け部上に、明瞭な稜を持つ段を有し、外反しながら開く口緑

部を付す。口緑端部付近は強く外反し、若干の平坦面をもつ。口緑端部は丸くおさめる。

杯部内面は受け部付近で、細かなへラミガキで仕上げる。4491は、低く上方に開く受け部

上に、僅かな稜をもちやや屈曲し、真っ直ぐに外に開く。口緑端部は丸くおさめる。受け

部付近の外面は、タテパケが残る。4492は、やや高く内攣気味に開く受け部上で僅かな稜

をもち、やや屈曲して、若干外反しながら開く。口縁端部は細く丸身におさめる。外面は

受け部付近にヘラミガキを施し、口緑部と頚部に指頭庄痕を残す。口縁部内面は、へら状

工具の痕跡と考えられる先刻が残る。4493は、稜を持たず緩やかに屈曲する受け部から立

ち上がり、口緑部付近でやや外反する鉢状を呈する。口緑端部は丸くおさめる。4494は、

鉢状に開く厚手のものである。外面は、口緑部と脚部との接合付近に指頭庄痕と粘土接合

痕が残る。内面は、斜方向の粗いパケメを施す。4495は、僅かに稜をもち緩やかに屈曲し、

微妙に外反しながら開く。外面は、口緑部で斜方向のパケメが、稜の付近に指頭庄痕を残

す。内面はヨコパケを施す。

脚部（4496～4501）

4496は、ラッパ状に開く形態を呈する。柱状部と裾部の間に透かし孔を三方に有す。柱

状部外面に縦方向の細かなへラミガキで仕上げる。裾部内面は、ヨコパケを施す。また、

柱状部内面は、縦方向のシポリメを残す。4497は、低く反り、小さく延びる裾部に、微妙

に膨らむ棒状の柱状部が接合する。柱状部外面に斜方向のパケメを残す。4498は、低く内

攣し、小さく延びる裾部に、栽頭円錐状の柱状部が接合する。外面は、柱状部下半部から

裾部にかけてタテパケを施す。内面は、裾部にヨコパケが残る。柱状部内面は、棒状工具
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による横方向のシポリメを残す。4499は、高く反り、小さく延びる裾部に、下半部に膨ら

みをもつ柱状部が接合する。柱状部外面は、タテパケの後に、縦方向のヘラミガキで仕上

げる。裾部外面は、斜方向のパケメの後に、斜方向のへラミガキで仕上げる。裾部内面は

端部付近でパケメが残る。また、柱状部内面は、棒状工具痕が残る。4500は、やや低く外

反しながら小さく延びる裾部に、下半部に膨らみをもつ柱状部が接合する。柱状部内面は

縦方向のシポリメが残る。また、裾部と柱状部の接合痕が顕著に残る。4501は、裾部付近

のみ残存する。高い位置から外反する裾部には、栽頭円錐状の柱状部が接合し、ラッパ状

を呈すると考えられる。残存する柱状部外面は、縦方向のイタナデで、裾部はユビナデで

仕上げる。裾部内面は、ほぼ放射状にユビナデで仕上げる。

器台 器台は、全て小型のものである。若干の差異はあるが分類上一括する。（4502～4506）

4502は、栽頭円錐状の脚部に、短く鉢状に開く受け部が接合する。両接合部中央に穿孔

が貫通する。脚部内面は斜方向のパケメを施し、接合部付近に指頭庄痕を残す。4503は、

浅めの鉢状を呈する受け部付近のみ残存する。口緑端部は外側に微妙につまみ出す。受け

部外面は、放射状の細かなへラミガキで仕上げる。僅かに残存する脚部には、縦方向の細

かなへラミガキが残る。4504は、受け部のみ残存する。やや内攣しながら開き、口緑端部

付近で稜をもち、端部にかけて若干外反する。口緑端部は丸くおさめる。4505は、脚部の

み残存する。脚端部で、幾分外反しながら延びる形態を呈する。4506は、脚部のみ残存す

る。やや低めで内攣気味の円錐状を呈し、四方の透かし孔を有す。全体の形態を断定する

のは困難だが、椀状の杯部が接合する底脚の高杯の可能性もある。

小型丸底土器　小型丸底土器については、先のSD54001唐土1区西半部以外出土のものと同様に、壷類・

鉢類を一括した取り扱いを行う。（4507～4513）

4507は、底部を欠損する。口緑部は頚部の窄まりが小さいくの字状で、端部にかけて短

く開く小型の鉢である。体部外内面共に粗いヨコパケが残る。4508は、丸底の球形を呈す

る。頚部の窄まりが比較的小さいくの字状で、微妙に内攣しながら長めに開く丸底壷であ

る。体部内面は頚部付近でヨコパケ、中位に斜方向のパケメが残る。4509は、やや尖底気

味の丸底で、幾分潰れ気味の卵倒形を呈する。頚部の窄まりが比較的小さいくの字状で、

やや直口気味に開く丸底壷である。口緑端部は、僅かにつまみ上げる。外面は、頚部付近

でタテパケ、上半部以下でヨコパケを施す。内面は、胴部で斜方向のパケメを施し、下半

部で指頭庄痕を残す。4510は、最大径を胴上半部にもつ、球形を呈する。口緑部は、稜の

甘い屈曲のくの字状で、ほぼ直口に立ち上がる丸底壷である。胴部内面は、頚部付近で指

頭庄痕を残す。4511は、やや尖底気味の丸底で、最大径を肩部にもつ球形を呈する。口緑

部が、稜の甘い屈曲の頚部から内攣しながら開く丸底鉢である。4512は、やや尖底気味の

丸底で、最大径を頸部付近の肩部にもつ球形を呈する。口緑部が稜の甘い屈曲の頚部から

やや内攣しながら長めに延びるくの字状の丸底鉢である。口緑端部は、僅かに内側につま

み出す。体部外面は、ヨコパケを施す。4513は、やや尖底気味の丸底で、最大径を肩部に

もつ球形を呈する。口緑部が稜の非常に甘い屈曲をもつ頚部から、やや内攣しながら非常
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に長く延びるくの字状の丸底鉢である。口緑部外面は、横方向のヘラミガキで仕上げ、体

部外面は、ヨコパケを施す。体部内面は、頸部付近を横方向のイタナデで仕上げる。

須恵器

杯身（4514～4518）

4514は、微妙に接地面をもつ体部で、幾分内傾する受け部に伴い、立ち上がりも若干内

傾し、端部にかけてやや上向きに反る。口緑端部は幾分肥厚する。体部のヘラケズリは中

位より底部付近寄りに位置する。4515は、受け部は内傾度が小さく、やや外反しながら口

緑部が立ち上がる。口緑端部は上面で僅かに面をもちながら内側に張り出す。体部外面の

ヘラケズリは中位付近に位置する。4516は、ほぼ平行の受け部に、内傾する立ち上がりを

もち、両接合部分は非常に薄い。口緑端部内面は、面取りを施す。体部外面のヘラケズリ

は中位に位置する。

4517は、器高は若干浅くなるが大型化し、内傾する受け部に伴い立ち上がりも内傾し、

短く延びる。口緑端部は、丸くおさめる。体部外面のヘラケズリは中位より底部寄りに位

置する。4518は、体部がやや尖底の浅い鉢状である。受け部はやや内傾し、立ち上がりも

若干内傾する。口緑端部は丸くおさめる。体部外面のヘラケズリは中位より底部寄りに位

置する。

高杯（4519～4521）

4519は、くの字状に屈曲した脚端部上に栽頭円錐状の柱状部を接合した、3方透かしを

有す脚部に、幾分深めの杯が接合する。杯部の口緑端部は面取りをする。体部外面のへラ

ケズリは、ほぼ中位に位置している。脚部外面は細かな横方向の平行カキメ調整を行う。

4520は、緩い稜の屈曲をした脚端部に、栽頭円錐状の柱状部を接合して脚部と成す。脚部

は3方に透かしをもつ。杯部はやや内傾する受け部から内傾しながら立ち上がり、口緑端

部付近で外反する。端部は面取りを行っている。体部外面のヘラケズリは中位付近である。

4521は、脚部のみ残存する。内傾屈曲する脚端部に栽頭円錐状のを接合した、3方に透か

しをもつ脚部である。

杯蓋（4522～4526）

4522は、やや丸味がかった平坦な天井部をもち、中央に宝珠つまみの痕跡が残る。天井

部から口緑部は微妙に開きながら垂下する。天井部と口縁部を分ける稜は、若干鈍く突出

する。口緑端部は丸くおさまり、僅かに外反する。体部外面のヘラケズリは中位に位置す

る。4523は、天井部がやや平坦気味に丸味をもち、低いドーム状を呈する。天井部と口緑

部を分ける稜は殆どない。口緑端部は、内面を面取りしている。体部外面のヘラケズリは

上半部に位置し、それ以外は、回転ナデである。

4524は、天井部に平坦面をもち、低いドーム状を呈する。天井部と口緑部を分ける稜は、

僅かな屈曲ほどしか窺えない。口緑端部は微妙に外反しながら丸くおさめる。体部外面の

ヘラケズリは天頂部付近に位置し、それ以外は回転ナデである。4525は、天井部に丸味が
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ある、若干小型のドーム状を呈する。天井部と口緑部を分ける稜は殆どなく、口緑部付近

の屈曲のみとなり、口緑端部は丸くおさまる。体部外面のヘラケズリは上半部に位置し、

それ以外は回転ナデである。4526は、天井部にやや平坦部を残し、丸味を帯びた小型のも

のである。口縁端部は微妙に内傾し、丸くおさまる。外内面共に回転ナデで、天頂部内面

で仕上げナデを施す。また、天頂部外面はヘラ記号を有す。

短頸壷（4527）

底部が僅かに欠損するが、幾分尖底気味の球形を呈する。最大径を肩部にもち、頚部で

窄まる。口縁部は、若干内傾しながら上方に短く立ち上がる。体部内面の底部付近に指頭

庄痕が残る。

脚付き壷（4528）

脚部は欠損し、痕跡のみである。肩部が張り、窄まりの小さい頸部から緩やかに開く形

態を呈する。外面は、頚部、及び脚部との接合部付近でカキメを施す。

直口壷（4529）

口緑部、及び底部が欠損するが、最大径を中位にもつ横倒の楕円形を呈する。胴部外面

は、中位において、1条の沈線で画して、緩やかな波状文を施す。胴部内面は、中位で指

頭庄痕が残る。頚部外面では、波状文の痕跡が残る。

施（4530）

口緑部、及び底部が欠損するが、肩部の張りが非常に大きいため、隅丸三角形とも言う

べき形態を呈する。頚部は非常に強く窄まり、外反気味に開く。穿孔は、丁度最大径上に

一箇所有す。外面は、頸部と胴部中位に波状文を施し、底部付近に横方向のヘラミガキが

残る。内面は、頚部から肩部にかけて指頭庄痕が残る。

蜜（4531～4533）

4531は、口緑部付近のみ残存する。頚部から上方に立ち上がった口緑部は、端部にかけ

て急激に外反する。口緑端部付近は、外面に細い凸帯を1条有す。口緑端部は、外側に細

くつまみ出す。胴部内面の頚部付近は指頭庄痕が残る。

4532は、胴下半部を欠損する。比較的窄まりの小さい頚部から、若干内攣しながら、ほ

ぼ上方に短く立ち上がる。口緑端部は内側に強くつまみ出して稜を成す。胴部外面は、格

子状の平行叩きの後、頚部付近のみカキメを施す。内面は、工具痕である青海渡文が顕著

に残る。

4533は、胴下半部と口緑部を欠損するが、大型のものである。頸部は、稜の甘いくの字

状を呈し、口縁部にかけて強く外反する。胴部外面は、縦方向の平行タタキが残る。内面

は、胴部の頚部付近で青海波文が残り、口緑部にかけて指頭庄痕が残る。
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SK74002出土土器（図版74・150）

SK74002からは比較的まとまった点数で土師器・須恵器が出土しており、古墳時代の

遺構中で、最も一括性が高いものである。形式的に若干限定されるものの、土師器と須恵

器との時期的な共伴関係を明示する比較的良好な資料と考えられる。

土師器

壷

蜜

杯

鉢

壷は、短頸壷に分類されよう2種類、2点を図示した。（4534・4535）

4534は、口緑部付近のみ残存する。頚部付近で窄まり、稜をもたないくの字状を呈し、

全体に肥厚気味の口緑部である。口緑端部は、上方にややつまみ出す。内面には、粘土接

合痕が顕著に残る。4535は、胴部最大径を中位から上半部にもつ、やや肩張りの丸底を呈

する。頚部は強く窄まり、やや開き気味に短く立ち上がる。口縁部内外面は、ヨコパケを

残す。胴部内面は、頚部付近に指頭庄痕が、また上半部に粘土接合痕が残る。胴下半部の

中位付近には、内面に剥離痕が残る焼成後穿孔を一箇所有す。

嚢は、2種類に分類されよう、2点を図示した。（4537・4538）

4537は、胴下半部が欠損するが、最大径を中位にもつ、やや卵倒形気味の丸底を呈する

ものと考えられる。口緑部は、窄まりの小さい頚部が口緑端部にかけて外反しながら立ち

上がる、緩いくの字状である。胴部外面の頚部付近には、僅かに指頭圧痕が残る。内面に

は、上半部から頚部付近にかけて斜方向のイタナデを施す。4538は、底部付近が欠損する

が、最大径を中位にもつ球形を呈する。口緑部は、頚部が比較的強く窄まり、口緑端部に

かけて微妙に外反しながら、外側に立ち上がるくの字状である。口緑端部は、ナデ調整に

より外側へつまみ出した形状をもつ。胴部外面は、タテパケを残す。胴部内面は、僅かな

がらイタナデの痕跡が残る。

杯は、形式分類状適当かどうかが疑問であるが、他形式との共通性を持たず、1点のみ

の資料である事から、便宜上杯とした。（4536）

4536は、平底からやや内攣しながら、ほぼ直に立ち上がるコップ形を呈する。外内面共

に指頭庄痕を残すが、特に内面が顕著である。

鉢は、ここでは分類上杯・椀類に近いものとして位置づけられよう。（4539～4542）453

9は、底部中央に若干の窪みをもつ平底で、体部中位の僅かな稜から、ほぼ直に立ち上が

る椀状を呈する。外面は粘土接合痕が顕著に残る。内面は、横方向のイタナデを施す。45

40は、僅かに平坦部をもつ丸底から、微妙に内傾しながら立ち上がる、椀状を呈する。外

面は、底部付近に指頭庄痕が残る。内面は、ほぼ全面にユビナデを施す。4541は、底部を

欠損するが、丸底から内攣気味に立ち上がる椀状を呈する。内面には、イタナデの痕跡が

残る。4542は、底部を欠損するが、丸底からやや開き気味に内攣しながら立ち上がる椀状

を呈する。内面には、イタナデの痕跡が残る。
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須恵器

杯身

高杯

杯身は、出土器種の内で非常にまとまって出土しているが、形態上若干の時期差が窺え

るようである。（4543～4551）

4543は、やや底部を欠損する。丸味を帯びた底部から開き気味に立ち上がるが、中位で

稜をもちながら直上する。受け部はほぼ水平に延び、口緑部は内傾しながら立ち上がる。

口緑端部は、若干面取りする。体部外面のヘラケズリは中位付近に位置し、その他は回転

ナデを施す。4544は、丸味を帯びた底部から浅めに開きながら立ち上がる体部をもつ。受

け部はやや厚みを持ちながら水平に延び、口緑部は微妙に内傾しながら立ち上がる。口緑

端部は若干面取りをするが、ナデ調整の影響により、内側につまみ出した形状を成す。体

部外面のヘラケズリは中位付近に位置し、その他は回転ナデを施す。

4545は、若干歪みながらも、平底の浅めに立ち上がる体部を呈する。受け部は大きく内

傾しながら延び、内傾気味の口緑部は、やや外反しつつ立ち上がる。口緑端部は、比較的

明瞭な面取りを施す。体部外面のヘラケズリは、中位より若干底部寄りに位置する。また

底部外面は、×字状のヘラ記号を付す。4546は、丸底から緩やかに開きながら立ち上がる

体部をもつ。受け部は若干内傾し、口縁部は、僅かに内傾する。口緑端部は、頂部に沈線

状の窪みをもちながら細身の平坦部をもつ。体部外面のヘラケズリは、中位に位置し、そ

の他は回転ナデ調整を施す。

4547は、底部にやや平坦面をもった丸底から、緩やかに立ち上がる体部をもつ。受け部

は、僅かに内傾し、口緑部は、厚みをもちつつ内傾する。口緑端部は、頂部に沈線状の窪

みをもちながら平坦面を成す。体部外面のヘラケズリは中位に位置し、その他は回転ナデ

を施す。4548は、丸味を帯びた底部から浅く緩やかに立ち上がる体部をもつ。受け部は、

やや反り気味に水平の形状を成し、受け部付近で若干細身の口緑部は、肥厚しながらほぼ

直上に立ち上がる。口緑端部は、面取りを施す。体部外面のヘラケズリは中位に位置し、

その他は回転ナデ調整を施す。4549は、底部にやや平坦面をもった丸底から、緩やかに立

ち上がる体部をもつ。受け部は、やや反りながら内傾し、口緑部はほぼ直上に立ち上がる。

口緑端部は、面取りを施す。体部外面のヘラケズリは中位よりやや上部に位置し、その他

は回転ナデを施す。

4550は、底部を若干欠損するが、やや平坦面をもつ丸底から、緩やかに立ち上がる体部

をもつ。受け部は、ほぼ水平で細身に延び、口緑部は内傾気味にやや外反しながら立ち上

がる。口緑端部は、僅かに面取りを施す。体部外面のヘラケズリは、中位より若干底部寄

りに位置し、その他は回転ナデを施す。4551は、底部中央に若干窪みをもつ丸底から、浅

く緩やかに立ち上がる体部をもつ。受け部は、ほぼ水平に延び、口緑部は、細身の受け部

付近から、肥厚しながら内傾気味に立ち上がる。口緑端部は、面取りを施す。体部外面の

ヘラケズリは、中位より若干底部寄りに位置し、その他は回転ナデを施す。

高杯は、有蓋高杯2点を図示した。（4552・4553）

4552は、L字状に屈曲する脚端部で、やや反り気味に立ち上がる短脚を呈する脚部に、

受け部と口緑部が内傾気味で浅めの杯が接合する。脚部は、3方に透かしを有し、外面に
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横方向のカキメを施す。杯部は、外面のヘラケズリが底部付近に位置し、その他を回転ナ

デで仕上げる。口緑端部は、面取りを施す。4553は、長めに垂下しくの字状に屈曲する脚

端部をもつ、栽頭円錐状の短脚を呈する脚部に、やや深めの杯部が接合する。脚部は、3

方に透かしを有し、外面に横方向のカキメを施す。杯部は、緩やかに立ち上がる体部を呈

し、大きく内傾する受け部とやや外反しながらほぼ上方に立ち上がる口緑部をもつ。口緑

端部は、面取りを施す。体部外面のヘラケズリは底部付近にあり、その他を回転ナデで仕

上げる。

地

杯蓋

地は、図示可能なものが1点のみである。（4554）

4554は、口緑部が欠損する。体部は、下半部と上半部に其々稜をもつ球形を呈し、頚部

にかけて強く窄まる。外面は、肩部に一条沈線を、中位から下半部にかけて横方向のカキ

メを施す。また肩部には、穿孔を一箇所有す。

杯蓋は、前述の杯身同様、非常にまとまって出土している。（4555～4561）

4555は、天井部に丸味がかって膨らみを持つ。天井部と口緑部を分ける稜は、やや甘い

ものの比較的明瞭で、僅かに開く口緑部からドーム状を呈する。口緑端部は、明瞭な面取

りを施す。天井部外面のヘラケズリは、中位より上部に位置し、その他を回転ナデ調整で

仕上げる。4556は、天井部の頂部に窪みをもち、微妙に平坦部を有しながら丸味がかる。

天井部と口緑部を分ける稜は甘く、僅かに突出し、開き気味に延びる口緑部をもつ。口緑

端部は、面取りを施す。天井部外面のヘラケズリは、ほぼ中位にあり、その他を回転ナデ

で仕上げる。4557は、若干歪みながら丸味をもつ天井部を有する。天井部と口緑部を分け

る稜は甘く、僅かに突出し、ほぼ直に延びる口緑部をもつ。口緑端部は、面取りを施す。

天井部外面のヘラケズリは中位より上部にあり、その他を回転ナデで仕上げる。

4558は、やや平坦部をもちつつ丸味がかった天井部を有する。天井部と口緑部を分ける

稜は非常に甘く、口緑部は稜からほぼ直に延びる。口緑端部は、面取りを施す。天井部外

面のヘラケズリは中位より上部にあり、その他を回転ナデで仕上げる。4559は、やや平坦

部もちつつ丸味がかった天井部を有する。天井部と口緑部を分ける稜は非常に甘く、やや

内攣しながら直に延びる口緑部をもつ。口緑端部は、面取りを施す。天井部外面のヘラケ

ズリは、中位付近にあり、その他を回転ナデで仕上げる。

4560は、丸味を帯びた平坦部をもつ天井部を有する。天井部と口緑部を分ける稜は非常

に甘く、口緑部は稜からほぼ直に延びる。口緑端部は細身で、僅かに面取りを施す。天井

部外面のヘラケズリは中位にあり、その他を回転ナデで仕上げる。4561は、平坦部をもつ

低い天井部を有する。天井部と口緑部を分ける稜は、甘いながら突出し、やや内傾しなが

ら直に延びる口緑部をもつ。口緑端部は、肥厚しつつ僅かに面取りを施す。天井部外面の

ヘラケズリは中位よりやや上部にあり、その他を回転ナデで仕上げる。

SK74001出土土器（図版75）

SK74001は、土師器2点と、須恵器1点を図示し得た。（4562～4564）
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4562は、幾分平底を残しつつ上方に緩やかに立ち上がる、浅い椀状の鉢である。口緑端

部は、ややつまみ上げる。体部外面は、指頭庄痕が上半部まで残り、内面は板状工具痕が

残る。4563は、丸底から開きながら立ち上がる、厚手で椀状の鉢である。体部外面には板

状工具痕が残る。4564は、須恵器の杯身である。丸底から緩やかに立ち上がる体部をもち、

受け部は僅かに内傾する。口緑部は、微妙に外反しつつ内傾しながら立ち上がる。口緑端

部は、若干窪みをもつ平坦な形状を呈する。体部外面の中位付近にあり、その他は回転ナ

デを施す。

S K64002出土土器（図版75）

SK64002は、土師器1点のみ図示した。（4565）

4565は、上げ底状の厚手の平底から、口緑部へ細身になりつつ内攣気味に立ち上がる手

づくね土器である。体部内面は、ユビナデを施す。

S K64008出土土器（図版75）

SK64008は、土師器1点のみ図示した。（4566）

4566は、尖底気味の丸底を呈する小型丸底鉢である。口緑部は、頚部の窄まりが小さい

くの字状である。外面は、体部・口緑部共にタテパケを施す。口緑部内面はヨコパケを残

し、体部内面はヘラケズリで仕上げる。

S K54009出土土器（図版75）

SK54009は、土師器1点のみ図示した。（4567）

4567は、高杯の杯部のみである。受け部と口緑部を分ける稜は緩く、段を持たずに屈曲

する。口緑部は、大きく外反しながら開く。外内面共にヨコナデであろう。

SD74001出土土器（図版75）

SD74001は、土師器3点を図示した。（4568・4569・4570）

4568は、有段口緑をもつ中型の壷である。稜の鈍い屈曲の頸部から、段状に膨らみなが

ら直口する口緑部である。口縁部内面は、ヨコパケである。胴部内面は、頚部付近に指頭

庄痕が残る。4569は、くの字状口緑を呈する嚢である。口緑端部は、やや外側へつまみ出

す。胴部外面は、頚部付近にタテパケを残す。胴部内面は工具痕が残るが、ナデ調整であ

る。4570は、小型で丸底の杯である。磨滅のため、体部外内面共に調整は不明瞭であるが、

外面に黒斑が残る。

その他の出土土器（図版75・150）

狭間・唐土地区の出土土器の内、包含層等の遺構外から出土するものも非常に多い。そ

こで、それらの土器を一括して図示する事にする。但し、土師器・須恵器は区別して図示

する。

－75－



土師器（4571～4582）

壷　　　　　　4571は、胴下半部が欠損するが、肩張りの大型直口壷である。頚部は比較的強く窄まる

蜜

鉢

高杯

器台

が、稜の鈍い屈曲から内攣気味に立ち上がる口緑部をもつ。器壁は全体に厚手である。胴

部外面は、パケメの後に、イタナデで仕上げる。胴部内面は、横方向を中心としたイタナ

デで仕上げる。口緑部はヨコナデで、内面に粘土接合痕が残る。4572は、丸底の短頸壷で

ある。胴部最大径が下半部に位置する下膨れ状を呈し、頚部の窄まりが比較的小さいくの

字状口緑である。口縁部は、やや外反しながら開いて、口緑端部で上方へ微妙につまみ出

す。胴部外面はタテパケを施す、胴部内面はヨコパケの後、特に下半部に関してイタナデ

で仕上げる。また、底部付近には指頭庄痕を残す。4573は、中型の直口壷である。底部は

やや尖底気味の丸底で、胴部最大径を中位にもつ。口緑部は、稜の鈍い屈曲の頚部から若

干外反気味に立ち上がる。胴部外面は、細かなタテパケである。胴部内面は、下半部をヘ

ラケズリで仕上げ、上半部に指頭庄痕及び粘土接合痕が残る。口緑部は、外面にタテパケ

で、内面にヨコパケを、後にヨコナデで仕上げる。

4574は、丸底の嚢である。胴部最大径は中位より上半部にあり、頚部の窄まりは比較的

小さい。口緑部はくの字状を呈し、僅かに開きながら短く立ち上がる。胴部外面は、斜方

向のタタキ調整が顕著に残る。胴部内面は、イタナデで仕上げる。口緑部は、外内面共に

ヨコナデで仕上げるが、外面にタタキ調整が僅かに残る。4575は、胴下半部を欠損するが

丸底の嚢である。口緑部は、くの字状を呈し、口緑端部は内側につまみ出す。胴部外面は

ヨコパケが残る。胴初内面は、ヘラケズリで仕上げる。口緑部は、外内面共にヨコナデで

仕上げる。

4576は、中型で丸底の鉢である。口緑部は、頚部の窄まりが小さいくの字状で、外側へ

短く開く。口緑端部は、上方へつまみ出す。体部外面は、底部付近にイタナデが残るが、

磨滅により不明瞭であり、部分的に煤が付着する。体部内面も、磨滅により不明瞭である

が、横方向のヘラケズリが残る。口緑部は、ヨコナデで仕上げる。

4577は、浅い鉢部をもつ高杯である。脚部は、低い裾部と細く立ち上がる柱状部をもち、

厚手の受け部から大きく開きながら立ち上がる杯部を付す。杯部と脚部の接合部分は明確

でないが、粘土円盤を充填したものと考えられる。脚部の柱状部内面はシポリメの痕跡が

残る。外内面の調整は、パケメの後にナデ調整が基本となる。4578は、裾部を欠損する高

杯である。厚手の柱状部に平底気味の杯部が接合する。脚部と杯部は、平坦に仕上げた脚

頂部に杯部を接合するタイプのものである。全体にナデ調整だが、磨滅により不明瞭であ

る。柱状部外面は、イタナデにより面取り状を成し、内面はシポリメを残す。

4579は、小型器台である。栽頭円錐形の脚部に、口緑端部で若干外反しながら立ち上が

る受け部をもつ。受け部と脚部との接合部中央には一個の穿孔を有す。器面調整は磨滅に

より不明だが、受け部外面にヘラミガキの痕跡が残る。

小型丸底土器　4580は、小型丸底鉢である。胴部最大径は中位にある。口緑部は、比較的明瞭な稜をも

つ頚部から僅かに開きながら立ち上がり、頸部付近外面で若干膨らみをもった段を有す。

胴部外面の上半部は、横方向の細かなへラミガキで仕上げ、下半部はヘラケズリを施す。
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その他

胴部内面の上半部から中位にかけてはナデ調整を施し、底部付近はイタナデで仕上げる。

で仕上げる。口緑部外内面は、共にヨコナデを施す。

4581は、小型丸底壷である。胴部最大径は中位より上半部にある。口緑部は、稜の鈍い

屈曲をもつ頚部からやや外反気味に立ち上がる。胴部外面から口緑部にかけての器面調整

は、磨滅により不明だが、頚部外面付近に、タテパケの痕跡が残る。また外面には、黒斑

が残る。胴部内面は、ユビナデで仕上げる。

4582は、手づくね土器である。体部の中位が微妙にくびれており、壷の形態を成す。外

面調整は、ナデ調整を施す。内面は、整形時の指頭庄痕が残る。

須恵器（4583～4587）

4583は、杯身である。幾分平坦部をもちつつ立ち上がる体部を呈する。受け部はやや内

傾し、口緑部は内傾気味に立ち上がる。口緑端部は面取りせず、丸くおさめる。体部外面

のヘラケズリは中位より底部付近に位置する。その他は回転ナデで仕上げるが、底部内面

に同心円状のタタキ痕が残る。また体部外面には、全体に自然粕が付着する。4584は、杯

身である。体部は、平坦部をもつ底部から緩やかに立ち上がる。受け部は、大きく内傾す

る。口緑部もやや内傾気味だが、外反しながら上方に立ち上がる。体部外面のヘラケズリ

は、中位よりやや底部付近に位置し、その他は回転ナデで仕上げる。体部外面には部分的

に自然粕が付着する。

4585は、宝珠つまみを有する杯蓋である。天井部は平坦面をもちながらもやや丸みを帯

び、口緑部は僅かに開くが、ほぼ直下に延びる。天井部と口緑部とを分ける稜は若干鈍さ

を残すが、比較的明瞭である。口緑端部は沈線状の窪みをもつ。天井部外面のヘラケズリ

は中位よりやや上半部にあり、その他は、回転ナデで仕上げる。また、つまみ付近外面に

は、接合時の回転ナデを施す。4586は、杯蓋である。天井部はやや丸みを帯びるドーム状

を呈する。天井部と口緑部とを分ける稜はやや鈍い。口緑端部は細身で、僅かに面取りを

施す。天井部外面のヘラケズリは中位にあり、その他は回転ナデで仕上げる。

4587は、口緑部付近のみ残存するが、小型の嚢である。頸部から大きく外反しながら立

ち上がる口緑部で、口緑端部は、外面で僅かに面をもちながら微妙に垂下する。器面調整

は、外内面共に回転ナデで、外面に斜方向のヘラ記号が残る。また、口緑端部の外内面に

は自然粕が付着する。

以上が古墳時代の土器であるが、古墳時代前期・中期・後期の各時代の遺物を含んでい

る。古墳時代前期と弥生時代終末期は器種によってはそのどちらに帰属するか判断しかね

るものがあり、基本的には古墳時代に続く器種は「古墳時代の土器」の項に、弥生時代以

来の伝統の上にある器種は「弥生時代後期から終末期の土器」の項にそれぞれ分類してい

る。なお土器の詳細な検討については第6分冊に掲載する予定であるので、そちらを参照

されたい。

－77－



4．古代・中近世の土器（図版76～77・151～154）

溝出土土器

SD54001出土土器（4610・4622・4654）

杯（4610）、鉢（4622）、筒形の容器（4654）がある。いずれも須恵器である。杯の体部はあ

まり外反せず、直立に近い角度で立ち上がる。底部の外縁近くに、高台が外に踏んぼるよ

うな形でとりつけられている。高台は幅0．7cm・高さ0．6cmである。

筒形の容器は平らな底部の上に体部が直立している。体部外面から底部付近まで平行のタ

タキの痕が残っている（陶製経筒の底部か）。

SD74001出土土器（4617）

須恵器の椀がある。遺構には伴わない遺物である。

SD84003出土土器（4652）

かまどで用いられる支脚と考えられる、筒形の土師質の製品である。直径約3．5cmの体

部に、径約1cmの穴があけられている。

SD84001出土土器（4603～4605・4624・4625・4630・4631）

土師器の皿（4603・4604・4605）と、須恵器のこね鉢（4624・4625）、土師器の羽釜（4

630・4631）が出土している。土師器の皿はいずれも口径12cl花前後。底部は手づくねで成

形され、体部は横ナデが施される。羽釜はいずれも口緑端部の約2cm下に幅1．5cmの鍔が

取り付いている。またいずれも体部外面に煤が、内面に焦げと思われる炭化物が付着して

いる。

土坑出土土器

S K84021出土土器（4637～4639）

土師器の羽釜がある。いずれも鍔は退化し、痕跡程度のものでしかない。中央部が最も

深くなるような底部に、やや内傾する体部を持つ。調整はいずれも外面が叩き、内面は板

ナデであるが、4637・4639は平行な叩き痕が、4638は斜格子状の叩き痕がそれぞれ残さ

れている。いずれも二次焼成を受けており、外面には煤が分厚く付着している。

S K84008出土土器（4227・4646）

土師器の鍋がある（4227・4646）。丸みのある体部の上にやや外反する口緑部が付く。

口緑端部は内側に折り曲げられ、肥厚している。調整はいずれも外面が平行叩き、内面は

板ナデである。またいずれも体部下半部に二次焼成による煤が付着している。
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SK84013出土土器（4591～4595・4598～4601）

土師器の小皿がある。底部に回転糸切りの痕を残すもの（4591～4595）と、手づくねで成

形するもの（4598～4601）とがある。このなかで、4599はいわゆる「へそ皿」のように底部

がもりあげられている。

S K84018出土土器（4632・4633）

土師器の羽釜がある。4632は長楕円形の体部を持ち、口緑部の下に幅1．5cmの鍔がとり

ついている。鍔径は腹径とほぼ同じであるため、鍔部を竃の炊き口等にかけるのは不可能

であろう。4633は三本の脚が付くタイプである。

体部はいわゆるLもぶくれ形で、幅1cmに満たない鍔が口緑部直下にとりつく。いずれの

鍋も外面に煤が厚く付着している。

S K84019出土土器（4602）

土師器の小皿がある。手づくねで成形されている。底部は「へそ皿」状に上に持ち上げ

られている。

S K84004出土土器（4612）

土師器の椀がある。見込みの部分が高台のように凹んでいる。底部は回転糸切りである。

S K74007出土土器（4620）

須恵器の椀がある。体部の傾斜が急で、底部の径が比較的大きい。回転糸切り底である。

内面は自然粕が付着している。

竪穴住居跡出土土器（遺構に伴わない土器）

SH54004出土土器（4619・4645・4647）

須恵器の皿（4619）と、土師器の鍋（4645・4647）がある。いずれも口緑部と体部上半

部の破片である。4647の口緑部は短く直立している。口緑端部は内側に折り返すように肥

厚させる。体部は叩きによる成形の痕が残っている。4645の口緑部も直立しているが、口

縁端部は外側に折り返して玉線状に整形している。体部の整形はたたきで、外面は二次焼

成を受けた部分が赤く変色している。

SH64005出土土器（4589）

土師器の小皿がある。底部は手づくねで成形される。

SH64006出土土器（4611・4614）

須恵器の椀がある。4614は、やや内湾する体部の中程に箆措きの沈線が巡らされる。底

部は残っていない。4611は、体部はやや内湾し、底部はやや下に凹んでいる。底部はいず
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柱穴出土土器

井戸出土土器

れも回転糸切り底である。

土師器の小皿（4597・4607）と、高台を持つ須恵器の椀（4613）がある。土師器の小皿は

手づくねで成形され、底部は不定方向のナデ、体部は横ナデが施される。須恵器椀の高台

は、高さ約1cm、厚さ約0．3cmである。

S E84001出土土器（4606・4626・4627・4649）

土師器の小皿（4606）、鍋（4649）と須恵器のこね鉢（4626・4627）がある。土師器の小

皿は手づくねで成形され、口緑部付近はさらに横ナデで整えられる。鍋は口径30．8cmと大

型で、洗面器のような形を呈している。体部中程に平行タタキの痕を残し、その上下は横

ナデである。姫路市加茂遺跡から出土した土堀に類似している（秋枝・山本1975）。

S E84002出土土器（4634～4636・4653）

土師器の羽釜（4634・4635・4636）と須恵器の嚢と思われる底部（4653）がある。羽釜

はいずれも腹部の径が鍔部の径より大きく、鍔は完全に退化してしまったと考えてよい。

体部はタタキにより成形され、外面には二次焼成による煤が付着している。棄らしき遺物

の底部には高台がついている。高台は直径20．8cmで、高さ1．5cm、幅1．3cmである。底部は

タタキで成形され、内面に板ナデによる調整の痕が残されている。

唐土地区包含層出土土器

土師器の小皿（4588・4590・4596）、鍋（4640・4641・4642・4644）、蛸壷（4651）、す

り鉢（4650）、須恵器の椀（4616・4618）、こね鉢（片口鉢、4623）、備前焼のすり鉢（462

8）、器種不明の陶器の底部（4621）がある。

土師器の小皿の底部は、いずれも回転糸切り痕を残しているが器高にばらつきがある。

4588の器高が1．1cmときわめて薄いのに対し、4590は2．5cmと倍以上の厚みがある。

土師器の鍋のうち4640・4641・4642は口緑部の下に鍔の痕跡が微かに残るため、羽釜

の退化型式’と考えられる。いずれもタタキで成形され、内面に板ナデの痕跡が残る。4644

は鍔の痕跡がなく、大きめの直立する口緑部を持つことから、前述の3者とは別系列のも

のであろう。口緑端部は外側に折曲げられている。体部はタタキ（主として横方向）によ

り成形され、内面はナデである。体部外面は煤が全面的に付着しているが、特に体部下半

部は濃く付いている。蛸壷も土師質焼成である。口径は11．4cmで、器高は約20cm程に復元

される。内外面とも調整はナデである。近世のものと考えられる。

土師器のすり鉢は、体部が内湾しており、調整は外面は横ナデ・内面横パケである。す

り鉢のおろし目は、幅3cm弱の原体に約8本の櫛目を付けたものを利用し、2cm間隔で施
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文している。近世のものと考えられる。

須恵器の椀はいずれも底部は回転糸切りであ。4616は見込みの部分がやや凹んでいるこ

とと、器高がやや深めであることから、4618と較べて一時期古いものであると考えられる。

須恵器のこね鉢は口緑部幅が約1cmで、横方向になでられている。体部は直線的である

が、やや内湾している。

備前焼のすり鉢は，器高12．2cmに対し、口緑部幅が約2．5cmで2本の沈線が巡らされて

いる。おろし目を施文するのに使う原体は幅約3cmで、それを2cm間隔で放射状に施して

いる。　、

器種不明陶器の底部は、厚さが、高台の付く部分で2cm弱、残存する最も薄い部分（体

部下半部）で約1cmである。底部から体部下半部にかけて内湾する器形である。また底部

には高さ・幅とも約1cl花の高台が付いてる。以上から器種は壷と考えられる。焼成・粕・

色調から判断して肥前焼系の壷と考えられる。

狭間地区包含層出土土器

土師器の皿（4608）、鍋（4648）と、須恵器の小皿（4609）、椀（4615）がある。

土師器の鍋は、口径16．4cmとやや小型である。口緑部はやや外反するが、端部は内側に

折り曲げられている。体部はたたきで整形され、外面には煤が一面に付着している。

（参考文献）

秋枝芳・山本博利1975『加茂遺跡』
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5．陶磁器（第10図・図版155）

白磁

青磁

出土した中国製陶磁器は、破片を含めると11点である。内訳は、白磁・青磁に限られ、

器種は、碗・杯・小皿である。

4655～4657は白磁の小皿と碗である。いずれも包含層から出土した。

4655は小皿の底部で、底径は5．2cmである。外面底部は露胎で内面は無文である。4656・

4657は、口緑端部が外方に突出し、口緑端部に水平な面をもつ碗である。4656は細片で、

法量は不明であるが、4657は口径が推定で16．6cmである。内外面ともに無文で、外面体部

には回転へラケズリ調整の凹凸が顕著に残り、粕の透明度は高い。

4658～4665は青磁の小皿・杯・碗である。4658・4661はSE84001、4659が柱穴よりそれ

ぞれ出土している。これら以外はすべて包含層より出土している。

4660は小皿の底部である。外面底部は露胎で、内面には花文が施される。底部径は5．2

cmである。4663は内面見込み部分周辺にジグザク状に列点文を配し、中央に花文を刻む小

皿である。底部は露胎で、粕の透明度は高い。口径は推定で10．2cmで、器高は1．9cm、底

径は推定で5．1cmである。4658は口緑部が外方向に張出し、口緑端部を摘まみ上げた杯で

ある。内外面とも無文で、粕の透明度は低い。口径は推定で13．1cmである。4659は、内面

に花文を施した碗である。外面は無文である。口径は推定で12．0cmである。

4661・4662・4664・4665は外面に蓮弁文を施した碗である。

4661・4662・4665は鏑をもつ蓮弁文を施し、内面体部は無文で、粕の透明度は高い。46

61は口径が推定で12．8cm、4662は推定で15．6cm、4665が底径5．5cmである。

4665は高台内を浅く削り出し、底部を肥厚させている。畳付きから高台部内にかけて露

胎である。

4664も同様に外面体部に蓬弁文が施された碗であるが、鏑の有無は不明である。高台部

内は露胎で、底径は5．1cmである。

し　　ナてこJ
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4657
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6．製塩土器（図版79・156）

古墳時代後期の土坑・住居跡・溝から製塩土器が出土している。土坑としてはSK74002

から須恵器、土師器とともに出土している。溝としてはSD54001・SD74001から出土して

いる。住居跡としてはSH74005から出土している。

S K74002出土製塩土器（4666～4679）

SK74002からは、大量の須恵器・土師器とともに細片化した製塩土器が出土している。

出土した製塩土器はいずれも器壁が薄いコップ形のものである。底部の破片は無いが、い

ずれも丸底になるものである。口径は3～4cm、高さは推定で7cmほどである。いずれ

も外面は粗くユビナデで仕上げており、一方内面は口緑部を強いヨコナデで、その他は板

ナデで丁寧に仕上げている。胎土は精良なものを用いており、焼成は堅赦なものが多い。

外面は二次焼成のため桃色ないしは紫色に変色しており、また器面の荒れも著しい。

4679は唯一出土している椀形のものである。これは強い二次焼成を受けた粗製の椀であ

るが、変色の特徴などから製塩に用いたものであると考える。

SK74002からは、一般の土師器（嚢・椀など）で強い二次焼成を受けて細片化したも

のが出土している。この場所で加熱行為がおこなわれた可能性が高い。

SD54001出土製塩土器（4680～4683）

SD54001の最上層からも製塩土器が少量出土している。いずれも器壁の薄いコップ形の

ものであり、底が丸底になるものである。外面はユビナデで仕上げ、内面は口緑直下を強

くヨコナデし、他は板ナデで仕上げる。いずれの個体も二次焼成が著しく、器壁外面の変

色、器面の荒れ、細片化が著しい。

SD74001出土製塩土器（4684・4685）

SD74001からも製塩土器が少量出土している。いずれも器壁が薄いコップ形のものであ

る。外面はユビナデで仕上げ、内面は口緑直下をヨコナデ、他を板ナデで仕上げる。二次

焼成が著しく、器壁が変色している。

SH74005出土製塩土器（4686）

SH74005のカマド付近からも製塩土器が数点出土している。器壁の薄いコップ形のもの

であり、二次焼成を受ける。

包含層出土製塩土器（4687）

4687は包含層から出土した製塩土器である。器壁の薄いコップ形のものであり、二次焼

成を受ける。

以上の製塩土器はいずれも古墳時代後期のものである。
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7．鳥形土製晶（図版80・156）

鳥形とは判断しがたいものもあるが、鳥形土製品として一括しておく。いずれも唐土3

区のSD54001から弥生時代終末期の土器とともに出土している。

4688は粘土板を折り曲げたものであり、明確な稜線をもつ。鳥形土製品であるならば、

尾部であろう。

4689は典型的な鳥形土製品である。袋状になった胴部から棒状の尾部が伸びる。内面は

板ナデ、外面はパケで仕上げる。

4690は薄い粘土板を袋状にしたものである。尾部であると判断する。

8．紡錘車（第11図・図版157）

4691は唐土1区のSH64024埋土から出土した土製紡錘車である。直径5．3cmで孔径は0．

85～0．8cm、厚さは最大で1．3cmで薄い部分は0．4cmのいわゆる傘形のもので、比較的珍し

いものである。重さ33．9gである。孔は焼成前に穿孔されており、ほぼまっすぐに貫通し

ている。凸面の孔の周囲は浅くくぼんでいる。周縁は面をもたず丸く仕上げられている。

やや磨滅し鉄分が付着しているため器表の残存状況はあまりよくないが、凸面は軽くナデ

て調整しているのが観察できる。それに対して、平坦面は小さな指押さえによるくぼみが

数カ所残っている。全体的に黒っほい色をしている。

4692は唐土3区のSD54001上層より出土した土器片を再利用した紡錘車である。全体

の形は円形ではなく歪で、周縁に研磨により真っ直ぐになっている部分がある。最大幅2．

92cl花、最小幅2．66cm、厚さ0．49cm、重さ4．9gと極めて小型で軽量であり、形からみても

紡錘車として実際に使用したものではない可能性が高い。孔は両面穿孔で、凹面からの穿

孔の方が径が大きい。孔径は0．45～0．3cmで歪な形をしている。凹面には元の土器の内面

に施されていたパケメが残っている。色調は赤茶色である。

他に弥生中期の刺突紋のある壷の胴部を利用した4013の土製円盤があるが、これも極め

て薄く軽いものである。

■日
4691
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第2節　金属器

1．小形偵製鏡（4001）

弥生時代後期後半の竪穴住居SH54006から出土した小形傍製内行花文鏡で、直径7．4cm、

緑の厚さは0．3cmである。鏡背面の文様構成は、幅約6mの平緑の内側に斜行櫛歯文、さ

らに内側に9個の花文が配置される。内区には獣文の名残りともとれる珠文が3個配置さ

れている。高倉洋彰氏の分類では小形傍製内行花文鏡Ⅱa類に属する（高倉1985）。東播

磨（加古川流域以東）における小形傍製内行花文鏡Ⅱa類出土の初例である。

鋳上がりの悪さのためか、鏡背面の模様は全体的に膝庇としており、斜行櫛歯文や内区

の珠文の一部が肉眼では観察できない状態になっている。また鉦や鉦孔が過度の使用によっ

て摩滅したような痕跡などは見られない。

鏡の遺存状態は悪く、周縁部から徐々に剥離が進行しているため、拓本をとるのは不可

能なほどである。

ところで、玉津田中遺跡の周辺の弥生時代の鏡の類例についてであるが、明石川および

その支流流域の弥生時代遺跡では、以下の2遺跡で鏡の出土が報告されている。一つは明

石川支流である伊川流域の丘陵上に位置する青谷遺跡である（森岡1987）。ここからは、

瀬戸内～近畿で独自に鋳造されたと考えられる小形傍製重囲文鏡Ⅱb類（高倉1985）が出

土している。もう一つは明石川の右岸に位置する吉田南遺跡で、雲雷文内行花文鏡の研磨

された破片が、弥生時代後期の住居跡から出土している（神戸市教委1980）。また明石川

流域からやや西の方に離れるが、加古郡播磨町の大中遺跡からも弥生時代後期末の住居跡

から研磨・穿孔を施された雲雷文内行花文鏡片が出土している（播磨町教委1965）ほか、

加古川市の西条52号墓からは、完形の雲雷文内行花文鏡が破砕された状態で出土している

（西条古墳群発掘調査団1964）。

以上のように、東播磨において弥生時代の鏡の出土する遺構は、今までのところ集落か

らの出土例が主流であり、この点は西播磨（加古川流域以西）において鏡は忠実に副葬品

として使用されている（種定1990）のと対称をなす点である。玉津田中遺跡において竪穴

住居跡から鏡が出土したことは、こうした傾向をざらに強めるものと言える。

（参考文献）

高倉洋彰1985　「弥生時代小型傍製鏡について（承前）」考古学雑誌、70－3

森岡秀人1987　「「中」状図文を有する近畿系弥生小形傍製鏡の変遷」『横田健一先生

古稀記念文化史論叢』

神戸市教育委員会1980　『吉田南遺跡現地説明会資料』

播磨町教育委員会1965　『播磨大中』

西条古墳群発掘調査団1964　『西条古墳群調査略報』

種定淳介1990　「播磨における弥生時代青銅器の特質」『今里幾次先生古稀記念播磨考

古学論叢』
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2．鉄製品（第12図）

唐土地区からは少量ではあるが、溝・住居跡などから鉄製品が出土している。

SD54001出土の鉄製品

4006は唐土3区SD54001上層出土の刀子である。関は不明瞭であり、先端部と茎の基部

を欠く。全長7．4cm、刃部幅1．8cm、刃部厚0．5cmである。

4007は唐土5区包含層出土の刀子である。刃部の破片であるが、途中から大きく折れ曲

がり、また刃もつぶれて不明瞭になっている。全長7．0cm、刃部幅2．1cm、刃部厚0．4cmで

ある。

4008は唐土3区SD54001出土の聖である。基部を袋状に折り曲げてソケットを作る。全

長4．7cm、基部幅2．0cm、ソケット部の直径1．6cmである。

4009は唐土1区SD54001出土の鉄鉱である。細身の柳葉形のものであり、片面には明瞭

な鏑をもち、断面三角形になる。全長7．2cm、幅1．1cm、重さは7．4gである。
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SD54004出土の鉄製品

4010は刀子の茎部である。唐土9区SD54004から出土した。関は不明瞭である。刃部と

茎先端部を欠く。全長5．0cm、幅2．6cmである。

SH74001出土の鉄製品

4011は唐土3区SH74001から出土した鉄製品である。小破片であるため、その器種は不

明である。一方がバチ形に広がり、先へゆくほど薄くなる。全長4．6cm、幅0．8～1．4cmで

ある。

SB84001出土の鉄製品

4012は唐土8区SB84001柱穴出土の釘である。断面方形であり、頭部が打撃のために

潰れている。先端部を欠く。全長3．2cm、径0．4cmである。

SH64010出土の鉄製品

4013は唐土3区SH64010出土の鈍である。表面のうち片面のみに木質が遺存する。全長

3．6cm、幅0．8cm、厚さ0．4cl花である。

各遣物の時期は4012が鎌倉時代初頭、4011が古墳時代後期、4013が古墳時代前期、それ

以外は弥生時代後期～古墳時代前期である。なお鉄製品は全て錆落としの後に、脱塩・樹

脂含没等の保存処理をおこなっている。

第3節　玉類（図版81・巻首図版2）

唐土地区の住居跡からは装身具として使用された玉類が出土している。いずれも単独で

の出土であり、首飾り等の形で保有されていたものかどうかは不明である。

4002は唐土10区SH44002中央土坑出土の薪翠製勾玉である。幅広、寸詰まりの勾玉で

あり、下部は破損ののちに再加工している可能性もある。孔は両面から穿たれる。表面は

丁寧に研がれており、肉眼では擦痕は見えない。長さ2．1cm、最大幅1．4cm、最大厚0．7cm

である。時期は弥生時代中期である。

4003・4004は唐土1区SH54006出土した玉である。いずれも床面直上から出土した。40

03は青色のガラス小玉である。直径0．5cm、高さ0．4cmであり、直径0．2cmの孔があく。400

3は薄い琉拍色の玉である。石材は不明であるが、偏平な卵形に整形されている。長さ1．2

cm、幅0．8cm、厚さ0．6cmである。時期はいずれも弥生時代後期である。

4005は唐土3区SH64010出土の碧玉製の管玉である。これも床面直上から出土した。長

さ1．2cm、直径0．3cmである。古墳時代前期のものである。
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第4節　鋳造関係遺物（図版82～84・158～161）

鋳造関係遺物は唐土5区溝SD64001、　唐土8区住居跡SH54004、唐土1区住居跡SH54

006、狭間5区自然河道SR54001から出土している。鋳造関係遺物には鋳型、羽口、珊瑚、

焼土塊などがある。

1．鋳型

鋳型A

鋳型B

鋳型A（4014・4015）は粘土製の外枠である。4014・4015ともに湯口部分の破片で、遺

存状況から同一個体ではないため、1対となることが考えられる。4014は唐土8区SH540

04から出土した。4015は唐土5区SD64001から出土した。

4014は外面、接合面、内面、湯口部分を有する破片である。現存長15．6cm、幅7．2cm、

厚さ2．5cm前後を測る。復原すると外形は、幅13．2cl花、高さ5．4cmの蒲鉾状を呈する。幅は

現存部分が少ないため変化が無いと考えている。内面は箆状工具で粘土を荒く削り取り型

となる面を形作っている。

接合面は内面縁辺部に位置し、幅0．6cmを測る。接合面脇には、接合面より0．2cm下がっ

た部分に幅1．2cm前後の面を設けている。また湯口と考えられる下面は、深さ0．5cm程度の

溝を設けている。さらに内面と接合面脇の面、湯口部分の開口部は箆先の刺突が施されて

いる。これには規則制はなく深く、大きいものもあれば、小さく浅いものも存在する。こ

の刺突と内面の箆状工具の荒い痕跡は、真土が付着しやすいようにしているものと考えら

れる。外面の調整は確認できない。また型合わせの印などは確認できない。

4015は外面、内面、湯口部分を有する破片である。は現存長11．0cm、幅7．5cm、厚さ2．5

cm前後を測る。全体の形状、調整は4014と同様である。

鋳型B（4016～4019）は粘土製の外枠である。4016・4017は湯口と反対側の上部の破片、

4018・4019は中央の体部の破片である。4016の上面はほぼ完形のため、4017とは1対をな

すと考えられる。4018・4019は4016・4017どちらの破片であるかは現状では決めがたい。

4016は大きな破片が唐土8区SH54004ら出土し、小さな破片は唐土1区SH54006から出土

し、接合した。4017・4018は唐土8区SH54004ら出土した。4019は唐土1区SH54006から

出土した。

4016は外面、上面、接合面、内面を有する破片である。現存長6．6cm、幅9．2cmを測る。

厚さは中央部分で3．5cl花、縁辺で1．8cm程度を測る。復原すると外形は、幅9．2cl花、高さ5．4

cmの蒲鉾状を呈する。幅は現存部分が少ないため変化が無いと考えている。上面は半円形

を呈し、平坦で、接合面に接した部分は成形の際に粘土を絞ったと考えられ、痕跡が残っ

ている。内面は箆状工具で粘土を荒く削り取り型となる面を形作っている。接合面は内面

側面の縁辺部に位置し、幅は右側で1．7cmを測る。上面に接した部分は内面から傾斜する

面が作られており、接合面は存在しない上、0．4cm程度の隙間がある。内面は箆先の刺突

が施されている。これには規則制はなく深く、大きいものもあれば、小さく浅いものも存

在する。この刺突と内面の箆状工具の荒い痕跡は、真土が付着しやすいようにしているも

のと考えられる。外面の調整は確認できない。また型合わせの印などは確認できない。
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4017は外面、上面、内面を有する破片である。現存長7．2cm、幅5．4cmを測る。厚さは中

央部分で3．2cm前後を測る。全体の形状、調整は4016と同様である。

4018は外面、接合面、内面を有する破片である。現存長11．7cm、幅8．5cmを測る。厚さ

は中央部分で3．8cm、縁辺で1．7cm程度を測る。接合面は幅0．8cmを測る。復原すると外形

は、幅9．2cm、高さ5．4cmの蒲鉾状を呈する。全体の形状、調整は上面を除いた4016と同様

である。

4019は外面、接合面、内面を有する破片である。現存長5．Ocl花、幅5．5cmを測る。厚さは

中央部分で2．5cm前後を測る。接合面は幅0．9cmを測る。全体の形状、調整は上面を除いた

4016と同様である。

羽口（4020）は唐土1区SH54006から出土した。端部を欠く体部の破片である。直径6．

0cm、内径2．2cmの筒状を呈する。厚さは1．9cmを測る。付着物は見られない。

他に羽口の先端と思われる小片がある。この先端には緑色の光沢のある物質が付着して

いる。

柑桐（4021）は唐土5区自然河道SR54001から出土している。口径21．0cmの鉢形土器

で、底部を欠く。現存高11．5cmを測るが、それほど極端には大きくならない。器壁の厚み

は0．9cm～1．0cm程度で、底部は厚くなっている。形態は僅かに内攣しながら大きく外方に

開く鉢である。

口緑下に推定4箇所に上方に向いた断面形が円形のカギ状の把手が体部に飲め込まれて

いる。現状では2箇所残っている。体部の調整は、外面が幅1．5cm程度の輪積み痕跡を残

す荒い作りである。内面は、下半が縦位を基本とし、上半を横位を基本としたパケ調整を

行っている。内面には厚さ1．3cm前後の真土が貼付られけいる。一部しか残っていないが、

内面には付着物があり、本来内面全体に真土が貼付られていたと考えられる。外面には把

手の上部を水平に1．0cm～2．0cmの幅で、熱を帯びて焦げたと考えられる異変部が存在す

る。

他に内面に貼付られていたものがはずれたと思われる真土の塊もある。

唐土、狭間地区から焼土の塊が出土している。これらの焼土塊は直接鋳造と関連が無い

ものもあるかと思うが、簡単に触れることとする。

焼土には赤褐色を呈するものと、黒褐色を呈するものとがある。また粘土内に植物繊維

を含むものも存在する。黒褐色を呈するものの中には通常の粘土塊より比重の重いものも

存在する。
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第5節　石器（図版8ト87・162～164）

狭間地区・唐土地区からは約230点の石器および石製品が出土している。その大半は住

居跡（SH44002・SH54004）の埋土を水洗選別して得られた微小な剥片・チップ類で、製

品はわずかである。このうち図および写真で示した27点について、

1．弥生時代中期の遺構から出土した石器

2．弥生時代後期の遺構から出土した石器

3．古墳時代前期の遺構から出土した石器

4．時期不明（遺構によって時期が決定できないか遺構から遊離した）の石器

の順に記述する。記述は、出土点数が少ないため、用途にもとづく分類は行わず器種ごと

に行う。器種・法量・石材・出土遺構とその時期などは表2にまとめて示す。

1．弥生時代中期の遺構から出土した石器（4001～4006）

4001～4006のサヌカイ製小型剥片石器は弥生時代中期の住居跡（SH44002）から出土

したものである。石鉄（4001・4002）には平基式、凹基式が1点ずつある。4001はごく薄

手の剥片を素材としており周辺部のみに二次加工が施す。石錐も棒状のもの（4003）と摘

み部を有するもの（4004）が各1点あり、4004は錐部を欠損する。楔形石器（4006）は短

軸方向に対となる剥離が認められるものであるが、下線部は直線的で階段状剥離は顕著で

はない。4005は不定形石器としているが小型であることと剥離の状況から石鉄の未製品と

も考えられる。これらの石器が出土したSH44002内の2つの中央土壌からは水洗選別で

約150点の剥片・チップが得られている。

2．弥生時代後期の遺構から出土した石器（4011～4015）

4012・4014・4015の3点は弥生時代後期の住居跡（SH54004・54006）から出土した大

型の礫石器類である。4012は蔽石で、長楕円形の礫の両端は顕著な蔽打痕によって平坦面

をなしている。また、全面がていねいに磨かれている。4014・4015は大型の砥石で、いず

れも表裏左右の4面が使用されている。4014は一方の小口面下線を中心に受熱によって赤

変しており、炉近くの床面に設置して使用したことがうかがえる。表面が最も良く使用さ

れており中央部にむかって浅く窪んでいる。表面の使用に限っては、蔽石との関係から石

皿としたほうが妥当であろう。4015はいわゆる「荒砥」である。

4011は旧河道から出土した軽石である。

3．古墳時代前期の遺構から出土した石器（4007～4010）

4007・4008・4009の3点は古墳時代前期の住居跡（SH64017・64018）から出土した大

型の礫石器類である。4007は敲石で、長楕円形の円礫の両端と中央部に、わずかながら敲

打によると思われるあばた状の窪みが認められる。研磨は行われていない。4008・4009は

砥石である。4008は凝灰岩質の細粒の石材が用いられており、表裏両面と左側面の3面が

顕著に使用されている。4009は礫素材の砥石で表面は使用によって浅く窪んでおり、裏面

も若干使用されている。4007の敲石と同一の遺構から出土していることからこれとセット

で使用された石皿とも考えられる。

4010は軽石であるが、穿孔などは認められない。
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4．時期不明の石器（4016～4027）

石鉄・石錐などのサヌカイト製小型剥片石器・磨製石庖丁・柱状片刃石斧など、狭間・

唐土地区で検出された遺構の時期から判断して、大半の石器は弥生時代中期のものと考え

て大過ないであろう。ただ、古墳時代や中世など本来的な時期でないと考えられる遺構か

らは出土しているためここにまとめた。

4016・4017は凹基部式石鉄である。4016は挟りが深く、この石鉄に関しては形態から縄

紋時代のものと考えられる。4019は典型的な楔形石器である。

4020～4023は削器・不定型石器で、4020には横長剥片の下線に連続した二次加工が丁寧

に施されている。4023は大型で板状の横長剥片を素材とし、その打両部と下線の粗雑な二

次加工が認められるものである。4021も粗雑な二次加工が不規則に施されている。4022は

使用痕のある剥片というべきかもしれない。

4025の柱状片刃石斧は無挟であるが、裏面には斧柄に緊縛する際の滑り止め用のわずか

な窪みが認められる。ここから刃部先端までは4cmほどしかなく、使用によって刃部の長

さが短くなったことが想定される。

4026は泥岩状の細粒の石材を素材としておりいわゆる「仕上げ砥」であろう。

4027（写真図版）は破損が著しいが、本来は長方形状を呈し中央付近に小孔が貫通して

いたのではないかと考えられる石製品である。滑石製であることから温石と想定される。

SH54004から出土したものであるが、中世の遺構と切り合っており混入であろう。

表2　石器一覧表

No． 器　　 種 出土遺構
法　　　 量

石　　 材＊1 時　　　 期
長（捌） 幅（犯m） 厚 （脚） 重量（g）

4001 石鍍 SH 44002 20．0 10．5 2．3 0．6 サ ヌカイト 弥生時代中期

4002 石鉄 SH 44002 23．5 16．0 4．0 1．6 サ ヌカイト 弥生時代中期

4003 石錐 SH 44002 26．0 8．0 5．0 1．2 サヌカイト 弥生時代中期

4004 石錐 SH 44002 20．0 11．0 4．0 1．0 サヌカイ ト 弥生時代中期

4005 不定形石器 SH 44002 23．0 11．0 4．0 1．8 サヌカイ ト 弥生時代中期

4006 楔形石器 SH 44002 23．5 32．5 6．5 5．1 サヌカイ ト 弥生時代中期

4007 敲 石 S H 64017 109．0 58．0 56．0 500 砂 岩 古墳時代前期

4008 砥 石 S H 64018 153．0 60．0 34．0 535 凝灰 岩 古墳時代前期

4009 砥石 SH 64017 154．0 91．0 36．0 800 花 崗岩 古墳時代前期

4010 軽石 SH 64006 82．0 65．0 34．0 47．5 軽石 古墳時代前期

4011 軽石 SR 5400 51．0 55．0 26．0 12．5 軽石 弥生時代後期

4012 敲石 SH 54006 ．120．0 52．5 43．5 420 花崗岩 ？ 弥生時代後期

4013 砥石 SD 54001 144．0 92．0 23．0 650 砂岩 弥生時代後期

4014 砥石 SH 54004 153．5 135．0 69．0 3040 花崗岩 弥生時代後期

4015 砥石 SH 54006 194．0 98．0 42．0 1050 砂岩 弥生時代後期

4016 石鉄 狭 間 7 区 20． 14．5 2．0 1．4 サ ヌカイト

4017 石鉄 唐土 8 区 19．0 16．0 3．0 0．8 サ ヌカイト

4018 石錐 唐土 1 区 21．5 7．0 4．0 0．8 サ ヌカイト

4019 楔形石器 唐土12区 22．0 23．0 5．5 3．2 サ ヌカイト

4020 削器 狭 間 2 区 69．5 25．5 6．0 12．5 サ ヌカイト

4021 不定形石器 狭間 2 区 59．0 41．0 16．0 31 サ ヌカイト

4022 削器 唐土 1 区 49．0 28．0 4．5 2．3 サ ヌカイト

4023 不定形石器 唐土 3 区 103．0 56．0 14．0 154．6 サ ヌカイト

4024 磨製石庖丁 唐土 8 区 34．0 30．0 8．5 10．6 花 崗岩

4025 柱状片 刃石斧 唐土 1 区 86．5 29．0 32．0 186．5 結 晶片岩 ？

4026 砥石 唐 土 1 区 12．7 ‘40．0 17．0 100 泥岩 ？

4027 温石 唐 土 8 区 73．0 50．0 22．0 74 滑 石

＊1）石材の名称は観察者が経験的に判断したものである。
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第6節　木器

1．農具（図版88）

鋤、曲柄鍬などがある。

4001は、鋤などの先が摩耗したものと考えられる。径3．5cm、長さ50cm以上の柄と、幅1

2cm、長さ10cm、厚さ2cmの偏平な部分から成るものである。この一番先端の部分には刃

物で削られた痕跡があることから、すり減った鋤などの先端を削りなおし、再使用を繰り

返したものと考えられる。

4002は鋤の完形品である。柄を別個に装着するタイプの身（本体）部分で、直径約4cm

の柄が装着可能である。全長46cm、最大幅16．5cm、鋤先の幅は8．5cmである。鋤先は使用

による摩耗の痕跡が見られる。鉄製の鋤先を装着した痕跡は明瞭には認められない。

4003は曲柄鍬である。笠部が発達した、通称「ナスビ形農具」と呼ばれるタイプである。

刃先は鉄刃を装着した痕跡は見られず、その幅は約10cmである。4004は「擢」形木製品の

未製品と考えられる。「柄」にあたる部分と本体部分から成る。柄・本体の両部分とも、

断面形は長方形である。「柄」との境目付近を除いて、本体部分の厚さは「柄」よりも薄

く削られ、その境目は段をなしている。本体部分の先端は、鋤などの掘削具のようには尖

らされず、横から見て四角い断面になるように仕上げられている。

以上の遺物はすべて狭間3区の旧河道SR54001から出土した。

2．槽（図版89・165）

4005は脚の付いた身（本体部分）の破片、4006が身（本体部分）だけの破片である。40

07・4008・4009は脚部である。すべて狭間3区の旧河道SR54001から出土した。

4005と4006は互いに接合しないが、口緑部の形態が似ていること、深さがほぼ同じこと

などから、同一個体であると考えられる。脚部の破片（4007・4008・4009）の形態も、40

05に付いている脚に類似していること、樹種が同じであることから、同一個体と考えられ

る。身（本体部分）の深さは約2．5cmである。時期は異なるが類例を姫路市の長越遺跡や

平城京下層などに兄いだすことができる（岡崎1978）。いずれと較べても浅く、口緑部の

幅も狭い。全長・全幅は不明であるが、長越のもの（44．6cmX29．3cm）と大きく変わるも

のではない。

3．その他（図版90・166）

4012は、木の枝がさらに細かく4本に枝分かれする部分を利用し、四本足の傘の骨と言っ

た様相を呈している。表面を削り整形して作られ、中央の太い枝は先端が尖らされている。

枝・幹のいずれにあたる部分も、表面を面取りして、断面形が多角形になるように加工さ

れている。樹種はイチイで、仝高16．8cm、最大幅26．6cmである。狭間3区旧河道SR54001

からの出土である。

4013は櫛で、唐土16区のSE84002から出土している。表面には漆が塗られている。

4014は呪符木簡である。おなじく唐土16区のSE84001から出土している。全長46．8cmの
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内、下4分の1の部分を削って尖らせている。上端から下に1cmおりた所を、板の両辺か

ら削り窪ませている。また上端から2cm離れた部分に、「晒咲」の、2文字の墨書がみら

れる。

4015は狭間4区の旧河道SR54001から出土している。ほとんど樹皮の付いた自然木であ

るが、先端を削り加工して尖らせている。杭として使用されたのであろう。

以下の（4016・4017・4018）はいずれも狭間3区の旧河道SR54001から出土している。

4016は鳥形木製品と考えられる。首の部分が両辺からえぐられ、頭部と休部を分けてい

る。断面形を見るとやや丸く反っているようにみえるが、木取りが板目である影響と考え

られる。首と胸の部分に直径6mほどの穴があけられている。この遺物が出土した狭間3

区は、主として弥生後期から古墳時代前期にかけての遺物が出土しているが、この時期の

鳥形の類例は、姫路市の長越遺跡の大溝から出土した板作りの鳥形が挙げられる（岡崎19

78）。

4017は用途不明である。全長21．5cm、全幅13．5cm、厚さ1．5cmの長方形の板の片端中央

部に、幅4cm長さ3．5cmの長方形の突起が形作られている。突起の中央部に一辺約1cl花の

正方形の穴がまっすぐあけられている。木取りは柾目である。

4018は農具の破片と考えられる。樹種はアカガシ亜属である。全体の約50％が残ってい

る。柄を装着する穴が半分ほど残っている事、およびその穴の周辺が肉厚になっている事

などが農具と判断される根拠である。またいずれの端面も、尖らせて刃を作るような加工

は為されていないことと、木器の輪郭の形から判断して、鍬に装着する泥除けの破片であ

ると推定される。

（参考文献）

岡崎正雄1978　「第4章、木製品」『播磨・長越遺跡』（兵庫県文化財調査報告書　第12冊）

表3　木製品樹種同定結果一覧表（同定は島地謙氏による）

報告番号 木器番号 出土地 区 出土遺構 器　　 種 樹　　　 種 時期 備考

4 0 0 ．1 H M 3－2 2 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 鋤 アカガシ亜属 弥生時代終末期

漆

4　0　0　2 H M 3－05 狭 間 3 区 S R 5 40 01 鋤 アカガシ亜属 弥生時代終末期

4　0　0　3 H M 3－11 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 曲柄平鍬 アカガシ亜属 弥生時代終末期

4　0　0　4 H M 3「03 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 ・農具未製 品 アカガシ亜属 弥生時代終末期

4　0　0　5 H M 3－06 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤 弥生時代終末期

4　0　0　6 H M 3－07 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤 ケヤキ 弥生時代終末期

4　0　0　7 H M 3－09 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤脚部 弥生時代終末期

4　0　0　8 H M 3－08 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤脚部 弥生時代終 末期

4　0　0　9 H M 3－08 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤脚部 弥生 時代終 末期

4　0 1 0 H M 3－23 b 狭 間 3 区 S R 5 40 0 1 盤脚部 か ヒノキ 弥生 時代終 末期

4　0 1 1 H M 3－23 a 狭 間 3 区 S R 540 0 1 盤脚部 か ヒノキ 弥生時代終 末期

4　0 1 2 H M 3－02 狭 間 3 区 S R 540 0 1 蓋 か イチイ 弥生 時代終 末期

4　0 1 3 M K 1 6－0 2 唐土 16区 S E 8 40 0 2 櫛 か 室 町時代

4　0 1 4 M K 16－0 1 唐土 16区 S E 8 40 0 1 呪符 木簡 スギ 室 町時代 里垂：
竺l2　日

4　0 1 5 H M 4－0 1 狭 間 4 区 S R 54 00 1 加工 材 コナラ節 不 明

4　0 1 6 H M 3－04 狭 間 3 区 S R 54 00 1 鳥形木製品 コウヤマキ 弥生 時代 終末期

4　0 1 7 H M 3－0 1 狭 間 3 区 S R 54 00 1 農具末製品 アカガシ亜属 弥生 時代 終末期

4　0 1 8 H M 3－2 1 狭 間 3 区 S R 54 00 1 鍬未製品 アカガシ亜属 弥生時代 終末期

未 掲 載 H M 3－13 狭 間 3 区 S R 54 00 1 くり抜 き材 コナラ節 弥生時代 終末期

末 掲 載 H M 3－1 7 狭 間 3 区 S R 54 00 1 加工材 モ ミ 弥生時代 終末期
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第7章　ま　と　め

縄文時代

遺物、遺構についての考察、玉津田中遺跡全体についての評価は「第6分冊　総括編」

で取り扱うので、本分冊においては狭間・唐土地区のみに限定して時期による遺跡景観の

変遷について簡単にまとめておく。

狭間・唐土地区においては縄文時代から中世にいたる各時期の遺構を調査した。時期に

よってその遺跡の景観は自然的・人為的要因によって大きく変化してゆく。その変遷を時

期をおってみていく。

明石川沿いの低地部はシルトによって埋積が進み、段丘崖も埋没し、平坦化が進んでゆ

く。この時期の遺構は土坑が1基調査されただけであり、狭間・唐土地区の段丘上でどの

程度の人間の活動があったのかは不明である。ただこの地区が縄文人の生活領域の内部で

あったことがうかがい知れる。この時期の遺構は池ノ内地区などの洪積段丘上でも検出さ

れている。

弥生時代前期（図版39）

段丘崖にそって河道SR54001が形成され、沖積地は生産領域（水田）として利用され

ていたと考える。この時期の遺構は狭間2区などにおいて土器棺墓と土坑（木棺墓の可能

性がある）を調査したのみであり、住居跡などは検出していない。ただ墓城が有るのでこ

れに近接して居住域がある可能性は十分に想定できる。同時期の遺構は沖積地側の亀ノ郷・

黒同地区（第2分冊で報告）でも調査されている。

弥生時代中期（図版39）

河川による堆積作用が活発に進み、河道の埋没、沖積地の平坦化が著しい。この時期の

遺構は大きく2時期のものがある。古いほうは中期はじめ（畿内第Ⅱ様式並行）であり、

土坑を調査した。新しいほうは中期後半（畿内第Ⅳ様式並行）であり、住居跡、土坑、溝

を調査した。いずれの時期の遺構もまばらに分布するが、居住域であったことは間違いな

いと考える。この両時期の間（畿内第Ⅲ様式並行）の時期の遺構は段丘上では全く検出さ

れていない。中期はじめの遺構は沖積地側でも調査しており、中期後半の遺構は段丘上か

ら丘陵上（南大山地点など）にかけて広く分布している。

段丘上に遺構がみられない時期（畿内第Ⅲ様式並行期）の集落は竹添地区（第5分冊で

報告）を中心に広がっている。

弥生時代後期（図版40）

河道の埋没がかなり進み、沖積地の平坦化もほぼ完了している。狭間・唐土地区の遺構

は後期でも中葉から後半の時期を中心とする。住居跡、土坑、溝が密度濃く分布しており
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居住域であった。遺構は調査対象範囲の北側にも広がるようであり、かなり大規模な集落

が形成されていたようである。住居跡から北部九州製の小型傍製鏡や鋳型などが出土して

おり、かなり活発な活動があったと推察できる。この時期の遺構は黒同地区（第1分冊で

報告）、辻ケ内地区（第4分冊で報告）でも調査されている。

弥生時代終末期（図版41）

後期の居住域を破壊して大規模な溝（SD54001）が掘削される。掘削時期は後期の中で

あろう。この溝の性格については、環濠あるいはただの水路とも考えられるが、その可能

性については第4章でのべたとおりである。住居はまばらにしか検出されておらず、この

溝で囲まれた範囲が居住域であったかどうかの判断は困難である。ただ港内にはこの時期

の土器が大量に投棄されており、近辺に居住域があったことは確実である。

古墳時代前期（図版42）

住居跡が密度濃く分布する居住域であった。前時期に掘削された溝（SD54001）は機能

を次第に失い埋没してゆく。ことに唐土3区では溝は完全に埋没し、その上に住居が造ら

れている。この時期の遺構は池ノ内地区（第2分冊で報告）など段丘上で広く検出されて

いる。

古墳時代中期

溝（SD54001）内にこの時期の土器が多量に投棄されており、居住域であったと考えら

れる。ただし、住居跡は検出していない。この時期の遺構は狭間・唐土地区の南側の池ノ

内・西ケ市地区（第2分冊で報告）で多く調査されている。

古墳時代後期（図版43）

住居跡・土坑などを調査しており、全域が居住域であった。遺構密度は前期と比べると

まばらである。遺構は唐土地区の南東に集中する傾向があり、現在の田中集落の下へも続

いていくと推定する。この時期の遺構も西ケ市・池ノ内地区（第2分冊で報告）や居住地

区（第4分冊で報告）などの段丘上で多く調査されている。また生産領域である水田は西

側の沖積地の全面に広がっており、沖積地＝生産領域、段丘上＝居住域という場の使い分

けが確立している。

古代

飛鳥時代から平安時代にかけての時期の遺構はまったく検出しておらず、遺物が少量出
ヽ

土しているだけである。狭間・唐土地区の段丘上の利用状況は不明である。この時期の遺

構は玉津田中遺跡ではほとんど調査されていない。現在の集落と重なって、この時代の集

落が存在する可能性がある。おそらくこのうちのどこかで、現在みられる明石川流域にお

ける条里制の土地区画が完成さえたと考えられる。ただし段丘上には条里区画は及んでお

らず、開発の対象外の土地であったようである。
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中世（図版44）

平安時代末から再び狭間・唐土地区の段丘上における人間の活動が活発化する。掘立柱

建物や土坑などがかなりの密度で分布する。その中心となる時期は12末から13世紀にかけ

てである。この時期の遺構は二ノ郷地区・徳政地区（第1分冊で報告）や辻ケ内地区（第

4分冊で報告）でも調査されており、これら他の地区の遺跡との関係は重要な検討課題で

ある。

卓町時代になると遺構は激減し、土坑・井戸・溝などが見られる程度であり既に居住域

ではなくなっている。おそらく居住域の中心が現在の集落の方へ移動したためであろう。

近世以降

近世から現在に至るまで狭間・唐土地区は耕作地として利用されていた。ただし水利の

関係上畑作が中心であったようである。

狭間・唐土地区についてはほぼ上記のような変遷をたどることができる。洪水の影響の

少ない安定した土地であったため、弥生時代以来ほぼ一貫して居住域となっていたことが

うかがい知れる。

その中でも弥生時代後期以降、古墳時代後期に至るまでが、狭間・唐土地区における人

間の活動が最も活発であった。弥生時代後期には小型傍製鏡のような遠隔地の文物の移入

や鋳造のような高度な技術の保持も認められ、明石川流域を代表する集落となっていたと

考えられる。

狭間・唐土地区において調査できたのはほとんど居住域のみである。生産領域の調査結

果は第1・第2分冊で報告したが、墓域は弥生時代中期を除いては未発見である。集落の

全体像をつかむためには居住域、生産領域、墓域の三者をセットにして考える必要があり

弥生時代後期以降の墓域の所在地について今後検討が必要である。
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唐土1区　SH44001

唐土10区　SH44002

土坑1

1．黄褐色　極細砂
2．黒褐色　炭まじりシルト

土坑2
1．オリーブ褐色　シルト

2．にぷい黄褐色　極細砂

3．黒色　炭まじりシルト

0　　　　　　　　　　　　1m
』llli　　　！

3m

住居跡1
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牲型竺〟

＿／／

T－　一一一＜

、－、＿＿

中央土坑

狭間3区　SH54001

褐灰色　シルトまじり細砂

黒褐色　細砂

3．黒　　　炭まじり細砂

4．青灰色　シルトまじり細砂

5．黒色　　細砂まじりシルト

狭間3区　SH54002

L＿日　日i i

町
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住居跡2
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住居跡3

、．　．．’∴’／～Ⅴ
18．00m

≒r‾‾‾

中央土坑

狭間1区　SH54003

Å

1．褐灰色　　極細砂
2．灰黄褐色　極細砂
3．褐灰色　　炭まじり細砂

挟間7区　SH64002

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

0　　　　　　　　　　　1m

lll　題，i　　　　」
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住居跡4
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唐土1区　SH54008
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黄灰色　シルトまじり細砂

褐灰色　シルト質細砂

灰色　　細砂まじりシルト

暗灰色　細砂まじりシルト

0 1m

Ll Hi　　　　！
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住居跡5
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

礫まじり中砂質シルト

中砂まじりシルト（焼土層）

細砂～中砂まじりシルト（炭層）

0

唐土1区　SH54009
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1．にぷい黄褐色　シルト質極細砂
2．褐灰色　　　　炭・灰

3．黒色　　　　　炭

4．黄色　　　　　粘土

5．褐灰色　　　　炭・灰

（地山ブロック含む）

唐土9区　SH54005

0　　　　　　　　　　　1m

lll Hi l
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住居跡6
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住居跡7

私ス〕拗

唐土6区　SH64016

喜『

「ノア一一で・ノ丁ノー「リ．・・ノ．′　　′．・・．　′′′　′

明赤褐色　　焼土

にぷい橙色　焼土

橙色　　　　焼土

唐土7区　SH64019

0　　　　　　　　　　　　50cm
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住居跡8

狭間6区　SH64001
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去 ‡

◎
t t t tt ．ll．1．　 ．．．．．．－－　　 －　　 －　　 h F t tt t t t－

狭間7区　SH64003

狭間2区　SH64006

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

ぜ

歪霧房彩
中央焼土坑

1．赤褐色　炭まじり中砂

B－　　　　18・型竺LB′

土坑

1．灰黄褐色　中砂
2．褐灰色　　細～中砂

0　　　　　　　　　　50cm

L＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」」」∃
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住居跡9
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勃㌧・ノ書慧砂B功
中央焼土坑1 中央焼土坑2

狭間2区　SH64004

1．褐灰色

∴二‾　二　　　‾「
シルト質紳砂

狭間2区　SH64005

0　　　　　　　　　　　1m
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住居跡10

唐土3区　SH64010
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物
中央焼土坑

唐土4区　SH64011

1．黒褐色
シロト質極細砂

唐土4区　SH64012
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住居跡11
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住居跡12

、＼l、＼、＼、＼、．一′／

中央焼土坑

1．黒褐　シルト質極細砂

唐土4区　SH64013

唐土1区　SH64024

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m
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唐土5区　SH64014

わ7／／／／／／

］

唐土5区　SH64015

．

．

1

＿

T

中央焼土坑

1．褐灰色　細砂
2．黒灰色　炭まじり極細砂

2些B′

土坑

1．褐灰色　炭まじり細砂

2．黒褐色　極細砂

3．にぷい黄褐色　極細砂

A－　　　　　型竺竺〟

勿劫
中央焼土坑

1．灰黄褐色　細～中砂

2．灰褐色　　極細砂

3．褐灰色　　シルト質細砂

2些旦竺B′

土坑

1．灰黄褐色　細～中砂
2．黒褐色　　細～中砂
3．暗褐色　　極細～中砂

0 50C机

住居跡13
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1

］

1

1

】

l
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1

1

土坑2

唐土7区　SH64017

唐土9区　SH64022

0　　　　　　　　　　　　　　　　　3m
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住居跡14
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▲㌢　　′

1．暗灰黄色　極細～細砂　　　　1．灰黄褐色　細砂

2．黄灰色　極細砂　　　　　　　2．黒褐色　シルト質細砂

A＿　　　22塑〟　雲完芸芸芸褐号ル詣志孟じり中砂

1．焼土・炭
2．炭
3．焼土

唐土7区　SH64018

3m

1．褐灰色　　砂礫

2．黒褐色　　シルト

0　　　　　　　　　　50cm．

l l　⊥＿＿＿」＿＿⊥＿」

住居跡15
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21．00m

一一一一一一1二一一へ‾

唐土7区　SH64020

茸
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20．60m

「「L′「ア「．／∴了．．

唐土8区　SH64021
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唐土9区　SH64023
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住居跡17

21．00m

唐土3区　SH74001

唐土9区　SH74003

忽
唐土9区　SH74004



彪
唐土9区　SH74002

カマド断面

唐土12区　SH74005
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住居跡18
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0　　　　　　　　　　　5m
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帳

唐土8区　SB84002

掘立柱建物跡



＋

膠 1°

0
狭間2区　SX24001

こ了

暗灰黄色　シルト質細砂～極細砂

狭間2区　SX54001

図版30

土器棺墓
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メ

芦声声．．∴・で・・㌢

1

2

3

4

5

6

暗灰黄色　細砂

暗灰黄色　極細砂

灰黄色　　シルト質細砂
黄褐色　　極細砂

灰黄褐色　シルト

灰黄褐色　砂礫

1．黄褐色　　　　シルト質極細砂
2．灰黄色　　　　極細砂

3．暗灰黄色　　　極細砂

4．にぷい黄褐色　極細砂

1

2

3

4

5

6

7

褐灰色　　　　極細砂

灰黄褐色　　　細砂

灰黄褐色　　　シルト

にぷい黄褐色

にぷい黄色

明黄褐色

浅黄色

シルト

極細砂

シルト

極細砂

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L．ll．．　　　；　　　　　　　　！

唐土10区　方形周溝遺構（SD44002、44003、44004）

方形周溝遺構



唐土16区　SE84001

ご‾「；一

唐土16区　SE84002

1．褐灰色　シルト質細砂

2．黄褐色　細砂

3．黄褐色　極細砂

4．黄褐色　細砂

5．灰　色　シルト

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Lll　－，　　　；　　　　　　　　i

1．灰　色　　　　シルト

2．灰黄色　　　　シルト

3．黄灰色　　　　租砂

4．黄褐色　　　　シルト

5．にぷい黄色　　細砂

6．にぷい黄色　　シルト

7．オリーブ黄色　シルトまじり粗砂

8．オリーブ黄色　シルトまじり租砂

9．オリーブ灰色　シルト

10．青灰色　　　　シルト

2m

llll　題l i　　　　　　　　　！
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土坑1

1．灰褐色　　　　極細砂

2．にぷい黄褐色　極細砂

3．にぷい黄褐色　極細砂

唐土5区　SK14001

1．黒褐色　シルト質極細砂
2．黒褐色　シルト質極細砂

狭間9区　SK24001

1．灰黄褐色　極細砂

2．褐灰色　　極細砂～シルト

狭間2区　SX24003

玩二二二⊂：；嘉男

1．褐灰色　シルトまじり極細砂

狭間2区　SK54007

闇

竜二
1．褐灰色　細砂

2．褐灰色　シルト質極細砂

3．黄灰色　シルト質極細砂

狭間2区　SK54008

0 2m

ヒ＿．1－　日　‥＿＿　；　　　　　　」
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土坑2

狭間2区　SK54009
1・暗灰黄色　シルトまじり細砂へ申砂

2・黄灰色　シルトまじり細砂～租砂

3・黒褐色　シルトまじり細砂～租砂

4・黒褐色　シルトまじり中砂～極細砂

唐土1区　SK74002

2m

1．灰黄褐色　中砂～租砂
2．黒褐色　中砂～租砂
3．灰黄褐色　中砂～租砂

狭間2区　SK54005

ll．日．　　　；　　　　　　　　！

1．褐灰色　シルト質極細砂

2．黄灰色　シルト質極細砂
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1．灰黄色　シルト

2．灰黄褐色　炭まじりシルト

1．黄灰色　シルト質租砂
2．黄灰色　シルト

3．暗灰黄色　シルト

4．黄灰色　極細砂

5．暗灰黄色　極細砂

唐土8区　SK84010

㌘
＼叛

黄褐色　極細砂
2．暗灰黄色　極細砂 了
3・褐灰色　シルトまじり極細砂

4．黄灰色　シルト

20．50m

黄灰色　　　極細砂

2．黄灰色　　　極細砂

3．にぷい黄色　極細砂

20．50m

ニー

唐土9区　SK84018

唐土2区　SK84021

1．オリーブ灰色　　細砂質シルト

2．暗オリーブ灰色　柵砂質シルト

3．灰オリーブ色　　細砂まじりシルト

4．灰オリーブ色　　細砂質シルト

0　　　　　　　　　　　1m

上　目li　　　」

土坑3
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土坑4

1．黄灰色　砂まじりシルト

2．暗灰黄色　シルト

唐土5区　SK84006

1．褐灰色　極細砂

2．黄灰色　シルト質極細砂

3．黄灰色　シルト質極細砂

唐土12区　SK84015

二＝ラ’

1．黄灰色　砂まじりシルト

2．黄灰色　砂まじりシルト（地山ブロック含む）

唐土5区　SK84005

工　　．・

1．黄灰色　砂まじりシルト

唐土5区　SK84007

1．灰　色　シルト質細～中砂

2．黄灰色　シルトまじり細～中砂

3．灰　色　シルト質細砂

4．灰　色　細砂質シルト

唐土2区　SX84001
0 2m
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L　　　　　　　、　M

』 ／親 ； B′『 C′ 1 －

＋ ∵ ∴I　／ l0　　　　　　　　　　　50ml　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　l　　　1

SD54001

1．褐灰　細砂～中砂

2．褐　礫まじり中砂～租砂

3．褐灰　礫まじり租砂
1

4．褐灰　極細砂

5．褐灰　極細砂～細砂

6．褐灰　シルト質柵砂

7．黒褐　シルト質細砂

8．黄灰　シルトまじり細砂

9．灰　租砂～中礫
10．灰　租砂

11．灰　細礫～中礫

1．暗灰黄　細砂

2．　灰　　細砂

3．暗灰黄　中砂（古墳前期～後期）

4．黄　灰　シルトまじり細砂～中砂

5．　灰　　中砂～租砂（古墳前期）

6．　灰　　砂礫（弥生前期～古墳前期）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

黄　灰　シルトまじり極細砂（古墳後期）

灰　　砂礫（古墳後期）

灰　　砂礫（古墳後期）

暗灰黄　細砂

褐　灰　細砂～中礫

褐　灰　極細砂～大礫

灰　　シルトまじり細砂

黄　灰　中砂～中礫

灰　　砂礫（弥生後期）

1．黒褐　シルト質極細砂（弥生後期～古墳）

2．灰　シルトまじり細砂（弥生後期）
3．灰　砂礫（弥生後期）
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弥生時代前～中期の土器
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柱穴　P34001（400ト4002）溝　SD44001（4003～4006）sD54001（400ト4009）
住居跡　SH44001（4010～4014）土器棺墓　SX24001（401ト4016）
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弥生時代後期～終末期の土器1（旧河道　SR54001）
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弥生時代後期～終末期の土器2（旧河道　SR54001）
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土器4

弥生時代後期～終末期の土器3（旧河道　SR54001）
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弥生時代後期～終末期の土器4（旧河道・住居跡）
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旧河道　SR54001（4094～4107）

住居跡　SH54006（4108～4111・4113・4114・4116）　SH54001（4112）　sH54007（4115・4117）
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土器6

弥生時代後期～終末期の土器5（各種遺構）
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住居跡　SH64018（4118・4119）　SH64002（4120）　SH54004（4121）

土　坑　SK54009（4122～4123）　sK54005（4124）　sK54004（4125・4126）　SK54002（4127）

土器棺墓　SX54001（4128）　溝　SD54001（4130）



弥生時代後期～終末期の土器6（SD54001）
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土器8

弥生時代後期～終末期の土器7（SD54001）
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弥生時代後期～終末期の土器8（SD54001）

至「〕

′

′

‘・．－一　転

図版53
4156～4171

20cm

11．」⊥⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」

土器9



図版54
4172～4186

土器10

「＿＿＿7

弥生時代後期～終末期の土器9（SD54001）
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弥生時代後期～終末期の土器10（SD54001）
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図版56
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弥生時代後期～終末期の土器11（SD54001）
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弥生時代後期～終末期の土器12（SD54001）
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図版58
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弥生時代後期～終末期の土器13（SD54001）
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弥生時代後期～終末期の土器14（SD54001）
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図版60
4258～4281 弥生時代後期～終末期の土器15（SD54001）
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弥生時代後期～終末期の土器16（SD54001）
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土器18

古墳時代の土器1（旧河道　SR54001）
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古墳時代の土器2（住居跡）
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古墳時代の土器4（SD54001）
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古墳時代の土器5（SD54001）
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古墳時代の土器6（SD54001）
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古墳時代の土器7（SD54001）
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古墳時代の土器8（SD54001）
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古墳時代の土器10（SD54001）
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古墳時代の土器11（SD54001）

土器28

〒≡♭乙

∠上腕。5

20C仇

llllJl　　　；　　　　　　　！



古墳時代の土器12（SD54001）
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古墳時代の土器14（土坑・溝ほか）
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古代～中世の土器2
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木器2
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図版91

玉津田中遺跡遠景（中央の造成地が遺跡・北側上空から）

遺跡遠景

玉津田中遺跡遠景（中央の造成地が遺跡・南側上空から）



図版92

玉津田中遺跡全景（左上が唐土・狭間地区・西側上空から）

遺跡全景1

狭間・唐土地区　全景（北側上空から）



図版93

遺跡全景2



図版94

平成3年度調査（狭間地区東部・唐土地区西部）

遺跡全景3

平成3年度調査（唐土地区東部）



図版95

狭間1区全景（東から）

調査区全景1

狭間2区全景（東から）



図版96

狭間10区全景（西から）

狭間3区全景（南から）

調査区全景2



図版97

挟間4区全景（南から）

狭間6区全景（東から）

調査区全景3



図版98

狭間7区全景（西から）

狭間8区全景（北から）

調査区全景4



図版99

挟間9区全景（西から）

調査区全景5

唐土1区全景（東から）



図版100

唐土2区全景（東から）

唐土3区下層全景（東から）

調査区全景6



図版101

應㌻

唐土3区西半（西から）

唐土3区東半上層（西から）

調査区全景7



図版102

唐土4区全景（東から）

調査区全景8

唐土5・6区全景（南から）



図版103

唐土7・8区下層全景（北から）

調査区全景9

唐土7・8区上層全景（北から）



図版104

唐土9区全景（西から）

調査区全景10



図版105

唐土11区全景（北から）

唐土12区全景（東から）

調査区全景11



図版106

唐土13区全景（西から）

調査区全景12

唐土15・16区全景（東から）



図版107

唐土10区SH44002（南から）

狭間3区SH54001・54002（北から）

住居跡1
1



図版108

狭間2区SH54003・64006（南から）

唐土1区SH54008（南から）

住居跡2



図版109

唐土1区SH54007（南から）

住居跡3



図版110

唐土8区SH54004（東から）

唐土9区SH64022・54005（南から）

住居跡4



図版111

唐土6区SH64016（西から）

唐土7区SH64019（東から）

住居跡5



図版112

狭間6区SH64001（東から）

狭間2区SH64004・64005（南から）

住居跡6



図版113

唐土1区SH64024（南から）

唐土3区SH64010（南から）

住居跡7



図版114

唐土4区SH64011・64012（西から）

住居跡8

唐土4区SH64013（北から）



図版115

唐土3区SH64008（西から）

唐土5区SH64014・64015（東から）

住居跡9



図版116

唐土7区SH64017（南から）

唐土7区SH64017内土坑1・2（南から）

住居跡10



図版117

唐土7区SH64018（東から）

住居跡11



図版118

唐土7区SH64020（東から）

唐土8区SH64021（東から）

住居跡12



図版119

唐土9区SH64023（西から）

住居跡13



図版120

唐土9区SH74002（南から）

唐土9区SH74002　カマド（南から）

住居跡14



図版121

唐土9区SH74003・74004（東から）

唐土9区SH74003　土師器奮出土状況（東から）

住居跡15



図版122

唐土12区SH74005（南から）

唐土12区SH74005　カマド（南から）

住居跡16



図版123

唐土10区SH44002　中央土坑

唐土1区SH54007　中央土坑

唐土8区SH64021中央土坑

唐土1区SH54006　中央土坑

唐土8区SH54004　中央土坑

唐土7区SH64018　中央焼土坑

唐土7区SH64018　土坑3

住居跡中央土坑



図版124

挟間2区SX24001（南から）

狭間2区SX54001（南から）

土器棺墓



図版125

唐土15区SE84001（東から）

唐土16区SE84002（東から）



図版126

唐土1区SK74001（南から）

唐土2区SK84021（西から）

土坑1



図版127

唐土8区SK84008

唐土8区SK84013

唐土8区SK84009

唐土8区SK84010

狭間3区旧河道SR54001木器出土状況

土坑2・旧河道



図版128

唐土1区SD54001（西から） 唐土3区SD54001（西から）

唐土1区SD54001土層断面（西から）

溝1



図版129
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図版130
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